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　電話が鳴っていた。

　それも、ボックスタイプの公衆電話が鳴っていた。




　すべてが真っ白に染まった世界で、宮(みや)田(た)真(しん)吾(ご)は大きくため息をついた。

　まただ。

　また、この夢の世界である。

　一カ月ほど前、同じ状況に陥(おちい)った。

　そしてこの電話に出てから二度も大変な目にあってきた。今回で三回目である。

　この電話のせいで、真吾は世界の危機に巻き込まれ、命を危険にさらされ、異世界の王女と婚約関係にまでされた挙(あげ)句(く)、巫(み)女(こ)服(ふく)少女から「子供を作ろう」と迫(せま)られるハメになったのだ。

　いいかげんにしてくれ、というのが正直な気持ちだった。

　もう関わりたくなかった。これ以上、身を削(けず)って世界を救うようなことはしたくなかった。

　この電話に出たら、受話器の向こうの神様と名乗る女から無(む)理(り)難(なん)題(だい)を押しつけられるのは目に見えている。

　世界の危機は放っておけないが、それ以上に厄(やつ)介(かい)な問題をふっかけられるのは勘(かん)弁(べん)してほしかった。

　だから真吾は電話に出なかった。

「早く出やがれこんちくしょう」と、やかましく催(さい)促(そく)するかのような電話に背を向け、その場から逃げ出した。

　真っ白な世界を、距離感に乏(とぼ)しい空間を、全力で駆(か)ける。

　しばらくして足を止めて振り返ると、電話ボックスは米(こめ)粒(つぶ)ほどに小さくなっていた。だが、ベルの音だけは変わらずに大きく、突き刺すように耳を打っている。

　真吾は再(ふたた)び駆けだした。ベルの音から遠ざかるために、脅(きよう)迫(はく)するような鋭(するど)い刺激音から逃れるために。

　そうしてどれくらい走っただろう。

　突然、なんの前触れもなく、地面が消えた。真っ白な大地を踏(ふ)みしめていた足が、空を切った。

「げっ！」

　体を支える地面を失い、真吾は落ちた。真っ白な断(だん)崖(がい)を、一直線に。

　やがて、真っ白な地面が眼(がん)前(ぜん)に迫り、頭から激(げき)突(とつ)する寸前――







　――真吾は、目を覚ました。

　同時に、一瞬の浮(ふ)游(ゆう)感(かん)の後、衝(しよう)撃(げき)が全身を襲(おそ)った。

「…………あれ？」

　真吾は床に転がっていた。毛布にくるまったまま、見慣れた天(てん)井(じよう)を見上げている。

　どうやら、ベッドから毛布ごと落っこちたらしい。なんだか部屋が揺(ゆ)れているような気がするのは、まだ寝ぼけているからだろうか。

　そうではなかった。部屋は本当に揺れていた。

　地(じ)震(しん)だ。

　真吾は床に寝転がったまま、様子を窺(うかが)った。

　最近、小さな地震が増えている。

　まさか、電話に出なかったので神様が怒ってるんじゃないだろうなと思っていると、揺れはまるで気のせいだったかのように、静かに収(おさ)まった。

　真吾はゆっくり起きあがり、落ちた毛布を布(ふ)団(とん)の上に乗せた。

　どうやら今回は、神様からの依(い)頼(らい)をやり過ごすことができたらしい。

　ホッと息をつくと、不意に枕元の携帯電話が鳴った。

「あっと、はい、もしも――」

　まだ頭が完全に働いていなかったらしい。咄(とつ)嗟(さ)に電話に出てしまい、真吾は着信名を確認しなかった自分を激しく呪(のろ)った。

「ちょっと酷(ひど)いじゃない、人がせっかくかけた電話を無視するなんて！」

　相手は神様だった。逃(のが)れたとばかり思っていた、災(わざわ)いをもたらす者だった。

「まあその分、たっぷり働いてもらうけどね。じゃあ早(さつ)速(そく)、今回のお願いなんだけど……」

　真吾はがっくりとうなだれた。どうあっても、自分は巻き込まれる運命にあるらしい。

　こうして宮田真吾は再び、世界の危機の渦(か)中(ちゆう)へと放り込まれるのだった。
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　世界を救うべく神に選ばれた「選ばれし者」たちは、すぐに集まることとなった。場所はいつもの河原(かわら)である。真吾はすぐに家を出た。

「いよいよ暑くなってきましたねぇ」

　河原に到着し、真吾の姿を認めて挨(あい)拶(さつ)代わりにそう言ったのは、住(すみ)吉(よし)穂香(ほのか)である。

　お嬢(じよう)様(さま)学校に通う彼女だが、夏休みに突入していることもあり、その姿は見(み)慣(な)れた制服姿ではなかった。

　白のワンピースに白と黒のチェック柄(がら)のキャミソールワンピースを重ねており、頭には、やはり白い麦(むぎ)わら帽(ぼう)子(し)を乗せている。なにものにも染まらない純白が清(せい)楚(そ)に身を包みこむようで、穂香のほがらかな笑顔と相まって無(む)垢(く)な輝きとなって真吾の目を奪う。

　そのくせ、体の輪(りん)郭(かく)は大人びており、特に露(ろ)出(しゆつ)した二の腕から肩にかけてのしなやかなラインは、太陽の光を浴びた川の水(みな)面(も)よりもはるかにまぶしく、真吾は目を細めなくてはならなかった。夏休み様バンザイ！　である。

「わたくしは、暑いのは苦(にが)手(て)だ」

　そう言ってシャツの襟(えり)元(もと)を広げて、涼(りよう)を求めているのは異世界の王女であり、真吾の（むりやりさせられた）婚約者でもあるリーナだ。彼女も制服姿でもなければ、普(ふ)段(だん)着(ぎ)代わりのドレス姿でもなかった。

　シャツの上に大きなプリントの入ったパーカーを着込み、やや大きめのハーフパンツをはいている。おまけに某(ぼう)プロ野球球団の帽子を後ろ前にかぶり、長い髪を全部詰め込んでいるので、一見すると男の子に見間違えるような格(かつ)好(こう)だ。

「やけにボーイッシュな格好だな」

　真吾が突っ込むと、リーナは「ぼーいっしゅ？」と首を傾(かし)げてから、パーカーの袖(そで)をまくり上げながら言った。

「トランクィロ様が『こういう需(じゆ)要(よう)もある』とおっしゃっていたのだ。『ときどきメモりやがる』というゲームの、『だんそう』しているキャラクターを参考にしたのだが……。どういうことかよくわからんが、動きやすくてなかなかいいな、この格好は」

　トランクィロとは、リーナの世界にいる神様の名前である。やけに地球の偏(かたよ)った文化に詳(くわ)しく、なにかにつけてリーナによからぬ入れ知恵をして、真吾を籠(ろう)絡(らく)させようと試みている困った神様なのだ。

　幸いにと言うべきか、リーナがトランクィロの意(い)図(と)をまったく理解できていないため、真吾は籠絡されることを免(まぬか)れているが、リーナが神様の意図を理解して実行したとき、果たして理性を保っていられるか、真吾ははなはだ自信がないのだった。

　ちなみに、真吾たちが住む世界の神様の名前は、ラメントというらしい。

「それにしても貴様は、そんな格好でよく平気だな」

　リーナが矛(ほこ)先(さき)を向けたのは、巫女服姿の清(せい)内(ない)路(じ)清(きよ)美(み)である。

　彼女は神社の一人娘で、ある理由からずっと巫女服姿でいることを義(ぎ)務(む)づけられてきた。今はもう、そんな義務からは解放されたのだが、他の服装に興(きよう)味(み)がないのか、はたまた意外に気に入っているのか、学校でも制服代わりに巫女服だし、今日のように普段着としても巫女服を着用し続けているのだ。

　清美はリーナの問いかけに、「……慣れてるから」と、相変わらず抑(よく)揚(よう)のない声で答えた。

「わたくしには耐(た)えられん」

　リーナは犬のように舌を出して、喘(あえ)いだ。

「これくらい我(が)慢(まん)しろよ、情けない」

　リーナを突き放すように言ったのは、小学生の八(や)坂(さか)光(みつ)夫(お)である。

　スポーティーなシャツにハーフパンツ姿はいつも通りだが、少しばかりリーナとかぶっているのが気に入らないらしい。

「耐えられないなら、自分の世界に帰った方がいいんじゃないか？」

「うるさいな。わたくしの世界はこんなに暑くなったりしないのだ。すぐに慣れろと言う方がムリだろ」

「まあまあ、二人とも、落ち着け」

　諭(さと)すように二人の間に入ったのは、犬のタロウだ。

「それより、本題に入ろうではないか。我々は世界の危機がどこで、どのように起こるのか、一刻も早く知って対処せねばならんのだからな」

　そのとおりである。

　真吾たちは改(あらた)めて、輪を作るように寄り集まった。

　ところが一人だけ、その輪に加わらない者がいた。

「松(まつ)川(かわ)さん、どうしました？」

　輪から外れているのは松川淳(じゆん)だった。

　厚(あつ)底(ぞこ)のメガネによれよれのシャツ、古びたズボンなど、普段と変わらない格好だが、どこかいつもよりくたびれた印象がある。

「ん、あ、う、うん……」

　気のない返事をして、淳は真吾たちの輪に加わった。覇(は)気(き)のあるタイプではない淳だが、それにしても元気がない。

　そのおかしな様子が気になったが、ひとまずは後回しだ。

「穂香殿、世界の危機は感じるか？」

　進行役を買って出たらしいタロウが訊(き)くと、穂香はこっくりと頷(うなず)いた。

　穂香は「世界の危機を探知する力」を、神様から授(さず)かった。彼女の手にかかれば、世界の危機がどこで起こるのかがわかるのだ。

「今度の世界の危機は、どうやら新(にい)潟(がた)の海で起きるみたいです」

「新潟？」

　全員、意外そうな声を上げた。

「今回は、近(ちか)場(ば)じゃないのか」

　というのも、過去に起こった世界の危機は、すべて長(なが)野(の)県(けん)内(ない)の、真吾たちが住む町と、清美が住む隣村で起こっているのだ。隣(りん)接(せつ)する県とはいえ、ようやく、身近な場所から離れることになったようだ。

「新潟の、どこの海なんだ？」

　真吾が訊くと、穂香は持(じ)参(さん)してきたらしい地図を広げて、答えた。

「県(あがた)ヶ浜(はま)です」

「県ヶ浜？」

　聞いたことがない地名である。

　穂香が地図を指し示すところを見れば、確かに「県ヶ浜」という表記が見て取れた。位置的にはちょうど、真北になる。

「ここも『県』か……。そんなによくある地名じゃないよね？」

「そうですね」

　真吾たちが住む町は「県(あがた)町(ちよう)」という。さらに大きな範囲で言えば、「県(あがた)郡(ぐん)」という分類になり、清美が住む清内路村も、この県郡に属する。読み方が難(むずか)しく、地名としても珍(めずら)しい「県」が、新潟にも存在するというのは初耳だった。

「選ばれしものが全員、県にいて、世界の危機も県で起こって、やっとそこから離れたと思ったら、今度の危機が起こる場所も『県』が付く地名だった……」

　偶然だろうか。いや、こんな特殊な地名に関連が続くと、さすがに偶然では済ませられないだろう。

「一度、調べてみた方がよさそうだな」

　今回の危機を乗り越えることができたら、そうしてみようということになった。

「では次だ。穂香殿、具体的にどの辺りで世界の危機が起きるのか、わかるか？」

　タロウの問いに、穂香は首を振った。

「海沿いということまではわかるんですが、それ以上はちょっと……」

「そうか……」

「じゃあ、水着を持ってかないとな」

「は？」

　唐突な光夫の提(てい)案(あん)に、真吾と穂香は目を丸くした。

「だって、海沿いなんだろ？　もしかしたら海中で危機が起きるのかもしれないし、岩場の洞(どう)窟(くつ)の中に、この前みたいな魔(ま)神(じん)が封(ふう)印(いん)されてるかもしれないじゃないか。そんなところへ普段着のままで行けないだろ？」

「確かにそのとおりだ」タロウも賛(さん)同(どう)する。

「泳ぎが得意な人間でも、おぼれることがあるという。それは、身につけた衣服が枷(かせ)となって本来の動きを封じてしまうからだ。いざというときにおぼれてしまっては意味がない。水着は確実に、必要となるだろう」

　犬がなんでそんなに詳しいんだ。

　とはいえ、二人の言うことはもっともである。どこか言(い)い訳(わけ)臭(くさ)いところが気になるが、どのような危機が訪(おとず)れるのかわからない以上、準備できるものは準備しておいた方がいいだろう。

　納(なつ)得(とく)したらしい穂香も、「じゃあ、水着を買わないと」と言った。それを聞いた光夫がさりげなくガッツポーズを作ったのを、真吾は見逃さなかった。……やはり水着が必要発言は、穂香の水着姿を拝(おが)む方(ほう)便(べん)だったようだ。もちろん、必要ではあるのだが。

「おい、シンゴ」リーナが真吾の袖を引っ張った。

「『みずぎ』とは、なんだ？」

「知らないのか？　えっと、水に濡(ぬ)れても平気な服のことだよ」

「服を着て水に入るのか？」

「こういう暑い日には気持ちいいぞ」

「なるほど。必要ならばトランクィロ様に相談してみるか……」

　どうやらリーナの世界には水着というものが存在しないらしい。ということは、プールや海で泳ぐ習慣がないということか。あまり暑くならない世界らしいから、必要ないのだろう。

「清美さんは、水着はありますか？」

　真吾たちのやりとりを不思議そうに眺(なが)めていた清美に、穂香が声をかける。

　ずっと神(じん)社(じや)の一(いつ)角(かく)に閉じこめられて生活していた清美は、赤ん坊並みに何も知らないのだ。それで穂香は声をかけたのだろうが、案(あん)の定(じよう)、清美は首を振った。

「それじゃあ、一緒に買いに行きましょう！」

　手を叩(たた)いて嬉(うれ)しそうに提案する。

　清美は「どうしよう」という目で真吾を見てきたので、「行ってきなよ」と言ってやった。

「こういうとき、拙(せつ)者(しや)は気楽だな」

　タロウが呟(つぶや)けば、光夫も「俺(おれ)も授業で使ってる水着で充分だし」と言うので、真吾も家に戻って中学のときの海水パンツを探すことにした。

「松川さんはどうします？」

　それまでずっと無言だった淳に声をかけるが、しかし淳はぼうっと俯(うつむ)いたまま、動かなかった。

　最初から、様子が変だった。ずっと心ここにあらずといった感じで、一〇秒に一回はため息をついている。

「松川さん、どうしたんですか？」

　淳はようやく、自分に話しかけられていると気付いたのか、浮かない顔を上げた。

「何かあったんですか？」

「う、うん……」

　淳はボソリと答えた。

「じ、実は、か、薫(かおる)が、い、いなくなったんだな……」

「薫ちゃんが？」

　薫とは、淳が大切にしている女の子の人形である。その人形が、朝起きたらいなくなっていたというのだ。

「どうせ、部屋のどっかに落ちてるんだろ」

　光夫が冷たくあしらうが、淳はムキになって反(はん)論(ろん)した。

「そ、そんなことないんだな！　へ、部屋中探したけどいなかったんだな！　あ、怪(あや)しいことに、ねね、年中締めっぱなしの窓の鍵(かぎ)が開いていたんだな！　た、たぶん、ぬ、盗まれたか、ひ、一人で出て行っちゃったんだな！」

「出て行ったはないだろ！　それに、あんな人形を誰(だれ)が盗むんだ！　他に盗まれたものはないんだよな？」

「う、うん……」

「だったらなおさらだ！　どう考えてもおかしいだろ！」

「で、でも、昨日一緒に布団に入ったはずの薫が見あたらないのも確かなんだな！」

「一緒に寝てんのかよ！」

　淳にしては珍しく強い口(く)調(ちよう)である。このままでは、薫ちゃんを捜(さが)すから県町に残ると言い出しかねなかった。

「と、とにかく、まずは世界の危機をどうにかしましょう！　それで、県ヶ浜から帰ってきたら、俺たちも薫ちゃんを捜しますから！」

　淳はハッとしたように真吾の顔を覗(のぞ)き込(こ)んだ。

「……あ、県ヶ浜……？」

「聞いてなかったんですか？　今度の世界の危機は、新潟の県ヶ浜っていう場所で起こるみたいなんですよ」

「あ、県ヶ浜……」

　何が淳の琴(きん)線(せん)に触(ふ)れたのかはわからない。

　だが、淳は急に乗り気になって、「わ、わかったんだな」と頷くのだった。
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　県ヶ浜へは電車で二時間半、さらにバスで三〇分もの時間がかかる。

　思いつきで「ちょっと海に行ってくる」と言うには遠い距離である。

　海へ行く準備をすると同時に、自分の家へ戻って海へ行くことを家族へ伝えなくてはならなかった。

　何の予告もなく、当日になっていきなり「海へ行く」などと言い出したら反対されるのではないかと、真吾は心配だった。

　案の定、洗濯物を干している最中だった母親はたいそう驚き、「なんでまた」と当然のことを訊いてきた。しかし、一緒に行くのが穂香たちだとわかると、とたんに目(め)尻(じり)を下げて「ま、頑(がん)張(ば)ってきなさい」と、わけのわからない言葉と共にお小(こ)遣(づか)いまで渡して気持ちよく送り出してくれたのだった。

　どちらかといえば放(ほう)任(にん)主(しゆ)義(ぎ)の母親でさえ最初は驚いたのだ。はたして他のメンバーは海へ行く許しがもらえるのかと心配したが、一人も欠けることなく、全員が集まった。

　小学生の光夫と犬のタロウはどうやって許可をもらったのかはわからないが、平(へい)然(ぜん)とした顔でいるところを見ると、特に問題はなかったらしい。

　こうして、選ばれし者たちは、県ヶ浜へとやってきたのだった。

　時刻は正(しよう)午(ご)過ぎ。これからさらに日差しが強くなり、暑さが最(さい)高(こう)潮(ちよう)に達する時間帯である。

「うわぁ……」

　バスから降りて、真っ先に声を上げたのはリーナだった。

　道路沿いのバス停から、白い砂浜とどこまでも広がる青い大(おお)海(うな)原(ばら)を眺(ちよう)望(ぼう)することができた。

「これが地球の海か……」

　いたく感(かん)激(げき)したのか、リーナは大きく口を開けたまま、立ちすくんだように目の前の海に見入っていた。

「リーナの世界に海はないのか？」

「ある。しかし、こんなにきれいで穏(おだ)やかな海ではないのだ。なるほど、これなら泳ぐのも気持ちが良さそうだ……」

　言葉尻がため息に変わっていく。

　その横では、清美が大きく目を見開いて、呆(あつ)気(け)にとられていた。

「……大きい」

　右側を眺め、

「……広い」

　左側を眺めては、海の広大さに圧(あつ)倒(とう)されている。

　ずっと神社の一角に閉じこめられていた清美は、海を初めて見るだけでなく、海という存在自体も知らないようだった。ポカンとした表情で、しかしその雄(ゆう)大(だい)さに感(かん)銘(めい)を受け、瞳(ひとみ)を興(きよう)味(み)津(しん)々(しん)に輝かせている。

「……でっかい、水たまり？」

「まあ、間違いではないか……」

「……すごい」

　さらにその横で、穂香が腕を上げて大きく伸びをする。

「うぅーん、やっぱり、潮(しお)風(かぜ)は気持ちがいいですねぇ」

　本当に気持ちよさそうに、海からやって来る空気を思いきり吸い込んでいる。

　砂浜に人影はまばらだった。県ヶ浜は海水浴場としては無名で、周辺にこれといった観光スポットもないため、なかなか集(しゆう)客(きやく)に苦労しているらしい。ただ、そのおかげで、人混みに煩(わずら)わされることなく海水浴を楽しめそうなので、意外に穴場なのかもしれない。

「これで目的が違ったら、もっと気持ちよかったんでしょうけど……」

「俺はどのみち、この匂(にお)いのする空気は好きになれないけどな」

「拙者も、さっきから鼻がむずがゆくてたまらん」

　情(じよう)緒(ちよ)もへったくれもないのは、光夫とタロウである。それでも、普段あまり目にすることのない大海原に、視線は釘(くぎ)付(づ)けである。真吾もまた、めったに体感できないスケールの大きさに、目が離せないのだった。

「そ、そんなことよりも、は、早く、せ、世界の危機について調べるんだな！」

　そう言って、半分ほど旅行気分になっていた真吾たちを諫(いさ)めたのは、さきほどまで一番上(うわ)の空(そら)だった淳である。

　薫がいなくなったと騒いでいたのが噓(うそ)のように、県駅への集合は一番乗りで、バスへの乗り換えも率(そつ)先(せん)して動いていた。今もはやる気持ちでいっぱいなのか、やたら落ち着きがない。

「松川さん、どうしたんですか？　そんなに……」

「いいから、早くするんだな！」

　怒られてしまった。

　淳の豹(ひよう)変(へん)はやはり気になるが、確かに、世界の危機をどうにかするほうが先である。

　真吾たちは穂香に先導され、世界の危機が起きるであろう場所へと向かった。







「この辺りですね」

　世界の危機の波動をたどって行き着いた先は、見晴らしのいい高台の上だった。「兄(きよう)妹(だい)岬(みさき)」というその高台は、押し寄せる荒(あら)波(なみ)で削(けず)り抉(えぐ)られた崖(がけ)となっており、県ヶ浜を一望できる眺めながら、足を踏み入れるには少しためらわれるような場所だった。

「『兄妹岬』……ですか。なんだか演(えん)歌(か)に出てきそうな名前ですね」

「そうだよなぁ……。いったい、どういう由(ゆ)来(らい)でこんな名前が付いたんだろ」

　穂香と真吾は、切り出した木(もく)片(へん)で作られた「兄妹岬」という看板に目をやった。名称が書いてあるだけで、真吾が期待した由来はどこにも見あたらなかった。

「き、『兄妹岬』」

　不意に、淳が呟いた。

「む、むかし、な、仲のいい兄妹がいたんだな。あ、兄は妹を可愛(かわい)がって、い、妹はそんな兄になついて離れなかったんだな。と、ところが、あ、ある日、い、妹が、あ、誤(あやま)って崖から落ちて、な、亡くなったんだな。い、妹を亡くした兄は、そ、それからずっと、ま、毎日欠かさず、こ、ここから花を手(た)向(む)けるようになったんだな。い、妹への供(く)養(よう)は、し、死ぬまで続けられて、そ、そんな兄妹愛から、き、『兄妹岬』って名付けられたんだな」

　ほとんど独(ひと)り言(ごと)のように語る淳に、真吾たちは目を見張って驚いた。

「松川さん、どうしてそんな由来を知ってるんですか？」

「そ、それは……」

　厚底メガネの奥の瞳が潤(うる)んだ――のは気のせいだろうか。淳はあっさりと答えた。

「ぼ、僕はむかし、こ、この町に住んでいたんだな」

「え、そうなんですか!?」

「こ、ここは僕の、う、生まれ故(こ)郷(きよう)なんだな」

　そうだったのか。

　ならば、「兄妹岬」の由来を知っていてもおかしくないし、県ヶ浜の名を聞いてから落ち着かなくなったのも納得できる。

　そうなると、どうして県町へ引っ越してきたのかが気になるが、淳の関心は当然ながら、別なところへ移ったようだ。

「こ、ここから、せ、世界の危機の波動を感じるんだか？」

　淳が両手を広げ、岬を眺め回しながら訊くと、穂香は少し詰まってから答えた。

「そう、ですね。ただ、波動はその真下辺りから感じます」

　指さす先は、崖の下である。

　さすがに柵(さく)を越えて崖下を覗き込むようなことはできないが、岸(がん)壁(ぺき)にぶつかる波の音を聞くだけで、荒(あ)れ狂(くる)う波しぶきの様子を思い浮かべることができた。

「しっかし、同じ海とは思えない荒れ具(ぐ)合(あい)だな」

　光夫の感想通り、この岬周辺の海は、激しく渦(うず)巻(ま)いているようだ。岬から海面まで一〇メートルほどあるが、高さ以上に波の力の方で、落ちたら助からないだろうなと真吾は思った。

「まさか、海の中なのか？」

「たぶん……。でも、海中にしては、ちょっと岸壁側に寄りすぎてるような気もするんです」

「海の中に洞窟みたいのがあるんじゃないか？」

　光夫が適当に言うと、淳はいきなり崖に歩み寄ってしゃがみこみ、柵の隙(すき)間(ま)から身を乗り出して崖下を覗き込んだ。

「うわっ、松川さん、なにやってるんですか!?」

「危ないです、やめてください！」

　慌(あわ)てる真吾と穂香をよそに、淳は平然と立ち上がると、なぜか肩を落として帰ってきた。

「と、特に、な、何かがあるようには、み、見えなかったんだな……、って、あ、あれ？　ど、どうしたんだな？」

　キョトンとした表情で、首を傾げる。

「どうしたって……」

「こ、怖くないんですか？」

「な、何がなんだな？」

　真吾たちは顔を見合わせた。

　今日の淳は、やはり変である。普段なら絶対に、みんなの先(せん)陣(じん)を切るようなことはしないし、崖を覗き込むような危なっかしいマネも絶対にしないはずだ。薫ちゃんがいなくなったこと以上に、何かが淳を突き動かしているようだった。

「そ、それより、ど、どうするんだな？　い、いきなり行き詰まっちゃったんだな」

「さすがにこの海へは飛び込めないよな……」

　メンバーの中で一番肝(きも)の据(す)わっているだろう光夫でさえ、崖の側(そば)には近づかないのだ。飛び込むなんてもってのほかである。

「これじゃあ、俺たちの方から世界の危機をどうにかするのはムリだな……」

「でも、それだと世界の危機が起きるのを待つことになりませんか？」

「この際、しかたないんじゃないか？」

　そのときだった。

　かすかにだが、地面が揺れた。

「え……？」

「じ、地震かっ？」

　感じるか感じないかの小さな揺れだったが、場所が場所なだけに、真吾たちは慌ててしゃがみ込み、息を詰めて揺れが収まるのを待った。

「…………終わった、か」

　光夫の声を合(あい)図(ず)に、全員、体の力を抜いてため息をついた。

「こう頻(ひん)繁(ぱん)ではたまらんな。貴様らの世界は、こんなにも地震が多いのか？」

「いや、最近は特に多いんだよ」

「最近か……。なにかとんでもないことが起こる前(ぜん)兆(ちよう)ではないのか？」

　リーナは冗(じよう)談(だん)めかして言うが、もしこの地震と世界の危機に関連があるとすれば、笑い事では済まなくなるだろう。

「もっと大きな揺れが来たら、ここだと危ないですよね。どこか離れた場所から、様子を窺いませんか？」

　穂香の提案には賛成だった。

「だったら、海水浴場の方へ行こうぜ」続けて、光夫が提案する。

「ここなら、海水浴場からでも見えるからな。それに、せっかく海へ来たんだ。少しは泳がないともったいないだろ？」

「うむ、まったくもってそのとおりだ」

　タロウが同意すると、穂香と清美も頷いた。

「呑(のん)気(き)なものだな……。まあ、それもしかたがないか」

　リーナは呆(あき)れたように言うが、まんざらでもないらしい。

　日差しはさらに強くなり、気温もぐんぐん上昇している。

　いよいよ、絶好の海水浴日和(びより)となりそうだった。







　真吾たちは念のため、地震による津(つ)波(なみ)の心配がないことを確認してから水着に着替えた。

　男連中の着替えは早いもので、更(こう)衣(い)室(しつ)から五分もかからずに出てきて、着替える必要すらないタロウが陣取っていた砂浜の一角で女性陣を待った。

「太陽が……、まぶしいぜ」

　目を細めつつ空を見上げながら、光夫はクールに呟いた。しかし、口調とは反対に、体の方は落ち着きなく揺れている。

「……いいか、冷静になれ、自(じ)制(せい)しろ。今はまだそのときではない」

　己(おのれ)を戒(いまし)めるように言い聞かせるのはタロウである。水着姿の女の子が目の前を通るたびに、反射的に立ち上がろうとするのだから、よほど強い自制を働かせているのだろう。

　二人の反応はムリもないと、真吾は思った。

　すっかり慣れてしまっている自分が怖いのだが、真吾たちと一緒にいる女の子三人は、同世代の女の子たちと比較しても、可愛らしさに関しては遜(そん)色(しよく)ないどころか飛び抜けていると言っても過(か)言(ごん)ではないのだ。

　穂香は暖かみのある笑顔と小犬のような無(む)邪(じや)気(き)さを兼(か)ね備(そな)えつつ意外にプロポーションがよく、清美は神社の箱入り娘ということもあって不思議な魅力があり、リーナも黙(だま)ってさえいれば一国の王女にふさわしい風格を備えた美少女である。

　その三人が、もうすぐ水着姿でやってくるのだ。

　光夫とタロウを冷静に観察している真吾だが、真吾自身も楽しみのあまり、あえて冷静になろうと二人を観察しているのかもしれない。悲しきかな男の性(さが)、である。

　そんな中、やはり淳は上の空で、通りすがる露出の多い女の子たちには目もくれず、ずっと兄妹岬を眺めたまま動かなかった。

「お待たせしましたぁ」

　そこへやってきた穂香の声に、真吾たちは光の速さで振り向いた。

「うぉっ……」

　穂香たちの姿を見て、思わず声が漏(も)れる。

　真夏の妖(よう)精(せい)が三人、白い砂浜に舞い降りていた。

「えへ……、ど、どうですか？」

　はにかみながら少し身をよじらせる穂香は、青を基調にしたスカート付きビキニだった。

　ワイヤーホルターブラの胸元には大きなリボンがあしらわれ、白い肌のまぶしい色っぽさと同時に爽(さわ)やかな可愛らしさも兼ね備えている。胸を強調するような作りではないが、それがかえって、水着に隠された部分を刺激的に想像させるのだった。

「いや、うん、可愛いよ、お世辞抜きで」

　素直な感想が、意識せずともスラスラ出てくる。タロウも「眼(がん)福(ぷく)、眼福」と、好(こう)々(こう)爺(や)の顔で頷いた。

「おい、シンゴ」

　リーナがむくれた声を出して、真吾たちの注意を引き付けた。

「わたくしの水着は、どうだ？」

　そう言うリーナの水着は、なぜかスクール水着だった。ごていねいにも胸元に、「２の３　りいな」と書かれた白い布までが貼(は)り付(つ)けられている。

　童(どう)顔(がん)で幼(よう)児(じ)体(たい)型(けい)のリーナに、ピッタリすぎだった。

「ど、どういうセレクションだよ、それは！」

「どうもこうもない。トランクィロ様が『スクール水着こそが絶対の真(しん)理(り)！』と断言してお勧(すす)めくださったのだ。どうだ、素晴らしいだろう！」

　自慢げに胸を張るリーナだが、どこか視線が泳いでいるのは、水着に戸(と)惑(まど)っているからだろうか。

　顔以外の素(す)肌(はだ)を異性に見られただけで、その相手と結婚しなければならない風習のある世界の住人からしてみれば、比較的露出の少ないスクール水着といえども、ずいぶんと冒険したことになる。また、リーナの年齢と外見と体型がスクール水着にジャストフィットするものだから、その冒険は見事に功(こう)を奏(そう)し、真吾たちをよろめかせるのだった。

　この点に関してのみ、異世界の神様の言葉は確かな正義だった。

　ただ、スクール水着が似合うということが褒(ほ)め言葉になるのか微(び)妙(みよう)だったので、「いいんじゃないかな」という中(ちゆう)途(と)半(はん)端(ぱ)な感想にとどまり、リーナは不満顔だった。

「……真吾くん」

　静かに、しかしいきなり二人の間に割ってはいるように、清美が移動してくる。

「おい、コラ！」とリーナは抗議するが、清美はかまわずに「……どう？」と、クルリと一回転して見せた。

　清美の水着は、オーソドックスなセパレートだった。ただ、上が白で下が赤という配色で、水着には珍しく長めのスカートを穿(は)いている。また、ウエスト部分はゴムではなく、紐(ひも)で止めるようになっており、そうした作りがどうにも見慣れているような気がして首を捻(ひね)ったが、どうやらこれは巫女服を元にデザインされたものらしいということに思い至った。

「これ、穂香が選んだんだよね？」

「はい、気が付きましたか？　やっぱり清美さんといえば、巫女服ですよねっ」

　どうやら穂香は、狙(ねら)ってこの水着を選んだらしい。

　買いに行くと意気込んでいた様子からすれば、選(せん)別(べつ)に選別を重ねた上で、これに落ち着いたのだろう。それでこの色合いになる辺り、清美と巫女服はもう、切っても切れない関係なのかもしれない。

「……似合ってる？」

「うん、バッチリ」

　ある意味、バッチリすぎて苦笑したくなるくらいだ。

「真吾」タロウがキラキラした目で真吾を見上げてくる。

「拙者は、『選ばれし者』に選ばれたことを、今ほど神に感謝したいと思ったことはないぞ」

　そんなことばっかり言っているような気がするが、真実なのだからしかたがない。真吾は同意しようとして、ふと、さっきから光夫が黙ったままなのに気がついた。

　見ると光夫は、真吾たちの後ろで鼻を押さえて天を仰(あお)いでいる。真吾はハッとなった。

「まさか、鼻血……？」

「ち、違う！」

　即(そく)否(ひ)定(てい)するが、その体勢を崩(くず)すことはしない。

「べ、別に、穂香姉ちゃんたちの刺激が強いとかそういうんじゃないぞ！　ただ太陽が目に染みただけなんだからな！」

「目に染みて、なんで鼻を押さえてるんだよ」

「うぐ……、な、涙は鼻にクルんだよ！」

　真吾とタロウはニヤニヤと笑ってやった。

「な、なんだよ、その顔は！　ええい、いいから早く行くぞ！」

　肩を怒らせて、鼻を押さえたまま、ズンズンと海に向かう。

「じゃあ、俺たちも行こうか」

「でも、松川さんが……」

　穂香はこれだけの騒ぎにまったくノってこない淳を心配したが、その淳は弱々しく笑って「ぼ、僕はいいんだな」と首を振った。

「こ、ここで留守番をしてるから、み、みんなは、お、泳いでくるといいんだな」

「でも……」

「穂香、やめとこう」

　もしかしたら、淳は一人になりたいのかもしれない。

　そう告げると、納得はしなかったが反論もできない様子で、穂香は困った表情になった。

「真吾、穂香姉ちゃん！　なにやってんだ！　早くしろよ！」

　波打ち際で、光夫が叫(さけ)ぶ。

「行こう、穂香」

「は、はい……」

　真吾に促(うなが)され、穂香もようやく足を動かした。

　そんな気遣いをよそに、淳は一人、じっと兄妹岬を見続けているのだった。




４




　世界の危機が頭の片(かた)隅(すみ)にあるので、真吾は心の底から海水浴を楽しめたとはいえないが、それでも、海水浴初心者の二人のおかげで、微笑(ほほえ)ましいものを感じるくらいには満喫していた。

　リーナと清美は、波が足下を濡らすたびに、飛(と)び退(の)くようにして驚いていたが、やがて慣れだしたリーナがどんどん深みへ向かっていくのを見て、対抗意識でも燃やしたのか、清美も唇(くちびる)を引(ひ)き締(し)めてリーナの後を追っていった。

　海自体に慣れると、リーナはとにかくはしゃぎながら泳ぎまくり、清美はどこかから借りてきた浮き輪に乗ってひたすらぷかぷか浮いていた。ただ浮いているだけなのだが、口元が緩(ゆる)んでいたので、楽しかったのだろう。

　穂香はそんな二人のめんどうを見ながら、これまたどこからか借りてきたゴムボートに乗って寝そべり、男三人は誰が一番早く近くのブイまでたどり着けるか競争を始め、結局力尽きて誰もゴールできないまま穂香のボートに助けられることとなった。

　一時間ほど遊んだだけだが、いきなり競争なんかを始めたのがいけなかったようだ。

　真吾はすっかり疲れ果ててしまい、いったん海から上がることにした。

　荷物置き場では、相変わらず心ここにあらずといった面(おも)持(も)ちで、淳が兄妹岬を眺めている。その姿に、どこか邪(じや)魔(ま)をしてはいけないような雰(ふん)囲(い)気(き)を感じた真吾は、少し離れたところに腰を下ろした。

　リーナは疲れを知らないのか、いまだに泳ぎ回っており、清美も飽きもせずに浮き輪で波間を漂(ただよ)っている。

　光夫とタロウは女子大生らしい集団に囲まれて、うまく取り入ったのか「カワイイー」などと黄色い歓(かん)声(せい)でもてはやされ、鼻の下を伸ばしていた。

　さて、穂香はどこに行ったのかと思ったら、ゴムボートを引きずりながら、ちょうど海から上がってこちらへ来るところだった。

「もう泳がないんですか？」

「いやあ、運動不足が祟(たた)ったよ。もう疲れて動けない。穂香は、まだ元気そうだね」

「そうでもないですよ」

　と言いつつも、まだまだ余(よ)裕(ゆう)がありそうだった。この辺、文化系とはいえ、部活で体力作りに励んでいる成果が出ているのかもしれない。

　改めてみると、穂香の体はスッキリと引き締まっていることがわかる。普段はどちらかといえば、抱きしめたくなるような、柔(やわ)らかそうな印象が強いのだが、こうしてみるとムダな肉がまるでなく、意外なほどに細いのだ。

　それでいて、胸にはボリュームがある。お尻から太ももにかけてのラインも綺(き)麗(れい)だし、触れてみたいという欲求をいつもより感じさせるのは、やはり肌の露出が多いせいだろう。

「どうしました？」

　真吾は慌てて視線を逸(そ)らした。穂香を見つめていたことが気(き)恥(は)ずかしいというのもあるが、それ以上に見続けていたらなんだかまずいことになりそうだったので、まったく関係のない話題を持ちだした。

「穂香は部活で、けっこう鍛(きた)えてるの？」

　まったく関係のない話題だったはずなのに、方向性がまずかったようだ。穂香は真吾が何を考えていたか理解でもしたように、頰(ほお)を赤らめた。

「そ、そうですね……。発声練習の前に、五キロのロードワークと腹(ふつ)筋(きん)、背(はい)筋(きん)、腕(うで)立(た)て五〇回ずつは基本です」

　それはけっこうな量である。男の真吾でさえ、やれと言われても簡単にできる量ではない。どうやら見事なプロポーションを維(い)持(じ)する秘(ひ)訣(けつ)は、この辺にあるようだ。

　穂香は照れたように微笑んで、真吾の隣に腰を下ろした。予想以上に近い位置に座られて、真吾は思わず身じろぎした。

「そ、そういえば、部活はどうなの？　夏合宿とかあるんじゃない？」

　穂香は首を振ってみせた。

「コンクールに出るようなところはしているみたいですけど、私のいる演劇部は人数も少なくてコンクールにも出ないですからね。特にそういうことはしないんです。だから人も集まらないし、うまくもならないんですけど……」

　それでも、穂香は穂香なりに努力はしているのだろう。そうでなければ、ハードなトレーニングをする意味がない。

「発表会みたいのはあるの？」

「秋に、文化祭があるんで、それが唯(ゆい)一(いつ)の発表の場ですね。人数が少ないんで、来年は活動できないかもしれなくって……。だから、今年が最後だと思って、悔いの残らないようにやりたいんですけど……」

　部活に集中したいが、世界の危機も放っておけない。そんな葛(かつ)藤(とう)があるのだろう。

　選ばれし者たちの集まりに、穂香は何度か遅れてきている。どうにか両立させようと、頑張っているのだ。

　そんな穂香を応援してやりたいと思ったが、水着姿の女の子が、ともすれば肩が触れあうほどの距離にいることに意識を奪(うば)われ、それどころではなくなっていた。

　できるだけ遠くを見つめて意識しないようにするが、視線はたびたび引き付けられるように隣の穂香へ向いてしまう。

「……頑張って、るんだな」

　言いながら、怪しくない程度に穂香の姿を盗み見る。

　そこで、真吾はギョッとする光景を目にした。

　いきなり、穂香の脇の下から、二本の腕が、ニョキッと突き出てきたのだ。

　その腕は何を思ったか、無(む)造(ぞう)作(さ)に、いっそ当然のように、穂香の胸を――たわわなふくらみを――、わしづかみに、した。

「ひゃうっ!?」

　真吾はびっくりしたが、穂香の方はもっとびっくりしただろう。その腕は、胸をわしづかみにするだけでは飽きたらず、なんと、揉(も)み、まさぐり、あまつさえ水着の隙間に指を突っ込むという羨(うらや)まし――ではなく、とてつもない暴(ぼう)挙(きよ)に出たのだ。

「ちょっ、や、やめてください！」

　身を捻り、転がるようにして、穂香は文字通りの魔の手から逃れる。

　そこで真吾は、ようやく手の持ち主の姿を見ることができた。

　そこにいたのは、長身の美少女だった。

　理(り)知(ち)的(てき)な目元にメガネが組み合わさり、えもいわれぬクールさと色(いろ)気(け)が同(どう)居(きよ)している顔立ち。何より目を引くのは、モデルのような体型の中で一(ひと)際(きわ)存在を主張する、胸の大きさだ。

　これをどう表現すればいいのかわからないが、あえて言うならば、ベリーナイスなスペシャルメロン、だろうか。何がなんだかさっぱりわからない表現だが、冷静に表現するのを阻(はば)むほどの迫力と、圧倒的なボリュームがいやでも目に入る。しかも、水着を着ているものだから、その輪郭や大きさが際だってしかたがない。

　そんなクール系巨乳美女が、穂香の胸を揉んでいた手のひらを眺めながら、呟いた。

「うふん、さすがね」

　いきなりクールな表情が崩れ、エロオヤジのような相(そう)好(ごう)でにやける。

「指の隙間からこぼれ落ちるような柔らかさ、押せば跳(は)ね返(かえ)されるような弾(だん)力(りよく)性(せい)。やっぱり穂香の胸は最高だわん。そんな高級品を、誰にも味わわせてあげないなんて、宝の持(も)ち腐(ぐさ)れじゃない？」

　妙に壊(こわ)れた口調で、指をわきゃわきゃと動かしながら、穂香に詰め寄る。穂香は「ひぃっ」と悲鳴を上げながら、後ずさった。

「せ、せせ、先(せん)輩(ぱい)、や、やめてください！」

「やめない。もう、そんなに怖がらなくてもいいわよ。痛くしないから、優しくしてあげるから」

「だ、ダメです！　ひ、人が見てます！」

「あら？　じゃあ、誰も見てないところならいいのね？」

「ち、ちがっ……。しし、真吾くん！　助けてください！」

　なんとなく、助けたくないような気もするが、そういうわけにはいかないだろう。しかし、どうやって助ければいいのか。

　ところが、そんな心配をよそに、謎(なぞ)のクール系巨乳痴(ち)女(じよ)は、獲(え)物(もの)を前にして視線を真吾に向けてきた。

「……真吾？」

「え？」

　なにやらなめ回すように真吾の全身を眺め、食い入るように顔を覗き込んでくる。

「ふうん、キミが宮田真吾くんか。ふーん、へえー、ほぉーん。想像してたのとちょっと違うけど、ま、合格かな？」

　なにが。

「俺のこと、知ってるんですか？」

「知ってるも何も」

　メガネをついっと上げ、答える。

「穂香からよく話を聞いてるからね。いや、しかし、そっかそっか、穂香はこういう男が――」

「せせ、先輩！」

　飛びつくようにして、痴女の言葉を遮(さえぎ)る。

「なによ、何で邪魔するの。あ、そうか、恥ずかしいんだ。んもう、ウブなんだら穂香はっ。照れちゃって可愛いー」

　つるりと穂香の頰を撫(な)でたかと思ったら、恐ろしく自然な流れでその手が胸の谷間へと滑(すべ)り落ちていく。

「ちょ、せんぱ――、やんっ……」

　それ以上の侵(しん)入(にゆう)を拒むように抵抗するが、そうなると隙アリとばかりに無(む)防(ぼう)備(び)な首筋に舌が這(は)う。そのたびに穂香が可愛らしく声を上げるのだから、真吾は変な気分になりそうだった。

　羨ましく思ったら、たぶん負けなのだろう。

　でも――。

　負けでもいいから混ぜてほしいと、全力で思った。

　ひとしきり胸を揉んでさんざん喘がせて満足したのか、謎の痴女は全身が火(ほ)照(て)ったように赤くなった穂香を解放すると、真吾に目を向け、ニタリと笑った。

「あ、あの……」危険を感じた真吾は、機(き)先(せん)を制(せい)することにした。

「あなたは、その、穂香の先輩って……」

「あ、そっか、会うのは初めてだよね。初めまして。美(み)須(す)々(ず)ヶ丘(おか)女子校三年にして演劇部部長の武(たけ)石(いし)理(り)沙(さ)です。よろしくね、真吾くんっ」
















「演劇部、部長……？」

　記憶をたどると、何度か「部長」という単語を穂香の口から聞いた気がする。

「ああ！　あんたか！　穂香にコスプレさせて公(こう)衆(しゆう)の面(めん)前(ぜん)を歩かせてたのは！」

「なによ、いいじゃない。それこそ減るもんじゃないし。それに……」

　理沙は穂香から離れると、意味ありげに目を細めて笑った。

「なんだかんだ言って、あんたも嬉しかったんでしょ？　露出は少ないけど、けっこういい体してるからねぇ、穂香は。どう？　グッと来たでしょ？　男としてあんなことやられた日には、燃えないわけにはいかないっしょ？」

「ま、まあ、そこは否定できないけど、だからって、燃えたところでどうしようもないだろ」

　そこで理沙の目が丸くなった。信じられないというように口を開ける。

「あんた、まさか……」

　真吾の側に寄ると、理沙は真吾の頭を腕で抱え込み、その耳元でささやいた。

「穂香があんなかっこうしてるのに、なにも手を出さなかったの？」

「ぶっ！　だ、出せるわけないだろ！　だいたい、手なんか出したら、犯罪だし」

「なんで？」

「なんでって……」

「え？　あれ？　もしかしてあんたたち、まだ付きあってない？」

「付きあってない！　それに、『まだ』ってどういうことだよ！」

　これには答えず、理沙は首を振った。

「そんな……、私はてっきり、もう……」

「先輩！」

　すごい剣(けん)幕(まく)で、顔を赤くした穂香が割り込んでくる。

「変なこと真吾くんに吹き込まないでください！　真吾くんも、この先輩の言うことは気にしなくていいですから！」

「え、いや、でも、凄(すご)く気になるんだけど……」

「気にしないでください！」

「……はい」

　このやりとりに、理沙はやれやれと言って肩をすくめてみせた。

「なぁんだ、つまんないの」

「私は凄く大変な目にあっています！」

　なんでもいいから、そろそろ頭を解放してほしい。その……、ちょうど頰の辺りに当たるのだ、とてつもない弾力を持った、ふくらみが。

「それに、どうして先輩がこんなところにいるんですか!?」

「ああ、私の親(しん)戚(せき)がこの近くでペンションを経営してるのよ。せっかくの夏休みだから、海水浴がてら滞(たい)在(ざい)してるの。あれ？　言ってなかったっけ？」

「き、聞いてません」

「ごめんねぇ」と謝るが、まったく悪びれた様子がない。なんだかよくわからないやりとりだが、真吾はまず、この状況から脱出することを優先した。

「えっと、その……、そろそろ、放してもらえませんかね？」

「なによ、お姉さんの腕の中は不満なわけ？」

　腕の中が不満というより、胸の方で満足してしまいそうで怖いのだ。

「先輩！」

「はいはい、わかったわかった。んじゃ、今日はこの辺にしといてあげるわ」

　ようやく解放された真吾を、穂香は背中でかばった。

「あたしゃ危険人物かい」

「そろそろ自覚してください」

　穂香にしてはすごい物言いである。普段からいろんな被害を受けているのだろう。

　二人の間に一方的な緊(きん)張(ちよう)感(かん)を孕(はら)んだ視線が交(こう)錯(さく)するが、そこへカメラのシャッターが降りる音がした。

　なんだなんだと三人で音のしたほうを向くと、そこには真吾の知った顔があった。

「だ、大(だい)輝(き)!?」

「よお、真吾」

　と、むかつくくらいさわやかな笑顔で手を上げたのは、親友の楢(なら)川(かわ)大輝だった。

　穂香はビックリした表情で真吾の顔を見た。

「真吾くんの、お知り合いですか？」

「そ、そう、クラスメイト」

「楢川大輝です、よろしく」

「あ、住吉穂香です。真吾くんには、大変お世話になって……」

「よぉーっく知ってますよ、ええ、よぉーっくね」

　意(い)味(み)深(しん)に笑ってみせる。

　変なことは言わないでくれよと、真吾は冷や汗を流しながら目で訴(うつた)えた。

「ふぅーん」理沙は、値踏みするような目で大輝を観察している。

「なかなかいい男じゃない」

「どうも」

「けど、無断で写真撮影はいただけないなぁ」

　大輝は首から提(さ)げたカメラを持って、肩をすくめてみせた。

　大輝の趣味はカメラである。その腕前は特技と言ってもいいだろう。ただ、彼が求めるのは、いわゆるエロい方面に関するもので、特にパンチラ写真には定評がある。

「では、今度からは許可を取ってから撮影させてもらうよ」

「そうしてちょうだい」

　なぜか二人の間に契(けい)約(やく)のようなものが交わされたところで、真吾は大輝に尋(たず)ねた。

「おまえ、どうしてここにいるんだ？」

「簡単なことさ」大輝は真吾には絶対にできない、クールな笑みを浮かべた。

「夏といえば海。海といえば水着。水着と言えば無限のファンタジー」

　言っていることはわけがわからないが。

「若く瑞(みず)々(みず)しい少女たちの無(む)垢(く)な肢(し)体(たい)をフィルムに収めるのは、神が与えた俺の使命なのだ」

「あら、私と気が合いそうね」

「そりゃどうも」

　理沙と大輝の間に、奇妙な友情が芽(め)生(ば)えそうだった。なんなんだ、この展開は。

　困(こん)惑(わく)しているところへ、さらにもう一人、真吾の知った顔が姿を現した。

「あら？　宮田くんに、楢川くん？」

「げっ！　ゆ、柚(ゆず)子(こ)先生!?」

　真吾の担任の、梓(あずさ)川(がわ)柚子だった。

「げっ、とはなんですか、げっ、とは」

「い、いえ、まさかこんなところで先生に会うとは思わなかったんで……」

「私は、県ヶ丘の生徒がハメを外しすぎないように見回っているんです。仕事の一環です」

　ご苦労様です、と言いたいところだが、柚子自身がやけに気合いの入ったビキニを着込んでいる時点で、説得力は薄かった。

「できれば、こんなところで指導とかはしたくないんですが……」

　まずいな、と真吾は思った。

　今の真吾たちは、どう見てもグループ交際の真っ最中である。やましいことはなにもしていないが、捉(とら)え方によっては、柚子の言う指導が入る可能性もある。

　間の悪いことに、見慣れない顔が真吾たちと絡(から)んでいるのを見つけたのだろう、リーナや光夫たちが、不思議そうな顔をしながらやってきた。

　リーナと清美はともかく、小学生の光夫と犬のタロウを見て、柚子は怪(け)訝(げん)な顔になった。当然だ。あまりにもとりとめのなさすぎる組み合わせなのだから。

「えっと、この子は……」

「し、親戚の子ですよ、柚子先生。な、なあ？」

　目(め)配(くば)せで光夫に状況を伝えようとする。どうにか察してくれたのか、光夫は「そ、そうなんだ……ですよ」と、うまく立ち回ってくれた。どのみち奇妙な組み合わせではあるのだが、他に説明のしようがないのだからしかたがない。

　さて、どうしたものかと仲間たちを見回した真吾は、穂香が奇妙な表情をしていることに気が付いた。

　ぎょっとしたように目を見開いて、柚子を見つめているのだ。

「穂香、どうしたの」

「え……、ふぇっ？」

　声をかけられたことにびっくりしたのか、穂香はしゃくり上げるように肩を跳ね上げた。

「なんか、驚いてるみたいだったけど」

「い、いえ、あの、えっと……」

　しどろもどろになりながら、穂香は言った。

「そ、その、梓川先生、でしたっけ？　あの先生とは、ど、どういう関係ですか？」

「どういう？」

「な、名前で呼んでるみたいでしたけど……」

「名前って……、い、いや！　違うよ！　関係なんてない！　変な関係とか全然ない！　みんな名前で呼んでるんだよ！　だから、お、俺だけが特別なわけじゃなくて！」

「え？　い、いえ、そういう関係じゃなくて……、あの、その……」

「ち、違うの？　あれ？　え？」

　会話がかみ合わない。

「じゃ、どういう関係のことを……」

「や、やっぱりいいです、はい、す、すいません」

「あ、そ、そう？」

　なんだったんだ、いまのやりとりは。

「こらそこっ、公衆の面前でラブコメしない！」

　理沙に注意されるが、そんなものをした記憶はない。

「あら？」

　柚子は理沙を見て、考え込むように頰に手をあてた。

「あれ？」

　理沙もそんな柚子に気づいて、穂香をからかうのをやめる。

「どうしたんですか？」

　真吾が尋ねると、柚子は奥歯に物が挟(はさ)まったような顔をして、首を捻った。

「いえ、ちょっと……、あ、なんでもないです、はい」

　理沙の方も、いつの間にかけろっとした顔で穂香いじめを再開していた。いったい、なんだったのだろうか。

　気を取り直すように、柚子は一つ、咳(せき)払(ばら)いをして腰に手をあてた。

「保護者の方は、いらっしゃるんですか？」

　保護者と聞いて、思わず、少し離れたところにいる淳に目をやってしまった。年齢的には保護者と言えなくもないが、やはり、ムリがあったのだろう。

　柚子は宣言した。

「では、私が保護者になります。みなさん、ハメを外しすぎないようにしてくださいね」

　どうやら本当に、健(けん)全(ぜん)なグループ交際が始まってしまうようだった。
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　意外なことに、穂香と柚子は意(い)気(き)投(とう)合(ごう)したのか、膝(ひざ)をつき合わせて会話に花を咲かせていた。

　もともと、柚子は学生たちに人気があり、「愛の伝(でん)道(どう)師(し)」と呼ばれるほど恋愛ごとについて親(しん)身(み)になってくれる教師なのだ。その辺が、初対面の穂香であっても、うまくとけ込める要因になっているのかもしれない。

　たまに、穂香が困ったような視線を向けてくるが、助けを求めているようでもないし、話は盛り上がっているので、真吾は二人をそのままにしておくことにした。

　なにしろ、真吾としては冷や汗ものの光景なのだ。柚子は真吾と穂香の関係をやや誤(ご)解(かい)しており、しかもリーナと真吾が婚約者同士であることを知っているのだ。変に絡んで説(せつ)教(きよう)されてはたまらない。

　もう一組、すっかり意気投合したのは大輝と理沙の二人だった。

　絶(ぜつ)世(せい)とまではいかないが、レベルの高い、しかも、それぞれに違った魅力のある女性が五人もいるのだ。大輝はここぞとばかりに（念のため許可を取った上で）写真を撮りまくり、理沙も女の子たちの魅力を最大限に発(はつ)揮(き)する仕(し)草(ぐさ)や光景をめざとく発見しては大輝に伝えている。

　どうやら、女の子の美的感覚やエロい方面に関して、意見が合うらしい。二人は「そこ！」バシャ！「今よ！」バシャ！「見える！」バシャ！「なんとぉー！」バシャ！　と、まるでグラビアの撮影会のように、様々な角度から女の子たちの姿をフィルムに収めていった。

　リーナと清美は、砂遊びで盛り上がっていた。こちらも意外なことに、光夫が率先して砂をいじり、海水をうまく組み合わせて大きな山を作り、その中腹に穴を開けてトンネルを開通させたりと大活躍だった。

　リーナは砂遊びをしたことがないのか、開通されたトンネルに手を突っ込んで「おおおおー！」と目を輝かせ、清美に至っては、水と砂を混ぜたドロをひたすらかき混ぜることに夢中になっていた。

　タロウは穴掘りの要(よう)領(りよう)で海から水路を引き、海水をトンネルに流し込む。リーナは再び歓声を上げ、清美はご褒(ほう)美(び)にドロ団子をタロウに進(しん)呈(てい)して、そのままオママゴトに突入した。

　これだけを見ていれば、微笑ましい海水浴の光景である。あまりののどかさに、本来の目的を忘れそうになってしまう。

　時刻は気付けば四時を過ぎていた。潮風がやや涼しく感じるようになってきている。もう少しすれば、水着で砂浜にいるのは厳しくなるかもしれない。

「そろそろ、帰る支(し)度(たく)をしましょうか」

　柚子の一言で、我に返った選ばれし者たちは、困った表情になった。

　世界の危機はまだやってきていない。しかも、何が起こるのかすらまだつかめていないのだ。

　今すぐに何かが起こるという気(け)配(はい)はないが、かといって、このまま帰ってしまうのもはばかられる。また明日出直すにしても、ここまでの交通費はバカにならない。

　さてどうしようかと顔を見合わせているところで、理沙が助け船を出してくれた。

「もしよかったら、親戚のペンションに泊まってかない？　なんかこのまま帰るのも、もったいないしさ」

　急なお客のため、食事は出せないが、宿泊費はタダにしてくれるという。

　渡りに船とばかりに、真吾たちはその話に食いついた。

　一人、帰る気満々だった柚子は置いてきぼりをくらったように佇(たたず)んでいたが、やがて、「だ、だったら、私もおじゃまさせてもらおうかしら。外泊するなら、やっぱり保護者は必要ですからね」と、明らかな言い訳をして、残(ざん)留(りゆう)を表明した。

「松川さん、そういうわけですから、そろそろ行きますよ」

　声をかけると、淳は「え？」という顔で真吾を見上げた。

「理沙さんが親戚のペンションに泊(と)めてくれるそうです」

「そ、そうなんだか……」

「世界の危機を放っておくわけにもいかないですし、お言葉に甘えましょう」

「う、うん……」

　頷き、立ち上がる。と――。

　魂(たましい)が抜けたようだった淳の顔に、驚きの色が広がった。そして、なにかに引き付けられるように、フラフラと歩き出す。

「松川さん？」

　呼び止めるが、聞こえていないかのように、淳はゆっくりと、だが次(し)第(だい)に歩(ほ)調(ちよう)を早め、ついには砂に足を取られながらも駆けだした。

「あいつ、どこへ行こうとしてるんだ？」

「さあ……」

　ただ、様子が尋(じん)常(じよう)ではなかった。真吾たちは慌てて淳の後を追った。

　淳は、波打ち際でポツンと立っていた小学生くらいの女の子に駆け寄り、何を思ったかいきなりその肩を摑(つか)んで、膝をついた。

「か、薫！　や、やっぱり、か、薫なんだな！」

「はぁ!?」

　真吾たちは素(す)っ頓(とん)狂(きよう)な声を上げた。

　確かに、長い髪や可愛らしい容(よう)貌(ぼう)は、薫ちゃん人形に似ていなくもないが、サイズが全然違うし、自(じ)立(りつ)稼(か)働(どう)しているし――などという点を挙げるまでもなく、淳が捜している薫ちゃんでないことは明白だった。

　その女の子は、どう見ても人間だった。

「か、薫！　い、今までどこに行ってたんだな！　し、心配したんだな！」

　今にも泣いて抱きつきそうな淳に、女の子は驚いて声も出ないのか、ポカンとした表情で淳の顔を眺めていた。

「っておい！　バカ！　なにやってんだ！」

　光夫が女の子から淳を引きはがそうとする。

「変態が変態行為をしたらただの変態的犯罪者だぞ！　それに現実と妄(もう)想(そう)をちゃんとわきまえろ！　こいつはどう見ても人間だろうが！」

　耳元で怒(ど)鳴(な)られ、淳はハッとして手を放し、信じられないものを見る目で自分の両手と女の子とを眺めた。

「そ、そうなんだな。お、おかしいんだな。ど、どうして……」

「ああ、おまえはおかしい。だから今日のところは、おとなしくしてろ！」

　薫がいなくなったのがよほどショックだったのだろう。

　幻(げん)覚(かく)だか妄想だかわからないが、人間の女の子を人形と間違える時点で重(じゆう)症(しよう)だ。

「ごめんね、このお兄ちゃん、ちょっと心の病気なんだ」

　真吾は背中に淳を隠して、愛想笑いを浮かべて頭を下げた。

　病気だから見逃してください、変に騒がないでくださいと、やんわり説(せつ)得(とく)するつもりだったが、その必要はなかった。

　女の子は真吾越しにじっと淳の顔を見つめていたが、やがて、おそるおそるといった感じで、口を開いた。

「……お兄、ちゃん？」

「え？」

「淳、お兄ちゃん？」

　鈴(すず)が鳴るような声に、淳は目を丸くし、真吾たちは絶(ぜつ)句(く)する。

「か、薫？」

　震(ふる)える声で尋ねると、女の子は、ハッキリと、うなずいた。

「うん。そっか、やっぱり、お兄ちゃんなんだ」

「え？　え？　え？」

　いったい、何が、どうしたというのだ。

「久しぶりだね、お兄ちゃん」

　混乱する真吾たちをよそに、女の子は可愛らしく、はにかんだ笑顔をみせた。

「ま、松川さん!?」

　どういうことかと淳の顔を見るが、その淳は、体を震わせ、頰を引きつらせ、口を盛んに開閉している。単純に驚いているというには、反応がおかしい。

「ま、松川さん？」

　心配になった真吾が声をかけるが、それを遮るように、淳は上ずった声で、言った。

「そ、そんな……、そ、そんなはずは、ないんだな……」

「は？」

「だ、だって、だって……」

　淳の様子に、ちょこんと首を傾げる女の子。

　淳を「お兄ちゃん」と呼ぶ少女。

　淳が、「薫だ」と呼ぶ存在。

　彼女との出会いが、今回の事件の、始まりだった。




「か、薫は、ご、五年前に、し、死んでるんだな……」
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　松(まつ)川(かわ)家はもともと、県(あがた)ヶ浜(はま)に住んでいた。淳(じゆん)と薫(かおる)は、近所でも仲良し兄(きよう)妹(だい)として評判の二人だった。

　小学生の頃は、いつも一緒に登下校していたし、遊びに出かけるのも一緒だった。

　淳は友達付きあいが苦(にが)手(て)だったため、友人と呼べる存在はほとんどいなかった。けれど、妹のめんどうを見る姿は、両親にも、教師にも微笑(ほほえ)ましく、また頼もしく映っていたため、さほど心配はしていなかった。

　そんな二人が休日になるとよく散歩をしていたのが、兄(きよう)妹(だい)岬(みさき)だった。

　名前の由(ゆ)来(らい)が不(ふ)吉(きつ)であることから、地元の人間はあまり近寄らなかったし、観光客もほとんど知らないため、ここは二人にとって秘密の穴場だった。

　その日もいつも通り、二人は兄妹岬へとやってきていた。

　風が強く、前日に降った雨のせいで、地面がぬかるんでいたり、滑(すべ)りやすくなっていた。そして、もうすぐ中学生になるのだという浮かれが薫にはあったのだろう。とにかく、様々な要(よう)因(いん)が絡(から)み合(あ)い、誰(だれ)のせいというわけでもなく、その事故は起こってしまった。

　薫が、崖(がけ)から転落してしまったのだ。

　当然、淳はその現場に居合わせていた。

　淳は駆(か)けつけ、手を伸ばした。けれど、届かなかった。何が起こったのかわからないというように、瞳(ひとみ)を大きく見開いたまま落ちてゆく薫を、淳はその目でしっかりと捉(とら)えていた。

　薫の体は一度、岩場に叩(たた)きつけられ、そして、海の中に消えていった。それだけだった。

　翌日、薫の遺(い)体(たい)が浜辺に打ち上げられた。その手にはしっかりと、薫が大事にしていた人形が抱きしめられていた――。







　話を聞き終えて、真吾たちは息を呑(の)んだ。

「……じゃあ、あの薫ちゃん人形は……」

　薫の形(かた)見(み)だったのだ。

　亡(な)くした妹の身代わりとして可愛(かわい)がり、話しかけ、大事にしていたのだ。

　そして、今。

　薫ちゃん人形が姿を消し、それと入れ替わるようにして、淳を「お兄ちゃん」と呼ぶ女の子が現れた。

「か、薫は死んでるんだな」

　改めて、淳は言う。だが薫は、否(ひ)定(てい)もせず、あっさりと頷(うなず)いた。

「そうだね、あのとき私、死んじゃったんだよね」

「じ、じゃあ、き、キミは、だ、誰なんだな？　か、薫のはずがないんだな」

「私は薫だよ？」

「し、死んだ人は、い、生き返らないんだな」

「うん。でもね、私は生き返った。生き返らせてもらったの」

「だ、誰に？」

　なぜか少しだけ答えに戸(と)惑(まど)ってから、薫は答えた。

「神様、かな？」

「神様ぁ？」

　全員がそんなバカなと言おうとして、その言葉を飲みこんだ。

　神様なんているわけがない。

　そんなことを、真(しん)吾(ご)たちが言えるはずがなかった。

　なにしろ自分たちも、神様と名乗る女性から世界の危機を伝えられ、超能力に等しい特(とく)殊(しゆ)能力を与えられているのだから。

　だから、薫の言葉を噓(うそ)だと断言できる根(こん)拠(きよ)はない。しかし、死者を生き返らせるとなると、話は別になってくる。

　あの神様が、何の理由もなく、こんな自然の摂(せつ)理(り)に反する無(む)茶(ちや)な行為をするとは思えない。もちろん、「おもしろそうだから」という理由で人間の一人や二人生き返らせてしまう可能性もなきにしもあらずだが、世界の危機が迫(せま)っているこの状況で、しかも世界を救うべき選ばれし者の身内を生き返らせるのは、混乱を招く行為以外の何物でもないだろう。　

　実際、真吾たちは混乱している。実の兄である淳はなおさらだろう。

　とにかく、確認しなければならないことが山ほどある。

　まずは、彼女が本当に、淳の妹の薫であるのかという立(りつ)証(しよう)だ。まったくの別人が、記憶や情報を与えられて何かを企(たくら)んでいるという可能性も否定できない。いや、むしろ、このタイミングで出てくるのだから、そういう目的があると考えたほうが自然である。

　真吾たちに、彼女が薫であることを立証する手段はない。ここは淳に任(まか)せるしかなかった。

「ほ、本当に、か、薫なんだか？」

「本当だよ？　証(しよう)拠(こ)もあるよ。ほら」

　言って取り出したのは、一枚の写真だった。真吾たちも覗(のぞ)き込(こ)むと、そこには小学校だろうか。校門の前で薫と、線の細い、だが綺(き)麗(れい)な顔立ちの中学生くらいの男の子が、仲良さそうに腕を組んで立っていた。

「覚えてる？　小学校の卒業式で撮った写真だよ？」

「う、うん。か、薫と最後に撮った写真なんだな」

「この写真、ずっとお人形さんの中に入れて、大事にしまってたよね」

　そんな大切なものが入っていたのか。

　真吾は気になったので、訊(き)いてみた。

「この、一緒に写ってるのは誰？」

「お兄ちゃん」

「はいっ!?」

　真吾たちは改めて写真を覗き込んだ。

　写真の中の男の子は、スラリとした体型である。髪はやや長く、絹(きぬ)のように艶(つや)やかで、なめらかだ。メガネは四角いタイプで、冷静さと頭の良さを感じさせる。目元は優しく、ちょっと微笑んだ姿などは、女の子がよろめいても不思議ではない色(いろ)気(け)さえ感じる。

　最後に撮った写真ということは、五年前である。現在の淳と写真の中の淳を見比べるが、どう見ても同一人物とは思えない。

「ぜ、全然違うじゃねぇか！」

「か、薫が死んでから、ず、ずいぶん荒れた生活をしてたんだな。ひ、引っ越しもしたし……」

「なに言ってるの。お兄ちゃんの生活は、最初から荒れてたじゃない」

「そ、そんなことはないんだな」

「毎朝、寝起きが悪くて妹に起こされてたのは誰だっけ？」

「う……」

「放っておくと平気で学校をさぼるから、妹に連れられて登校してたのは誰だっけ？」

「うう……」

「お昼代は渡されてたのに、お昼を抜いてお小(こ)遣(づか)いにしちゃうから、妹にお弁当を作ってもらってたのは誰だっけ？」

「ううぅ……」

「お休みのときは部屋から出てこないから、妹に遊びに連れて行ってもらってたのはどこの誰だっけ？」

「…………」

　反(はん)論(ろん)の余(よ)地(ち)がないらしい。

　たまらずに、真吾たちは突っ込んだ。

「どっちが年上かわかんねぇー！」

　どうやら薫は、しっかり者の妹だったようだ。そして淳は、姿(すがた)形(かたち)以外は五年前とあまり変わらないらしい。ご近所さんの評(ひよう)判(ばん)は間違いではないが、妹が兄のめんどうを見ているというところまでは見抜けなかったようだ。

　トドメとばかりに、薫はさらに切り出した。

「昔、お兄ちゃんと一度だけケンカしたことあったよね」

「う、うん」

「そのときの、仲直りした場所、覚えてる？」

　それを聞いた淳の表情は、絶(ぜつ)望(ぼう)と感動が入り交じった複(ふく)雑(ざつ)なものだった。

　肩を震(ふる)わせ、ぽつりと、答える。

「……き、兄妹、岬……」

「うん」

　薫は笑った。その温かく包み込むような微笑みに、真吾は思わず見とれてしまった。

「それから、私たちにとってあそこは、とっても大切な場所になったんだよね」

「う、うん……」

　淳は気付いているだろうか。

　二人の会話は自然なものになっている。目の前の少女が、薫であることを前(ぜん)提(てい)に話が進んでいる。

　そして、今の思い出話が決定的となり、淳の中では、この少女は薫であると断定したようだった。

　だが、真吾たちはもう少し冷静で、さらに確認を重ねた。

「神様は、なんで薫ちゃんを生き返らせてくれたんだ？」

「わかんない。でもね、あのとき……」

　崖から落ちて、意識を失う寸前、神様の声を聞いたという。

　――生きたいか。

　その問いに、薫はハッキリと答えた。

（死にたくない。生きたい）

　その願いを、神は叶(かな)えた。

　ただ、復活には時間がかかった。薫の体から魂(たましい)だけを取り出し、人形の中に封(ふう)じ込(こ)めた。そうして魂を保存しながら、復活する力を蓄(たくわ)え、こうして今日、無事に復活を果たしたのだという。

　その言葉に怪(あや)しいところはないかと真吾は考え、何もかも怪しいという結論に達して頭を抱えた。

「淳殿」

　タロウが前足で、淳のつま先をつつく。

「わかっているか？　薫殿が亡くなった場所は現在、世界の危機が起ころうとしている場所なのだぞ？」

　そのとおりだ。怪しいどころの騒ぎではない。

　真吾は穂香(ほのか)に尋(たず)ねてみた。

「あの子から、世界の危機の波動は感じる？」

　だが、穂香は首を振った。

「いえ、なにも感じません。私も怪しいとは思うのですが……」

　それは意外な答えだった。こんなあからさまに怪しい少女がいて、世界の危機とは関係ないということがあるのだろうか。

「信じられないのも無理ないよね」

　薫は儚(はかな)げに笑った。その儚さが、生き返ったという薫の言葉を強く証明しているように感じて、真吾はやるせない気分になった。

　世界の危機に関係がないのなら……。

　淳の妹が生き返ったということを信じ、喜ぶべきではないだろうか。

「でもね、これだけは信じて欲しいの」

　静かに、だが必(ひつ)死(し)に訴(うつた)える姿に、真吾はもう、彼女を受け入れてもいいと思った。

「私は、お兄ちゃんに会いたかった。お兄ちゃんを悲しませたくなかった。お兄ちゃんと一緒にいたかった。だから戻ってきたの。それ以外の理由なんて何もない。私が願ったのは、それだけだから……」

「か、薫……」

「お兄ちゃんも、わかってるよね？」

「え？」

「お兄ちゃんは私がいなきゃ、なんにもできないんだから」

　淳はよろめいた。体を震わせ、大粒の涙をこぼす。

「か、薫……」

「うん？」

「そ、それは、か、薫の、く、口(くち)癖(ぐせ)なんだな」

「そう？　そんなに言ってたかな？」

「い、言ってたんだな……。だ、だから――」

　涙でぐちゃぐちゃになった顔で、薫の手を取った。

「だ、だからキミは、ま、間違いなく、ぼ、僕の妹の、か、薫なんだな」

　どうやら淳は、この少女を本物の妹として受け入れたようだった。

　真吾たちも心(しん)境(きよう)としては本物であってほしいと願っていたが、だからといって世界の危機が迫っている現状を見逃すわけにもいかなかった。

　こうなると、理(り)沙(さ)の親(しん)戚(せき)のペンションに泊(と)めてもらえるのはありがたかった。このまま県(あがた)町(ちよう)へ戻って、薫と淳の家族を対面させるのはまだ危ないような気がするから、まずは、真吾たちが一緒に過ごしながら様子を窺(うかが)うしかなかった。

　理沙は、穂香から世界の危機についてとか、選ばれし者たちのことも聞いていたらしく、薫についてありのままを説明しても「いやあ、ホントにそんなとんでもないことがあるんだねぇ」と、あっさり受け入れてくれた。

　問題は、なにも事情を知らない柚(ゆず)子(こ)だったが、こちらは生き別れの妹と再会したということで、ひとまずはごまかすことにした。

　一行は、お世話になるペンションへと向かった。




２




「お兄ちゃん」

　ペンションへと向かう道中、薫が淳の袖(そで)を引いた。

「ちょっと、寄り道していかない？」

「ど、どこへ行くんだな？」

「私たちの、住んでたおうち」

　淳は足を止め、その気(け)配(はい)に真吾たちも立ち止まる。

「ダメかな？」

「い、いや、いいんだな。い、行くんだな、薫」

「と、いうことで、少しの間、お兄ちゃんを借りますね。みなさんは先に行っててください。ペンションの場所はだいたいわかるんで」

　ペコリと、頭を下げる。

　どうやら二人きりになりたいらしい。

　それはちょっとまずいんじゃないかと真吾は思ったが、これにあっさり頷いたのは光(みつ)夫(お)だった。

「行ってこいよ。久しぶりの兄妹水入らずだろ？　気にするな」

「ありがとうごさいます。じゃあ、お兄ちゃん、行こう」

「う、うん……」

　妹に引っ張られるようにして、淳は真吾たちと別れた。

「いいのか、二人きりにして」

　まだあの少女の正体がはっきりしていないのだ。一番疑(うたぐ)り深(ぶか)い光夫が許可したので、意外に思った真吾は尋ねてみた。すると光夫は、こちらもあっさり否定した。

「いいわけないだろ」

「じゃあ、どうして」

「二人きりにすれば、なにかシッポを出すんじゃないかと考えたのさ。それに、淳があの女を、本当に妹だと思ってるのか、それともまだ疑ってるのか、確かめる必要もあるしな」

「まさか、後をつけるのか？」

「当然だ。他に、行きたいやつはいるか？」

　隠れて様子を窺うのは後ろめたいが、気になることは気になるのだ。

　真吾は手を上げたが、案内役の理沙と事情を知らない柚子、そして大(だい)輝(き)以外の全員が参加を希望していた。

「こんなぞろぞろ行ったら見つかるだろ！」

「でも……」

「それじゃ、タロウ、一緒に来てくれ」

「拙(せつ)者(しや)でいいのか？」

「尾(び)行(こう)は小回りがきく方が便利なんだよ。それに野性のカンとそのハナが、役に立つかもしれないしな」

　異論はなかったので、真吾たちは光夫とタロウに任せることにした。







　淳と薫は、海岸の通りをずっと下っていった先にある住宅街へと足を踏み入れた。

「懐(なつ)かしいなぁ……。あそこのお店でよくお菓(か)子(し)を買ったりしたよね。あのたばこ屋のおばあちゃんはいつも居眠りしてたけど、もうやってないんだ……。あ、同じクラスだった子の家は……、あれ、新しくなってる」

　記憶にあるものを片(かた)っ端(ぱし)から口にして、五年前との違いを指(し)摘(てき)していく。それは五年という歳月を埋(う)めようと努力しているようにも見えるし、自分が本物の薫であるということを淳に信じ込ませようとしているようにも見えた。

「そろそろ、かな」

「う、うん、でも……」

　歯切れの悪い淳に、薫は不思議そうな顔になったが、すぐにその理由がわかったようだった。

　二人が住んでいた家は、すでになかった。引っ越すときに土地も売ってしまい、いまは不(ふ)動(どう)産(さん)会社の管理下にある。まだ家が建っていないということは、買い手がつかないのだろう。

「まあ、五年だもんね」

　淳の家族は、薫を失った痛みに耐(た)えられず、薫との思い出に溢(あふ)れたこの町を逃げ出すようにして去った。

　そのときは、そうすることでしか心の平静が保(たも)てなかったし、とてもではないがまともな日常生活が送れるとは思えなかった。

　だから、引っ越したことは、正解だったのだろう。けれど、いまとなっては薫を見捨て、わざと忘れようとしていたように思えて、淳の胸は痛んだ。

　そんな淳の内心を見(み)透(す)かしたのか、薫はひょっこり淳の顔を覗き込んで、笑った。

「そんな申し訳なさそうな顔しないでよ。ここを離れたのはしかたなかったんだし、逆に考えれば、それだけ私を大切に想ってくれてたってことでしょ？」

「う、うん」

「だったら、もういいじゃない。それよりお兄ちゃん、覚えてる？」

「な、なにをなんだな？」

「家の間(ま)取(ど)り」

　薫は空き地となった自分の家の前に立って、古い記憶を呼び覚ますようにあちこちを覗き込む仕(し)草(ぐさ)をした。

「ここに玄(げん)関(かん)があって、入ってすぐが居間で、台所はその奥で、縁(えん)側(がわ)がそこで……」

　薫が口にするたびに、淳の頭の中にも古い家の記憶が蘇(よみがえ)ってくる。

　玄関で淳が帰るのを待つ薫。

　居間でこたつにあたって、テレビに夢中になる薫。

　台所で、母親の手伝いをする薫。

　縁側で、淳と一緒に日向(ひなた)ぼっこをして、淳の膝(ひざ)を枕(まくら)にして眠ってしまった薫……。

　どれもが、懐かしく、また温かい記憶だった。その記憶をたどり、また共有するかのように、淳と薫は、いつの間にか寄り添って、手を繋(つな)いでいた。

　その手は温かかった。それ以上に、手を繋げるという嬉(うれ)しさが、手のひらから伝わってきた。

　それは、五年前に失った感触だった。二度と戻らないと思っていた温もりだった。

　この手を、もう二度と離すものかと、淳は静かに誓うのだった。







　ペンションへたどり着くと同時に、光夫は淳を拉(ら)致(ち)して駐車場の方へと連れて行った。

「おい、本気で信じてるんじゃないだろうな」

「な、なにをなんだな？」

「あの女がおまえの妹だってことをだ」

「し、信じるもなにも、か、薫は本当に、ぼ、僕の妹なんだな」

「人間が生き返ったりするか？」

「か、神様が生き返らせてくれたんだな。た、たぶん、い、いままで世界を救ってくれた、ご、ご褒(ほう)美(び)なんだな」

「そのご褒美が俺(おれ)たちにはないのはなんでだろうな」

「そ、それは……」

「だいたい、世界の危機が起こる場所で、しかも俺たちが来ると同時に生き返ってくるってのは、都(つ)合(ごう)がよすぎないか？」

「で、でも……」

　淳は言い淀(よど)みながらも、必死になって訴えた。

「ぼ、僕の記憶の中の薫と、あ、あの薫は、ま、まったく同じなんだな。て、手を繋いだ感触とか、ふ、二人の間の思い出とか、み、みんな一緒なんだな。に、偽(にせ)物(もの)だったら、ぼ、僕はちゃんと見抜けるんだな」

「どうだかな」

「淳殿」

　タロウが口を開く。

「そなたの言い分はわかる。薫殿が本物の妹君であるというのもよしとしよう。だがな、怪しいということには変わりがないのだ」

「…………」

「信じるのはかまわない。だが、心の片隅にだけでもいい。拙者たちは世界を救う選ばれしものだということを忘れないでくれ」

　淳は答えず、むっつりと黙り込んだまま、足早に去っていった。

「まいったな」

　光夫は頭をかいた。

「しかし、あの娘は本当に偽物なのだろうか」

「おいおい、タロウまでなにを言ってるんだよ」

「偽物にしては、できすぎているような気がする。淳殿に本物だと信じ込ませるほどの情報は、いったいどこから手に入れたのだ？　それに、触れてみれば本物か偽物かの区別くらいはつくだろう。仲のいい兄妹であればなおさらだ。あの二人は手を握っていた。それでも淳殿は本物だと言うのだし、拙者の目から見ても、実の兄妹にしか見えなかったぞ？」

「こうも言えるだろ」

　淳の去った方を見ながら、光夫は若(じやつ)干(かん)力を込めて言った。

「本物のように、できすぎているから怪しい、ってな」

「それは……」

　それを言ったら、なんでも怪しくなってしまうのではないか。

　こればかりは反論したいタロウだったが、反論できる言葉をタロウは持たなかったので、口を閉ざした。

　どちらにせよ、決め手がない。

　淳が信じ込んでいるのなら、光夫たちが気をつけるしかないようだった。







　宿泊するということで、真吾や大輝はともかく、穂香や清(きよ)美(み)といった女の子に、異世界の住人のリーナ、小学生の光夫、犬のタロウなどはどうするのだろうと思ったが、リーナは平然と携帯電話を取りだして異世界と連絡を取り、光夫もあっさり外泊許可を取りつけ、タロウも「拙者は信頼されているからな、一日くらい家を空けてもかまわんのだ」と言い切る。

　清美は「……真吾くんと一緒だから」と、真吾をビビらせるようなことを言って許可を得てさらに真吾をビビらせ、穂香も理沙にお世話になるということで了(りよう)承(しよう)をもらっていた。さすがに、同じ年頃の男子がいるということは伏せていたが。

　ペンションの部屋割は、当然ながら男子と女子とで分けられた。大部屋に男五人（一匹含む）、女五人（理沙含む）がそれぞれ押し込められる。

　この人数を無料で泊めてもらうのだからと、穂香が食事の準備や片づけ、翌日の客室の掃(そう)除(じ)の手伝いを申し出た。オーナーは「遠(えん)慮(りよ)するな」と言ってくれたが、こちらも気が楽になるからと、真吾たちも率(そつ)先(せん)して働くことを申し出て、了承された。

「浴衣(ゆかた)はないから。布(ふ)団(とん)も自分たちで出して敷いてね。お風呂は部屋に付いてないから露(ろ)天(てん)風呂の方でよろしく」

　理沙の注意を受けて、それぞれの部屋に別れていく。

　別れ際、真吾はリーナに声をかけた。

「この際、薫ちゃんが偽物だとかは疑いたくないけど、念には念をだ。怪しい素(そ)振(ぶ)りがあったら、頼むぞ」

　光夫たちから報告を受けた真吾だが、どちらかと言えば薫が本物であってほしいという方に傾(かたむ)いている。だからこういうことを頼むのは気が引けるのだが、万が一を考えると注意せざるを得ないのだ。

「任せておけ。少しでもおかしい行動に出たら、問(もん)答(どう)無(む)用(よう)でぶった切ってやる」

　頼もしいんだか物(ぶつ)騒(そう)なんだかわからないことを言って、リーナは片目をつむってみせてから、女の子部屋へと入っていった。

　部屋に戻ると、得(え)体(たい)の知れない熱気が真吾に襲(おそ)いかかってきた。部屋に熱がこもっているのかと思ったが、窓は全開に開け放たれている。見れば部屋の隅(すみ)に、大輝を中心にして男連中が輪になって座っていた。

「諸君、成すべきことはわかっているな？」

　全員が頷くが、真吾だけは何のことかわからない。

「この宿の風呂は、男女別だが、露天風呂だ」

「おい、まさか」

　どうやら、風呂を覗く算(さん)段(だん)を練(ね)っているらしい。

「さすがにそれはまずいんじゃないか？」

「何言ってんだ。こんなおあつらえ向きなシチュエーション、逃すわけにはいかないだろ」

　光夫と淳、タロウが「うんうん」と頷く。

「いや、でも……、っていうか松川さん、お風呂ならきっと妹さんも一緒ですよ？　いいんですか？」

「そ、それとこれとは別なんだな！　そ、それに、い、妹がどれくらい成長したのか気になるんだな！　さ、最後に一緒にお風呂に入ったのは、も、もうだいぶ昔なんだな！」

　その発言はいろんな意味で危ないような気がする。

　ただ、この辺はいつもの淳らしくて、少し安心するのだった。

「真吾は、興味ないのか？」

「いや、それは……」

　言い淀むが、ないと言ったら噓になる。

「ならば行くべきだ。いいか、真吾」

　大輝は立ちあがり、腕を後ろ手に組んで、真吾たちを見下ろした。

「なぜ覗くのか。理由は単純だ。そこに露天風呂があり、そこに可(か)憐(れん)な少女たちがいるからだ。少女たちの無(む)垢(く)な素肌をその目に焼きつけ、新たなる妄(もう)想(そう)の地平に自らをいざなうために覗くんだ。おまえならわかるだろう？　俺と共に無限のファンタジーの探(たん)求(きゆう)にいそしんでいたのはなぜだ？　見たいからだろう？　知りたいからだろう？

　人類が手にした知的好奇心はとどまるところを知らず、無限のファンタジーもまた、別次元の世界を垣(かい)間(ま)見(み)るために常に挑戦を続けていかねばならんのだ！」

　うんうんと、光夫たちがうなずいて同意する。

　大輝の口(く)調(ちよう)は、次第に熱を帯び、激しくなっていく。

「省(かえり)みよう。なぜアキハバラ独立戦争が勃(ぼつ)発(ぱつ)したのかを！　なぜ我(われ)等(ら)が幼女・美少女・巨乳美人と共にあるのかを！」

　大輝は両手を広げ、真吾たちではない、もっと多くの、世界全体に呼びかけるかのように語気を強め、まくしたてる。

「我々は三〇分間待った。もはや、我が軍団に躊躇(ためら)いの吐(と)息(いき)を漏(も)らす者はおらん。今、真の若(わこ)人(うど)の熱き血(ち)潮(しお)を我が血として、ここに私は改めて常識に対し、宣戦を布告するものである。仮(かり)初(そめ)の体(てい)裁(さい)への囁(ささや)きに惑(まど)わされる事なく、繰り返し心に聞こえてくる妄想の名(めい)誉(よ)の為に！」

　大輝は高々と手を振り上げ、叫(さけ)ぶ。

「エーロ、エロス！」

「「「エーロ、エロス！」」」

　光夫、淳、タロウもそれに唱(しよう)和(わ)して手を突き上げる。

「男子よ立て！　恥ずかしみを欲望に変えて、立てよ男子！　世の男は諸(しよ)君(くん)等(ら)の力を欲(ほつ)しているのだ！」

　男たちは感激にむせび泣いた。

「素晴らしい演説です、閣(かつ)下(か)！」

「エロな妄想こそが世界を変えていくはずです！」

「いざ参りましょう、露天風呂へ！」

　盛り上がる三人と一匹に、真吾は置いてきぼりをくらった。

「お、おい……、どうしたんだよ。みんな変だぞ」

「この状況で冷静でいられる貴様の方がおかしいんだ！」

　怒られた。

　そんな真吾に、大輝は一枚の写真を差し出した。

　そこには清美が写されていた。しかも、全(ぜん)裸(ら)の清美だ。周囲を舞(ま)っているのは巫(み)女(こ)服(ふく)だろうか。

　この光景に、真吾は見覚えがあった。見覚えがあるどころではない。しかたがなかったとはいえ、素(す)っ裸(ぱだか)にひんむいたのは真吾自身だ。

「ちょ！　おま、これ、どうやって撮った！」

　それには答えず、大輝はさらに写真を差し出す。

　そこには、水着姿の穂香が写っていた。

　こちらに背中を向け、少し前(まえ)屈(かが)みになって、お尻(しり)に食い込んだパンツを直そうとしている光景だ。
















　一見、グラビアなんかでよくあるような姿である。だが、なんの変(へん)哲(てつ)もない写真を、大輝が見せるはずがない。

　真吾は目を見開いた。

　よく見ればこの穂香、わずかだがこちらに顔を向けている。いや、視線に至っては確実にカメラを、撮影者である大輝の姿を捉えている格好だ。

　にもかかわらず、穂香はカメラがあることも、大輝がいることすらも気付いていないような、ごく自然な素振りで水着を直している。

　真吾の胸は熱くなった。

　何気ない素振りのこの仕草。だが、振り返った少女の視線が意味する強い想い。

　お尻を突き出した格(かつ)好(こう)の穂香のささやきが、聞こえてくる。

　――どうして、私を見てくれないの？

　面と向かっては言えない。けれど、自分を見てほしい。

　そんな葛(かつ)藤(とう)が、ちょっと大(だい)胆(たん)な行動となり、けれど、誘っているわけではないとアピールするために、こちらの様子を窺いながらも無関心を装(よそお)う。

　お願い、気付いて。

　こんなに頑(がん)張(ば)ってるんだから、私を見て――。

「――ごめん、穂香、気付いてやれなくて」

　真吾は唇(くちびる)を嚙(か)んだ。

「でも、きみの想いはよくわかった。ハッキリ伝わった。だから俺は誓(ちか)う。きみの想いに応(こた)えると。キミの願いを叶えると。わかってる。スカート付きの水着を選んだのは、水着＝非日常、スカート＝日常というありえない二つを組み合わせた、穂香なりの努力なんだよね？　男心をくすぐるための、必死のアピールなんだよね？　うん、だいじょうぶ。すべて受け止めてあげるから。それが俺の、男の、甲(か)斐(い)性(しよう)ってやつだからさ」

　勢いよく、立ち上がる。

「行こう、みんな！　みんなが待ち望んだパラダイスが、俺たちを待っている！」

「よく言ったぞ真吾！」

「これでお主(ぬし)も我々の同士だ！」

　熱烈に歓迎された。

　大輝はほくそ笑む。

「素晴らしい。この結(けつ)束(そく)こそ、長い間俺が求めていたものだ」

「大輝……」

「諸君！　我らの志(こころざし)はいま一つになった！　もはや何も恐れるものはない！」

「おう！」

「いまこそ我らの欲望を具(ぐ)現(げん)化(か)し、無限のファンタジーをこの目に焼きつけるときが来た！」

「おう！」

「いざ行かん、約束の地へ！」

「おう！」

「声を出せ、勝ちどきを上げろ！」

「おう！」

「エーロ、エロス！」

「「「「エーロ、エロス！」」」」

　興奮は今、最(さい)高(こう)潮(ちよう)に達していた。

　そこへ、いきなり扉(とびら)が開け放たれた。

　ぎょっとなった真吾たちが振り返ると、怪(け)訝(げん)な顔で真吾たちを見回す薫の姿があった。

「……みんなで固まって、何やってるの？」

「い、いや……」

　全員が立ち上がって、右手を天に向かって突きだしていたら、誰だって変に思うだろう。

　薫はずかずかと部屋に入り込んできて、隠(かく)すこともできなかった写真を真吾から奪(うば)い取り、眺(なが)め、ため息をついた。

「お兄ちゃん」

「は、はい」

「エッチなのはダメだって、さんざん言ってるでしょ？　こんなことばっかりしてるから、大学に受からないんだよ？」

「ご、ごめんなんだな」

　ジト目で真吾たちを見回し、腕を組む。

「私たち、これからお風呂に入ってくるけど……、まさか、覗いたりはしないよね？」

「し、しないんだな」

「誓ってするものか」

「俺に幼女趣味はねぇ」

　言うだけならタダである。

　その辺をくみ取っているわけでもないだろうが、薫はため息をついて真吾に写真を返した。

「変なことに、あんまりお兄ちゃんを巻き込まないでね？」

「なんで俺だけに言うんだよ！」

　返そうとしていた写真を顔面に押しつけて、薫は鼻を鳴らす。

「言い訳は？」

「……ありません」

「よろしい」

　この子には勝てそうもないなと、真吾は思った。へたをすれば、穂香やリーナよりも手(て)強(ごわ)いかもしれない。

　薫が部屋を出て行ってから、男たちは顔を見合わせ、いまだに戦意が衰(おとろ)えていないことを確認し合う。

「みんな、いい表情だな」

　光夫がニヒルに笑うと、「お主もな」と、タロウもノってくる。

「時は来た」

　大輝が力強く、宣言する。

「いまここに、『フロのぞく』作戦を発動する！」
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　見上げれば満天の星空。

　耳を澄(す)ませば潮(しお)騒(さい)の音。

　ロマンチックな環境で露天風呂に入ることになり、穂香は思いもかけず夏休みを満(まん)喫(きつ)している自分に気が付いた。

　初めての露天風呂ということで、リーナは「熱い！　だがそれがいい！」と絶(ぜつ)賛(さん)し、清美も「……ふぅ」と極(ごく)楽(らく)気分を味わっているようだった。

　理沙は「こういうときに大きい胸は不便なのよ！」と、体を洗うのに苦戦し、柚子は濡(ぬ)れた髪を色っぽく掻(か)き上(あ)げて「大変ですね」と、共感できない同情を示している。

　これで世界の危機を何事もなく解決できればいうことはないんだけどなぁ……と、穂香はぼんやり考えた。少しリラックスしすぎているような気もするが、何が起こるのかわからない状況では、気を引(ひ)き締(し)めていても体力を消(しよう)耗(もう)するだけだし、ならば英(えい)気(き)を養(やしな)うためにも、ここは「疲(ひ)労(ろう)回(かい)復(ふく)、美(び)肌(はだ)効(こう)果(か)」という効(こう)能(のう)を期待しつつ、温泉を堪(たん)能(のう)しようではないかと開き直った。

　ただ、のんびりはしていられなかった。一つだけ、念のために確認しておかなければならないことがあるのだ。

　穂香は、「熱(あつ)燗(かん)がほしいわぁ」と言いながら夜空を見上げる柚子に近づいて、声をかけた。

「あの、梓(あずさ)川(がわ)先生……」

「あら、住(すみ)吉(よし)さんですか？　やっぱり温泉はいいですねぇ。日本が生み出した文化のキワミですよ」

「は、はぁ……」

「で、何か用ですか？」

「えっと、その……、梓川先生は、先生ですよね？」

　不(ふ)明(めい)瞭(りよう)な問いかけに、柚子は目をまん丸くして穂香を眺めたが、すぐにニタリと笑って穂香の横に並んで座った。

「若いって、いいですよね」

「は、え……？」

「もう、こんなにピチピチの肌で。さすがに十代の肌はキメが違いますね……。水も玉のように弾(はじ)いちゃって……。羨(うらや)ましいです」

　ツツツと、指で穂香の肩から腕にかけてなぞる。

　そう言う柚子も、なかなかのスタイルである。本人が言うほど十代と二十代に差があるのなら、相当な努力をしているのかもしれない。

「ピチピチな上にスベスベで。可愛らしくてスタイルも良くて、しかも若い！　ううぅ、先生、なんだかジェラシー感じてきましたよ」

「あ、あの……」

「やっぱり、恋する乙女(おとめ)は違いますね」

　いきなり核(かく)心(しん)に迫られ、穂香は絶(ぜつ)句(く)した。

「でもですね、高校生の恋なんて、だいたいは憧(あこが)れの延長なんですよ。夢や幻(まぼろし)を追いかけてるみたいなものなんですよ」

「そ、そうですか……？」

「全部が全部そうだとは言いませんけどね。でもほとんどが、異性に対する単純な興味と憧れからくる勘(かん)違(ちが)いなんですよ。それなのに、燃え上がるのは一瞬で激しいものだから、変な間違いや問題が多く起こる。だから美須々(みすず)ヶ丘(おか)では、男女交際を禁じているのだと聞いています」

　穂香は体を縮(ちぢ)こまらせた。

　そう、穂香の通う美須々ヶ丘女子高は、男女交(こう)際(さい)禁止の校則がある。これを破った者は、問答無用で退学になるのだ。穂香が訊いておきたかったのは、そういうことだ。

「あ、あの……！」

「私は別に、言いつけたりはしませんよ」

　穂香の言いたいことを先回りして、柚子はサラリと言った。

「美須々ヶ丘の先生から聞いたんですが、男女交際は、ほとんど黙(もく)認(にん)しているらしいんです」

「え？」

　穂香は驚いた。

「さっきの男女交際禁止の名目はあくまで建(たて)前(まえ)。じゃあ、なんで男女交際を禁じているのか、わかりますか？」

　わからなかったし、柚子が言ったこと以上の理由があるとも思えなかった。

　だが、答えは予想外のところにあった。

「想像力を養うためです」

　穂香はキョトンとして、訝(いぶか)しく思った。それが表情に出てしまったのか、柚子はクスクス笑って肩を震わせた。

「まあ、そんなこと言われたらビックリしますよね。でも本当のことみたいなんですよ」

「ど、どういうことなんですか？」

「では訊きます。男女交際が校則で禁止されています。あなたは禁止されているから、誰かを好きになることを戒(いまし)めますか？　もしくは、好きな人を諦(あきら)めることができますか？」

　穂香は強く首を振った。できるわけがない。たとえそれが、柚子の言うような勘違いや憧れだったとしても。

「そうですよね。誰かを好きになりたくて好きになるわけじゃない。好きになってしまうから、どうしようもないんですよね。それを頭ごなしに禁止するのは、その人の人格どころか存在まで否定するような、乱暴で危険な行為です。だから学校は、男女交際をほぼ、黙認しているんです」

　それは初めて聞く話だった。「思(し)春(しゆん)期(き)の少女を俗(ぞく)世(せ)の汚(けが)れから守る」と公(こう)言(げん)しているほどの学校なのだ。にわかには信じられない。

「それはそれで、本当のことなんですよ。憧れや勘違いの末に破れた恋愛で、とりかえしのつかない傷を負う可能性があるのは女性の方ですからね。だから学校も、表向きは校則で禁じて、男女交際を抑(よく)制(せい)する。けれど、裏では男女交際は黙認している。そうですね、例えば、ですよ」

「はい」

「例えば、住吉さんと宮(みや)田(た)くんが付きあっているとします」

　シャレにならない例えに、穂香は湯の中へ沈みそうになった。

「当然、学校にバレたら退学です。けれど、住吉さんが先ほど言ったように、宮田くんを諦めることができない。じゃあ、どうします？」

「……学校にバレないように、気をつけて付きあいます」

　柚子はパチンと指を鳴らした。

「そう、まさにそれなんですよ！」

　穂香にはまだ、なんのことだかわからない。

「つまりですね、学校にバレないように、頭を使って立ち回りなさいっていうことらしいんですよ」

「…………？」

「よくテレビとか新聞で聞かないですか？　最近の若者は想像力が足りない、って」

　それは、聞くような気がする。

　想像力が足りないから、平気でムチャをする。簡単に物を壊(こわ)す。人まで殺してしまう。その後で自分がどうなるか、壊された物がどうなるか、殺した相手の家族がどんな気持ちになるか。

　そうした想像ができれば、めったなことで犯罪は起きないはずなのに。いまはその想像力が欠けている若者が多いらしい。

「考える力、とも言えますね」

　柚子は続ける。

「どうすれば見つからずに済むか。どうすれば教師の目にとまらずにデートできるか。クラスの誰になら打ち明けられるか。誰になら協力を求めることができるのか。そうした思考力と判断力、そして細心の注意力を総(そう)動(どう)員(いん)すれば、隠れて男女交際をすることは、けっして不可能ではないんですよ。実際、学校側が把(は)握(あく)しているだけでも、三〇組以上のカップルが、美須々ヶ丘では確認されているらしいんです」

　そんなにいるのかと、穂香は驚いた。実際の数になれば、もっと多いだろう。しかも、穂香が入学してから、男女交際が原因で退学した生徒がいるという話は聞いたことがない。学校側がそれだけ、黙認しているということだ。

「教師は、カップルを遠くで見かけたり、町ですれ違ったりするくらいでは見て見ぬふりをします。もちろん、ホテルから出てきたりだとか、夜中にフラフラしているだとかは、校則適用の対象になります。そうした行為が危険だということは、ちょっと考えればわかることですからね。どうせやるなら、絶対見つからない場所に行くか、言い逃れのためにアリバイを用意しておくか、何らかの対(たい)策(さく)を取っておくべきなんです」

　それが、想像力、もしくは考える力を養うということに繋(つな)がるというのだ。

「想像力っていうのは、思っている以上に大切なものなんですよ。相手を思いやるのも想像力の一つですし、かわいそう、悲しい、嬉しい、優しくしてあげたい、守ってあげたい、大切にしたい、そういうのも全部、想像力があるから感じられて、想うことができるんです」

　穂香はなんとなくだが、理解した。

　ようするに、人間の人格形成のための、他人を思いやる気持ちを大切にするための校則なのだ。

　理解はしたが、いまいち納(なつ)得(とく)できないのは、穂香がまだほんの少女で、世(せ)間(けん)を知らなさすぎるためなのだろうか。

「その点、住吉さんはちょっと軽(けい)率(そつ)ですね」

「え？」

「制服のままうちの学校へ来るのは目立ちすぎますし、宮田くんたちともよく一緒にいるみたいですからね。顔と名前を特定されてたら、危ないところでしたよ」　

　そうだったのか。

　確かにまずいなとは思っていたが、他校の教師にいわれるほど危ないところにいるとは思いもしなかった。

　それで穂香は自分を恥(は)じた。

　――思いもしなかった。

　それこそが、想像力が足りない証拠ではないか。

「あ、あの、先生は……」

「さっきも言ったように、私は言いつけたりしませんよ。県外の海で出会うなんて事故みたいなもんですしね。それに、まあ、これは個人的なことなんですけど、やっぱり恋する女の子を見るのは楽しいんですよ。特に頑張ってる子はね。そんな子たちがどんどん綺麗になって、どんどん可愛くなって、どんどん魅力的になっていくのを眺めてるのが楽しいんです。ちょっと羨ましいですけどね」

　舌を出して、おどけてみせる。

「それに、一緒にいるメンバーがメンバーですからね。宮田くんたちと一緒にいるのはなにか訳ありなんだとは想像つきます。ただ、私はリーナさんの担任という立場上、住吉さんを応援することはできません。もし私の前で何かをしでかすようであれば、私はあなたを全力で阻(そ)止(し)します。そのときは学校に言いつけるかもしれません。それでも、住吉さんが自分の立場を理解して、節(せつ)度(ど)ある行動をしてくれるのなら、私は何も言いません」

　これでこの話は終わり！　とでも言うように、柚子は両手を上げて大きく伸びをした。

　そんな柚子を見ながら、穂香はいい先生だな、と思った。

　物わかりのいい教師だとは思う。ただ、物わかりがいいだけの教師でないことも確かだ。

　穂香のことを黙認するとは言ったが、最後の最後で釘(くぎ)を刺してきた。しかも、立場としては敵対するとまで断言したのだ。

　一(ひと)筋(すじ)縄(なわ)ではいかないな、というのが穂香の感想だった。ただ、教師という仕事に誇(ほこ)りを持って、親(しん)身(み)に生徒に接しているのだろうということがわかる。その辺りは尊(そん)敬(けい)できそうだし、また、他人に対して優しい人なんだろうなということもわかった。

　そう、だから……。

「そんなことは、絶対に……」

「コラぁ！　そこの二人ぃ！」

　穂香の呟(つぶや)きは、理沙の怒(ど)鳴(な)り声(ごえ)で遮(さえぎ)られた。

　理沙は二人の間に飛び込むように割って入ると、まるで当然のように、穂香の胸に手を伸ばした。

「ちょ、先(せん)輩(ぱい)！　いきなりなんですか！」

「うるさい！　夏なのよ！　海なのよ！　温泉なのよ！　なのにあんたたちったら、深(しん)刻(こく)な顔して話し込んでるんだもの！　そんな罰(ばち)当(あ)たりな行為、神様が許してもこの私が許さないわ！　お仕置きよ！」

　力(りき)説(せつ)し、問答無用で穂香の胸を揉(も)みまくる。

「ああん、くそ、気持ちいいわね。こりゃやみつきになるわ」

　揉むだけでは飽きたらず、背後に回り、がっしりと抱え込み、足を絡め、しまいには耳を舐(な)め、唇を首筋から背中にかけて滑り落ちるように這(は)わせてきた。

「ひゃあっ、せ、先輩……、ん、だ、ダメです……、ああ、そ、そこはっ……！」

「何がダメなのよ。ええい、いい体しちゃって。羨ましいわこんちくしょう」

「あ、あの、私も、私も混ぜてください！」

　とんでもないことを柚子が言ってくる。

「却(きやつ)下(か)！　穂香は私のものよ！　誰にも触らせるもんか！」

「ひ、酷(ひど)いです！　一人で楽しんで！　可愛い女の子はみんなの共有財産にするべきです！　というか、私にも触らせてください！　若い女の子と戯(たわむ)れさせてくださいぃぃぃぃぃ！」

　……いい教師、失格です。

　穂香は全力で逃げようとするが、全身を押さえられていて立ち上がることもできない。理沙は柚子を牽(けん)制(せい)しつつも、胸を揉むことをやめず、放してくれる気配もない。

「この手触りと反応は稀(き)少(しよう)なのよ！　みんなに堪能させたらありがたみがなくなるじゃない！　ああ、それにしても柔らかいわね。なんだか変な気分になってきたわ」

「なな、ならないでください！」

「だいじょうぶ、だいじょうぶ。ちょっと気持ちよくしてあげるだけだから」

「い、いりません！」

「イヤよイヤよも好きのうちってね。なに？　それともこういうことは愛(いと)しの真吾くんとやりたいって？」

「ひゃうっ！　そそ、そんなことは……」

「え、なんですか!?　住吉さんと宮田くんは、やっぱりそういう関係なんですか!?」

「ちち、違います！」

「あれ？　穂香、また胸が大きくなった？　うん？　もしかして、真吾くんに協力してもらったとか……」

「そそ、そんなこと……！」

「住吉さん、まさか、宮田くんとすでにそういう関係に!?」

「だ、だから！　私と真吾くんは、まだそういう関係じゃ……！」

「「まだ？」」

「あ、あぅぅぅぅぅ……、二人とも、酔っ払ったおじさんみたいです……」

　涙目になっていると、ふと、リーナと目が合った。

　リーナは自分の胸元を見つめ、穂香の（揉まれている）胸を見つめ、盛(せい)大(だい)にため息をついてから、キッと三人を睨(にら)みつけてきた。

「お、おのれ……、三……、いや、五年後を見てろ！」

　顔を真(ま)っ赤(か)にして、鼻先までお湯に沈み込む。

　それを目にした理沙と柚子は、ターゲット変更とばかりに目尻を下げて、リーナににじり寄った。

「あれえ、嫉(しつ)妬(と)かな、リーナちゃん？」

「だいじょうぶですよ、これからきっと成長します」

「う、うるさい！　わたくしは何も言っていない！」

「あははは、照れちゃって可愛い！　ねえ、リーナちゃん、お姉さんといいことしない？」

「ダメですよ、リーナさんは宮田くんの婚約者なんですから。不(ふ)貞(てい)は許しません」

「あれえ？　穂香から聞いた話だと、むりやり婚約者にさせられて、嫌(いや)々(いや)ながら付きあってるってことだったけど、実はもうラブラブぞっこん？」

「そ、そんなことはない！　あいつはどうしようもなく情けなくて、軟(なん)弱(じやく)で、男らしさのかけらもないような奴(やつ)だ！　そんな奴に、どうしてわたくしが惚(ほ)れ込(こ)まなくてはならないのだ！」

「うふふー、そうやってムキになるところが怪しいわぁ」

「そんなことはない！　確かに、やるときにはやる男だが、それくらいでわたくしの心をどうにかできるなどと……って、わたくしは何を言っているのだ！　やるときにはやるが、そのやりかたが激しく問題だとわかっているだろうが！　従(したが)って認めたり見直すことはない！　ありえない！　だから惚れ込むこともない！　どうだ、わかったか！」

「あはは、リーナちゃんおもしろーい。こりゃからかい甲斐(がい)があるわぁ」

「か、からかうな！　わたくしをなんだと思っている！」

　すっかりいいおもちゃだ。

　惚れ込むといえばもう一人、真吾にハッキリと好意を伝えている清美はどうしているのかと目を向けると、彼女は自分の薄い胸をペタペタ触りながら、呟いた。

「……つるぺたは、ステータス」

「「その通り！」」

　理沙と柚子が食いつく。

「胸がない子って、なんだか守ってやりたくなるのよねぇ」

「いまはいろんな需(じゆ)要(よう)がありますからね。これを武器に、前向きにいきましょう！」

　妙に盛り上がる二人をよそに、清美はなおもぽつりと呟く。

「……真吾くんは、どっちが好みかな」

　穂香に目をやり、再び、自分の胸を触る。その仕草が挑(ちよう)戦(せん)的(てき)だと思ったのは、気のせいだろうか。

　理沙はニヤリと笑った。

「あの少年は、ちょっとロリコンっぽいところがありそうじゃない？」

　リーナと清美を見て言う。確かに、この二人だけを見れば、そうとられてもおかしくはないかもしれない。けれど、認めてしまうのはしゃくなので、穂香は反論してみた。

「そんなことは……、ないんじゃないですか？」

「お、反論きたね！　男はやっぱり胸のある子に弱いって？　ふふーん、自信満々ってか」

「そ、そういうことじゃなくて……！」

「私は、宮田くんはなんでもオッケーな節(せつ)操(そう)なしに見えますけどね」

　それこそ反論したいところだったが、困ったことに反論できる材料が見つからなかった。

「……違うな」

　ここで真吾のフォローをしたのは、意外なことにリーナだった。

「あいつは……、ある意味で、健(けん)全(ぜん)なのだと思う」

　全員、首を捻(ひね)った。

　スカートをめくって、変な写真を撮って喜んで、どこか別な世界へトリップしてしまうような真吾が、健全……？

　すべての被害に遭(あ)っているリーナがそういうフォローをするとは思わなかった。彼女がどういう目で真吾を見ているのか、ひどく気になる。

「それは、どういうことですか？」

「気にするな」

　気になるから訊いているのだ。

　しかし、リーナはまた鼻先までお湯につかって、それ以上の言葉を拒(こば)んだ。というより、リーナ自身にも、自分の言葉の意味がよくわかってないのかもしれない。どこか戸惑ったように、視線が泳いでいる。

「ま、あの少年がどんな趣味でも、最後に勝つのは内面がいい子だよ！」

「そうですね、やはり男性は、心の綺麗な女性に惹(ひ)かれるものですからね」

　有無を言わさず男性の目を引き付ける胸の持ち主と、これまた女の目から見ても見とれるようなプロポーションの持ち主に言われても、あまり説得力はないような気がする。

　みんなのやりとりを眺めながら、薫は冷(れい)静(せい)な評価を下した。

「真吾さんって、意外にもてるんですね。びっくりです」

　さりげなく酷いことを言っているのに、薫は気付いているだろうか。

　これまた理沙と柚子は、おもちゃを見つけた子供のように食いついた。

「え、なになに？　薫ちゃんもあの少年みたいなのが好みなの？」

「ち、違いますよ！」

「じゃあ、お兄さんみたいな方がいいんですかっ？」

「あ、兄は、別に……」

　強く否定しないものだから、そこにつけ込まれてからかわれる。

　慌(あわ)てふためく様子は本当に中学生になる女の子そのもので、淳でなくても怪しむのが罪に思えるほど自然だった。

　大騒ぎする先輩たちから離れ、穂香は肩まで湯につかる。

　しばらくは薫に犠(ぎ)牲(せい)になってもらって、いまのうちにゆっくりしておこうと、穂香は思った。







　露天風呂はペンションの地下に設置されているため、外側は山(やま)肌(はだ)の斜(しや)面(めん)で遮られている。これなら外部から覗かれる心配はないが、真吾たちはそれを逆手にとった。

　男風呂からその斜面を確認すると、淳の瞬間移動で斜面に移動する。木々に遮られて風呂場からはよく見えないだろうし、夜の闇(やみ)がさらにうまいこと、真吾たちの姿を隠してくれる。これにより、物音を立てずに、女風呂を見下ろせる絶好のポイントを得ることができたのだ。

「ふっふっふ、露天風呂よ、わたしは帰ってきた！」

「ば、バカ！　大きな声出すんじゃない！」

　大輝の口を押さえながら、真吾は女風呂の様子を窺った。

　だいじょうぶ。気付かれた様子はない。

　その横では、タロウが恍(こう)惚(こつ)の表情で「素晴らしい。まるで男子の妄想が形となったような会話だ」と感激している。

「で、でも、ゆ、湯煙で、よ、よく見えないんだな」

　声はすれども姿は見えず。このままでは生殺しである。

「そこで、おまえの出番だ」

　大輝はカメラをかまえながら、真吾の肩を叩いた。

「おまえの力があれば、湯煙の一つや二つ、余(よ)裕(ゆう)でめくり晴らすことができるだろ」

　めくり晴らすってなんだ。

　だが、やってみる価値はあるだろう。

　真吾は湯煙に集中し、ともすればその向こう側にある女の子たちの姿を想像して集中が乱れるのを懸(けん)命(めい)にこらえる。

　そうして、湯煙を晴らすイメージが完成したところで、腕を振り上げ、小さく叫ぶ。

「めくれろ！」

　と。

　風に吹き飛ばされるように、湯煙が晴れていく。

「おおっ！」

　男性陣の歓声が上がった。

　だが、意識を集中しすぎたらしい。また、女の子たちに気を奪われたままだったのかもしれない。

　とにかく、真吾はやりすぎた。

　湯煙だけではなく、あろうことか、湯船のお湯まで、めくり上げてしまったのだ。

　お湯が盛大に波打って真っ二つに裂(さ)け、湯船から溢(あふ)れ出(で)る。

　そうしてお湯を失った露天風呂に、何も身につけていない女の子たちだけが、取り残された。

「なんと！」

「モーゼの奇跡か！」

「いや、これはマズイ！」

　こんなあからさまな異常事態、すぐ原因に思い至るだろう。

　案の定、穂香の顔がこちらを向き、腕を振り上げた姿勢のままの真吾と目が合った。

「逃げろ！」

　そう言ったのは誰かはわからない。しかし、確実なのは、真吾以外の誰かだったということだ。

　なにしろ真吾は、「逃げろ！」と口にするよりも早く、誰かの手によって背中を押され、バランスを崩(くず)し、あえなく斜面を転がって、風呂場の前に落っこちたのだから。

「い、いてててて……、くそ、なんて乱暴なことをするんだ！」

　悪(あく)態(たい)をつきながら起きあがった真吾は絶句した。

　目の前には、無(む)防(ぼう)備(び)に生まれたままの姿をさらす、薫の姿があった。

「…………」

「…………」
















「…………」

「……えっと」

「…………」

　たまらず、クルリと薫に背を向ける。

「じゃ、俺は、この辺で」

「待て、そこのドブネズミ」

　とてつもなく冷たい声に、真吾は射(い)抜(ぬ)かれたように動けなくなった。おそるおそる振り返れば、タオルを体に巻いたリーナが、魔(ま)剣(けん)を片手に、こちらへやってくる。

「ご、誤(ご)解(かい)だ！」

「誤解で貴様は女風呂に乱入するのか」

「こ、これは、違う、罠(わな)だ！　俺は嵌(は)められたんだ！」

「誰に」

「あ、あいつらだ！」

　だが、見上げる斜面に、人の姿は跡形もなかった。

「って、いない!?　見捨てやがったな、あいつら！」

「シンゴ」

　どうにかタオルをたぐり寄せた女性陣たちが、射(い)殺(ころ)すような視線を真吾に向けている。

「う、うおっほん」

　さて、どうやってこの場を乗り切ろう。

　そんなムダなことを、真吾はいっそ冷静に考えた。

「お姉ちゃんたち……」

　薫が、額(ひたい)に青(あお)筋(すじ)を浮かべて見下ろしてくる。

「私に、任せてもらえるかな？」

　なにを。

　もちろん、問(と)い質(ただ)す必要はなかった。




４




　結局、真吾だけでなく、男性陣全員が怒られた。

「いい？　お兄ちゃん」

　淳はいまだに薫に怒られている。

「この際、エッチなことがダメとは言わないよ？　男の子だもんね。でも、犯罪だけは絶対にダメ。私たちだから、この程度で許してあげるんだよ？」

　薫にさんざんなじられ、説教され、リーナに身体的暴力を受けた後で理沙に裸にひんむかれ、なぜか興(きよう)味(み)津(しん)々(しん)でそこに加わってきた柚子と清美にいろいろヤバイ状況まで追いつめられて精神的苦痛を味わわされたのが「この程度」なのだろうか。

　いや、いままでの真吾の仕打ちを考えれば、まだ甘いのかもしれないが。

「とにかく、こんなことはもうしないでね？　身内から犯罪者を出したくないんだから。真吾さんのマネだけは絶対にしちゃダメだよ？」

　なんでそこで自分だけを引き合いに出すのか。

　腕を組んで、薫はため息をついた。

「はぁ……、やっぱりお兄ちゃんは、私がいないとダメなんだね。これからもずっと、お兄ちゃんのめんどうを見てあげるから、ちゃんと立派な大人になってよね」

　嘆(なげ)き、文句を言いつつも、口元が緩(ゆる)んでいる。

　その光景に、リーナが信じられないものを見る目つきで、真吾に声をかけてきた。

「これか？　貴様がのたまっていた理想の妹像とかいうのはこういうことなのか？」

「ふっふっふ、その通り」

「貴様の脳内妹を体現する奴が実際にいるとは……」

「どうだ、俺の正しさが証明されただろ」

「ふん！　貴様ごときの、そんな趣(しゆ)味(み)嗜(し)好(こう)を認める気にはなれんがな！」

　その後、全員が集まってトランプで大(だい)貧(ひん)民(みん)を行った。

　風呂上がりではあるが、世界の危機のことがあるので、いつでも飛び出せるよう、全員が私服のままだった。

　柚子は七(しち)分(ぶ)丈(たけ)のパンツに、シンプルなカーキ色のカットソーをアクセサリーで飾った、シンプルでもちょっとおしゃれに気をつかった格好だが、理沙は部屋着なのか、Ｔシャツにスウェットのズボンというすがたである。

　ただ、このＴシャツ一枚というのがくせ者で、理沙のボリュームのある胸に気をとられて集中力を欠いたのか、男連中は連敗を重ね、特に真吾は、風呂場でのことを根に持っているらしいリーナの集中攻撃を受け、散(さん)々(ざん)な状況だった。

　あまりに負けすぎて「ふん、貴様らの実力はその程度か」と、初めてトランプに触ったリーナに鼻で笑われては男の沽(こ)券(けん)に関わると巻き返しを図ったが、トランプごときで資(し)本(ほん)主(しゆ)義(ぎ)の縮(しゆく)図(ず)のような搾(さく)取(しゆ)の憂(う)き目(め)に遭い、貧民は最後まで貧民のままで終わるという悲しい現実を見せつけられる悲(ひ)惨(さん)な結果となった。

　小(こ)腹(ばら)が空いてきたので買い出しに出かけようとすると、なんと清美がおやつを作ってきたという。

　みんなでお菓子を作って以来、清美は料理に目覚めたらしく、最初の頃は見た目も味も地獄的なカオスが錯(さく)綜(そう)し氾(はん)濫(らん)する恐るべき仕上がり具合だったが、回数を重ねるごとに腕も上がり、最近では目指す料理の原型がかろうじて見え始めたというところまで成長していた。ただ、その成果を口に運ぶには、まだまだ勇気がいるような腕前ではあるのだが。

　清美はバッグから透(とう)明(めい)なタッパーを取り出した。

　中には乳(にゆう)白(はく)色(しよく)の、ゲル状の物体が入っている。

　イヤな予感がしたが、いちおう、真吾は訊いてみた。

「これは、なんだ？」

「……フルーチェ」

　真吾は安(あん)堵(ど)した。フルーチェならば、そんなにおかしい味にはならないだろう。ちゃんとそれらしく固まっているところを見れば、問題はないようだ。

「いや待て！　それ、いままでバッグの中に入ってたんだろ!?」

　光夫が指摘すると、清美はこっくりと頷いた。

「このクソ暑い中、ずっとバッグの中に入れてあったのかよ！」

「……うん」

　全員、ギョッとなった。

　腐(くさ)ってる。

　それは確実に、腐っている。

　だが、清美が興味を示し、普通の女の子になろうと頑張って作ったものなのだ。捨ててしまうのは簡単だが、彼女の努力の結(けつ)晶(しよう)をムダにするのは抵抗があった。

「ど、どうする？」

　小声で、緊(きん)急(きゆう)の対(たい)策(さく)会(かい)議(ぎ)が開かれる。

「どうするもこうするも、食えないだろ、こんなの」

「で、でも、す、捨てちゃうのは、か、かわいそうなんだな……」

「腐ったものを喰わされる俺たちもかわいそうだろ！」

「そうだ、タロウを分身させて頭数を多くすれば、一人が食べる量は少なくて済むんじゃないか？」

「わざわざ分身して食べるなど、不自然極まりないと思うがな」

「う……」

「なら、淳の瞬間移動だ。口に入れた瞬間に移動させれば、少なくとも体内には入らない」

　ということで、一人一人、おそるおそるフルーチェを口に運び、そのたびに淳が瞬間移動でフルーチェをどこかへ瞬間移動させるという作業が行われた。

　案の定、フルーチェは腐っていたらしく、ツンとする匂いが鼻をつき、口に入れた際に酸(す)っぱい味が広がったが、それ以上の被害をこうむることはなく、真吾たちは全員、無事に生(せい)還(かん)し、清美も満足そうに微笑んで「……また、頑張る」とさらなるやる気をみせるのだった。

　もちろん、フルーチェだけでは腹がふくれないし、なにも食べていないのだから、結局は買い出しに出かけることになった。

　お菓子やらおつまみやら、誰かがこっそりお酒やらを持ち込んで、大夜食大会が開(かい)催(さい)された。

　理沙と柚子はお酒が入ったのか、赤ら顔で上(じよう)機(き)嫌(げん)だったし、リーナと清美はスナック菓子に夢中になった。大輝はカメラ片手に渋(しぶ)くスルメイカをかじり、タロウはちゃっかり薫の膝に乗ってお菓子を催(さい)促(そく)している。

　真吾たちは談(だん)笑(しよう)しながらお菓子をつまんでいたが、薫が「もう、お兄ちゃんったら……」と淳の頰(ほお)に付いたお菓子のクズを手で取って自分の口に放り込むに至(いた)って、「妹に変なことやらせるんじゃねぇ！」と光夫の怒りを買うことになった。

「ちょっと、お兄ちゃん。あちこちこぼしすぎだよ。それにこのシャツ……。なんでこんなヨレヨレなの？　もっとちゃんとした服はないの？　ない？　私がいない間、どんな生活してたのよ……」

　薫は呆(あき)れながらも、甲斐甲斐しく淳の世話をする。

　真吾と穂香はその様子を微笑ましく見守った。

　腹ごしらえが済むと、今度は麻雀(マージャン)をすることになった。

　大ハリキリなのは、すっかりできあがった柚子と理沙で、静かに燃えているのが光夫だった。残りのメンツは入れ替わりで卓についたが、なぜか真吾のときを見はからったように点棒を奪っていく。

　おまけに、ほとんどの連中が点数計算できないのをいいことに、柚子と理沙は「七九四（なくよ）ウグイス、平(へい)安(あん)京(きよう)！　三(サン)暗(アン)刻(コー)・跳(ハネ)満(マン)！　三二〇〇〇点！」とか、「東西南北中央不敗！　ダブルの三乗役満！　五〇〇〇〇〇点！」とか、なにやらいいかげんっぽい役で上がってはむちゃくちゃな点数を要求して、あっという間に真吾を丸裸にした。

「よ、よかった……。脱(だつ)衣(い)麻雀にしなくて本当によかった……」

　そういう提案を理沙から受けていたのだが、穂香とリーナによって却(きやつ)下(か)されていたのだ。

　その後、穂香はとにかく相手に振り込みまくり、淳は高い手を狙(ねら)って上がれずに自(じ)滅(めつ)し、大輝はタロウを使って相手の手牌を探らせたが効果なく敗北した。

　清美は「……綺麗だったから」と、「清(チン)一(イー)色(ソー)」なる役を作って周囲を驚かせたが、上がることができたのはそれ一回だけで、リーナはこれも初めてにしては善(ぜん)戦(せん)したが、僅(きん)差(さ)で破れた。

　最後に薫が卓に付いたが、ここでビギナーズラックが作動したのか、「タンヤオ、ドラ一四」とか、「ダブルリーチ、一発、面前ツモ、一(イツ)気(キ)通(ツウ)貫(カン)」とか、「九(チュー)蓮(レン)宝(ポウ)燈(トー)・九面待ち」とか、理沙や柚子だけでなく、光夫まで腰を抜かすようなとんでもない（らしい）役で次々に上がり、最終的には薫の一人勝ちとなったのだった。

「ブイっ！」

　どうだと言わんばかりに、淳の顔の前でＶサインを作ってみせる。淳は「やっぱり薫は可愛いんだなぁ」と意味の通らないことを言って、薫を褒(ほ)め称(たた)えた。

　

　

　気が付けばもうすぐ日付が変わるところだった。

　思わずただの旅行のようなノリになってしまったが、世界の危機が迫っているのは確かなのだ。

　午前〇時という時間に嫌な思い出のある真吾は、宿を抜け出して一人、世界の危機が起きるという兄妹岬へと向かった。

　前回の危機は、日付が変わると同時に、世界を滅ぼす魔神が復活した。もしかしたら、それと同じようなことが起こるのではないかという危(き)惧(ぐ)があったのだ。

　もちろん、気にしすぎであるということもわかっている。世界の危機を感じられる穂香が何も口にしないのだから、すぐに危機が訪(おとず)れるというわけでもないのだ。

　それでも、真吾は気になってしまうのだ。それが世界の危機に引き寄せられている証拠だと誰かに言われたなら、真吾は否定できなかったかもしれない。世界の危機と真吾の間には、なにやら密接な関係があるらしいのだ。本人に自覚も心当たりもないだけに、勘(かん)弁(べん)してくれというのが本(ほん)音(ね)だった。

「真吾くん」

　声に振り返ると、後ろから穂香が追いかけてきた。

「穂香、どうしたの？」

「それはこっちのセリフですよ。真吾くんこそ、どうしたんですか？」

「ん、まあ、ちょっと気になってさ。散歩がてら兄妹岬まで行ってみようかなって」

「そう、ですか。一人で黙って出て行ったって先輩から聞いて、心配しちゃいましたよ」

　誰にも見つからないように出てきたはずなのだが、どうやら自分には隠(おん)密(みつ)の才能はないらしいと苦笑した。

「やっぱり、松川さんと薫ちゃんのことですか？」

　図(ず)星(ぼし)を突かれ、真吾は眉(まゆ)根(ね)を少し寄せてから答えた。

「まあ、ね」

　そうして、穂香と肩を並べて歩き出した。

　真吾は自分の考えを、穂香に話した。

　穂香が薫に世界の危機の波(は)動(どう)を感じないというのだから、世界の危機ではないのだろう。だが、世界の危機の元(げん)凶(きよう)と無関係であるとは思えない。

　生き返るタイミングも、真吾たちの前に現れた場所も、疑ってくださいと言っているようなものだろう。それ以前に、生き返るということ自体が、異常なのだ。

　そうなると、真吾たちが抱いた最初の疑問に戻ってくる。

　薫は本物なのか。

　淳はもう、本物だと信じ切っているようだ。真吾たちも、仲の良い二人を見ていると、信じたくなってくる。いや、もう、淳の妹だと確信しているのかもしれない。

　最初から疑いの目を向け続けていた光夫も、今では何も言わなくなっている。こちらは、偽者であるという証拠がつかめないからなのかもしれないが。

「あの二人の姿を見ていれば、信じたくもなりますよ」

　真吾の言葉を受け、穂香は呟いた。

「あの仲の良さは、お互いを信頼し、想いあってるからこそだと思います。一(いつ)朝(ちよう)一(いつ)夕(せき)であそこまでの信頼関係を築(きず)けるものじゃありません」

「そうだよなぁ」

　もし偽物なら、どこかでボロが出る。だが、いままで淳が、まるで疑わないのだから、完(かん)璧(ぺき)に薫を演じているということになる。偽物なら、という話だが。

「やっぱり、本物か……」

「でも、仮に本物だったとしても、次の疑問が出てくるんですけどね」

　神様は、なぜ薫を蘇らせたのか。

　そしてもう一つ。

　薫の言う神様は、真吾たちの知っている神様なのか、ということだ。

　気が付くと、二人は兄妹岬にたどりついていた。

「どう？」

「昼間と変わりません」

　相変わらず、何かが起こる気配はないようだ。

「貴様ら、二人で何をしている」

　いきなり背後から声をかけられ、真吾は飛び上がりそうになった。

　見れば、リーナと清美がやってくる。

「な、なんだ、どうしたんだよ、二人でこんなところへ……」

「そんなことはどうでもいい。何をしているのかと聞いている」

「そ、それはこっちのセリフだ。おまえたちこそどうしてこんなところに来たんだよ」

「貴様らがコソコソ出かけていくのを目撃していたからだ」

　隠れてきたはずが、バレバレだったらしい。

　リーナは苛(いら)立(だ)ちを隠そうともせず、腕を組んで真吾を睨みつける。

「二人きりで密会とは、いやらしいな」

「何が密会だよ。偶然会っただけだ」

「偶然か？　ホノカはシンゴの後を追っていったようだが？」

　やけに不機嫌な調子で、つっかかってくる。

「貴様はわたくしの婚約者なのだぞ。夜中にホイホイ他の女とつるんで歩くようなマネはやめろ」

「なんだよ、いきなり。婚約者として認めないとか言ってたわりには、ずいぶん束(そく)縛(ばく)するじゃないか」

　リーナは眉をつり上げて怒鳴った。

「認めようが認めまいが、強制的だろうがなんだろうが、婚約者が他の女と一緒にいれば面(おも)白(しろ)いはずがないだろう！」

　真吾は呆(あつ)気(け)にとられて、おそるおそる確認してみた。

「おい、まさか、おまえ、嫉妬してるのか……？」

「な、なんだと！」

　真っ赤になって、否定する。

「そ、そんなことはない！　心情的に面白くないというだけだ！　わたくしは王女だぞ！　誰からも敬(うやま)われ、愛される存在だ！　そんな王女が一人の男の手(た)綱(づな)も操(あやつ)れないようでは、わたくしの沽券に関わるのだ！　だから癪(しやく)にさわるだけだ！　嫉妬などでは断じてない！」

　いまいち違いがよくわからない。

　大声を出してしまったことに気付いたのか、リーナはうつむき、ポツリと漏らした。

「やはり、胸が大きい方が好みなのか……」

「は？」

「……貧(ひん)乳(にゆう)も、ステータス」

　どこで覚えてきたんだというようなセリフを言いながら、清美が割り込んでくる。

「……大きいのと小さいの、どっちが甘いか、試してみる？」

「おぉい！　清美！　正気か!?　なにを言ってるかわかってるか!?」

「……わかってる」

「ほんとかよ！」

「……二人きり、ずるい。……今度は、私の番。……女の子は、食べてみないと、わからない」

「おいおい……」

　脈(みやく)絡(らく)もなく凄(すご)いことを言っている。

　清美は挑(ちよう)発(はつ)的(てき)に近寄ってくるし、リーナは唇を尖(とが)らせて舌打ちを繰り返し、穂香は真吾の横でうろたえ、三人の様子を窺うことしかできない。

　なんでこんな修(しゆ)羅(ら)場(ば)みたいになってるんだ？

　戸惑いのあまり途方に暮れていると、突然、地面が揺れた。

　地震だった。

　さほど大きくはないが、慌てたリーナがバランスを崩したので、真吾はその腕をつかんで支えてやった。

「なっ……！」

「少しおとなしくしてろ！」

　腕をつかんだまま、揺れが収まるのを待つ。

「また、か」

「本当に多いですね。今日だけで三回目ですよ」

「変なことにならなきゃいいけど……。あ、収まったな。おい、リーナ、だいじょうぶか？」

「だ、だいじょうぶだ！」

　つかんでいた腕を振り払われる。

「おまえなぁ、何を怒ってるか知らないけど、そういう態度はないだろ？」

「う、うるさい！　人の腕を気安くつかむ方が悪い！」

「支えてやったのに、その言い草はなんだよ！」

「頼んだ覚えはない！」

　さすがに真吾も、どこかリーナがおかしいことに気がついた。生活する世界が違うせいか、真吾よりも大人っぽいところのあるリーナにしては、理由もなくかんしゃくを起こし、ダダをこねて大人を困らせるような子供に見える。

「なにがあったか知らないけど、まずは立てよ」

　もう一度、手を差し出すと、今度のリーナはさっきよりも激しく振り払った。それどころか、真吾の体を腕全体で押すようにして、払いのけた。

　真吾は大きくバランスを崩した。尻(しり)餅(もち)をつくのをこらえて後ろによろめくと、転(てん)落(らく)防(ぼう)止(し)の柵(さく)にぶつかった。

　そのとき。

　まるで見計らったかのように――

　風が、吹いた。

　目を開けていられないほどの、強い風だった。

　地面から巻き上げるようなその風が、真吾の体を、中(ちゆう)空(くう)へと、持っていった。

　それは、ほんの一瞬の出来事だった。

「――――」

　声もなく……。

　何が起こったのか理解する間もなく……。

　浮き上がった真吾の体は柵を越え、一度腰を地面に打ち付け……、

　真吾は頭から、崖下へと、転落した。

「なっ……！」

　リーナは絶句したが、その横を、穂香が素早く駆け抜けた。

　穂香は一瞬のためらいもみせず、柵を跳(と)び越(こ)え、間(かん)髪(はつ)入(い)れずに、海へと身を躍(おど)らせた。

　リーナは真吾を押しのけた体勢のまま、固まっていた。

　体が震える。後(こう)悔(かい)が押し寄せてくる。

「…………」

　清美はリーナに一(いち)瞥(べつ)をくれると、穂香の後を追うように、柵を越えて飛び降りた。

　リーナはまだ動けなかった。永久にそのままではないかと思うほどに、体が固まっていた。

　自分の、せいだ。

　自分のせいで、真吾は落ちた。それを追って、穂香と清美も、荒れ狂う海へと飛び込んでいってしまった。

「ば、バカ者が……」

　唇を震わせて、それだけをやっと口にする。

「ば、バカ者が！」

　それは、誰に対して罵(ののし)った言葉だったのか。

　考えるよりも早く、体が動いた。

　柵を越え、一度地面に着地するようなマネはせず、その一跳びで、海へと飛び降りる。

（死なせるものか）

　迫りくる闇に染まった海面を見やりながら、リーナは叫ぶ。

（こんなバカげたことで、死なせるものか！）

　だが……。

　海面に衝(しよう)突(とつ)する衝撃は、リーナの予想を遙(はる)かに超えていた。

　リーナの小さな体は、黒い波間に飲みこまれ、消えていった。







　その光景を、遠くから一つの人影が眺めていた。

「あーあ、王女様に巫女ちゃんまで一緒とはね……」

　どうしようかな、と頰に人差し指を当てて考え込んでいたが、やがて開き直ったように、その人影は踵(きびす)を返した。

「ま、支(し)障(しよう)はないか。あとは真吾くんが、うまくやってくれるでしょ」

　そう言って、呑(のん)気(き)な足取りで、武(たけ)石(いし)理沙は、来た道を引き返すのだった。
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　何かひんやりした柔(やわ)らかいものが体に覆(おお)い被(かぶ)さってくる感触で、真(しん)吾(ご)は目を覚ました。

「…………」

　目を覚ました先で、真吾の胸に顔を埋(うず)めている清(きよ)美(み)と目が合った。

　清美はピッタリと、真吾の体に抱きついている。

「な、なにやってるんだ？」

「……寒さを防ぐには、人(ひと)肌(はだ)が一番」

「それは、雪山で遭(そう)難(なん)したときの話じゃないか？」

　一瞬の沈(ちん)黙(もく)の後、清美は悪びれた様子もみせず、言った。

「…………間違えた」

　裸(はだか)になっていなくてよかったと、真吾は心の底から安(あん)堵(ど)した。

　清美が離れると、真吾は上体を起こし、周囲を見回してみた。

　そこは洞(どう)窟(くつ)のような場所だった。光が差し込むような場所は見あたらないのに、やけに明るい。

　真吾は頭を振って、どうして自分がこんな所にいるのか思い返した。

　崖(がけ)から落ちたのは覚えている。その途中で、穂香(ほのか)が自分の名前を呼びながら、追いかけるように崖から飛び降りた姿も目撃している。着水の衝(しよう)撃(げき)で、一瞬だが意識が飛んだのも記憶にある。

　そこから一度、海面に顔を出して息(いき)継(つ)ぎをした。そのときすでに穂香の姿は見えなかった。代わりに、清美が海へ飛び込むのが見えた。続いて、リーナまでが飛んだ。

　やめろと叫(さけ)ぼうとしたが、荒(あら)波(なみ)に押し込まれ、果たせなかった。

　何度か波にもてあそばれているうちに、意識を失ったらしい。

　気がついたら、この洞窟らしき場所で倒れていた。

　真吾は体のあちこちを動かしてみた。所々に擦(す)り傷(きず)はあるものの、折れたり捻(ひね)ったりという箇(か)所(しよ)はないようだ。

　念のため清美にもケガがないか確認するが、真吾と違って擦り傷すら負ってないようだった。

　ひとまず無事なことに安堵するが、すぐに他の二人のことが気にかかった。

「お、おい、穂香とリーナは……」

　言いかけて、すぐ脇に倒れている穂香に気がついた。

「おい、穂香、大丈夫か？」

　肩を揺(ゆ)すると、穂香は顔を歪(ゆが)めて水を吐(は)きだした。

「う、げほっ、げほっ……。し、真吾くん？」

　激しく咳(せ)き込(こ)みながらも、体を起こそうとする。

「ムリするな。少し横になってたほうがいい」

「は、はい……」

　言われるがままに、穂香は荒い呼吸を繰り返しながら、起こしかけた体を再び横たえた。

　見た限りでは、穂香にも大きなケガはないようだ。

「リーナ、リーナは？」

　辺りを見回すと、少し奥にリーナの姿があった。

　慌(あわ)てて駆(か)け寄(よ)り、同じように肩を揺すってみるが、動かない。

「おい、リーナ！」

　耳元で怒(ど)鳴(な)っても、反応しない。よく見れば、胸が上下している様子がない。ためしに口と鼻に耳を寄せてみるが、呼吸音がまったく聞こえない。

「ま、マジかよ……」

　真吾は焦(あせ)った。すぐに人工呼吸という単語が浮かんでくるが、その方法までが浮かんできてはくれなかった。

「お、落ち着け、落ち着けよ、落ち着くんだ、俺(おれ)！」

　自分に言い聞かせ、必死に方法を思い出す。

　そう、とにかく、酸(さん)素(そ)を体内に送り込んで、心臓マッサージだ。

　胸の上に手をあてようとして、思いとどまる。

　人工呼吸と心臓マッサージ、どちらを先にするべきか。いや、どっちでもいい。こういうのは一(いつ)刻(こく)を争うと聞いた。どっちが先だろうがかまわないし、かまっている余(よ)裕(ゆう)もない。

　胸の上に両手を重ねて置いた。

　この期(ご)に及(およ)んで「触るな！」というリーナの声が聞こえたような気がして、手を離しそうになる。

　真吾は頭を振った。そんなことにかまっている場合ではない。文(もん)句(く)があるなら、あとでゆっくり聞く！

　リーナの体は服越しにもひんやりと冷たかった。水に濡(ぬ)れたせいなのか、それとも心臓が止まっているせいなのかは知らないが、このままにさせるわけにはいかなかった。

　腕に体重をかける。

　まず、一押し。
















　だが、肋(ろつ)骨(こつ)に守られた胸は意外なほどの抵抗を示し、びくともしない。テレビなどで見るマッサージはもっと激しかったと思い直し、今度は全体重を乗せるように押し込む。

　すると、ギョッとするほど胸が沈んだ。続けようとした真吾の動きがピタリと止まる。あまりに深く沈んだものだから、どこかを壊(こわ)してしまったのではないかと不安になるほどだった。

　それでも、リーナはピクリとも動かない。

　意を決し、三度、心臓マッサージに挑(いど)む。

　もう驚いたりためらったりはせず、何回か続けて力をこめる。

　これで息を吹き返してくれと思ったが、リーナはまだ息をしない。

　真吾は人工呼吸するために体(たい)勢(せい)を変え、リーナの顔に覆い被さる。

　そういえば気(き)道(どう)確(かく)保(ほ)が必要だったことに気がつき、震(ふる)えそうになる手でリーナの顎(あご)を上げた。

　そうして頭を固定するように両手でしっかり支え、顔を近づける。

　また「このハレンチ漢(かん)が！」というリーナの声が聞こえたような気がしたが、「不(ふ)可(か)抗(こう)力(りよく)だからな！」と一(いつ)蹴(しゆう)した。

　唇(くちびる)を重ね、空気を送り込む。

　一度口を離し、息を吸い込んで、また送り込む。

　何度か繰り返した後、心臓マッサージに戻る。

　ぎこちないながらも心臓マッサージと人工呼吸を繰り返していると、リーナはむせながら水を吐きだした。

「リーナ、大丈夫か!?」

「う、あ……、ハッ！　き、貴様、何をしている！」

「何って……」

　心臓マッサージをして、人工呼吸をしていただけだ。

「って、いや、待て！　これは！」

「死ね、このハレンチ漢が！」

　顔面を全力でぶん殴(なぐ)られた。

　リーナは体を横たえたまま、涙目になって息を荒げた。

「き、貴様が、意識を失った相手に、手を出すような、さ、最低の愚(おろ)か者(もの)だとは、思わなかったぞ！」

　息を吹き返したばかりだからか、まだ呼吸が整(ととの)わないらしい。

　真吾は痣(あざ)になって腫(は)れているだろう頰(ほお)を押さえながら、リーナから離れた。

「せっかく助けてやったのに、またこの仕打ちかよ……」

「助けた、だと……？」

「いや、まあいいさ。気にするな」

　人工呼吸したなどと言えば、変に気まずくなりそうだ。

「それより、だいじょうぶか？　まだ辛(つら)いだろ。ムリしないでしばらく横になってろよ」

「あ、ああ……」

　だいぶ落ち着いたのか、素直に体を横たえる。

「……わたくしは、貴様に、助け、られたのか」

「いいから、気にするなって」

　リーナが黙り込むのを見届けて、真吾は改(あらた)めて洞窟内を観察しようと思った。

　それを遮(さえぎ)るように、清美がすり寄ってくる。

「ん、どうした？」

　清美は無言で、スッと顎を上げて唇を突き出した。

「……なんのマネだ」

「……リーナちゃんだけ、ずるい」

「なにが」

「……ん」

　唇をちょんちょん、と指で叩(たた)く。

「って、バッ！　そ、それは、緊(きん)急(きゆう)用(よう)でだな！　やましい気持ちとかそういうのでやったわけじゃないぞ！」

「…………？」

「あれは人工呼吸と言ってだな！　ってああ！　そんなこと説明してもわからないか！　とにかく、違う！　以上！　疑問も質問も受け付けません！」

　ピシャリと拒(こば)むが、清美はあまり納(なつ)得(とく)しないようだった。納得しなかろうがなんだろうが、諦(あきら)めてもらうより他にない。

「ああ！」

　いきなりの大声に、真吾は思わず飛び上がった。見れば思い詰めたような表情で、穂香が上体を起こしていた。

「ど、どうした、穂香」

「い、いえ、その、あ、あの……、あ、め、目(め)眩(まい)が……、きゅう……」

　パタン、と倒れる。

「穂香!?」

　慌てて駆け寄るが、反応がない。まさかと思って鼻先に手をやると、案の定、呼吸をしてなかった。

「うぉぉぉぉ、穂香もか！　くそっ！」

　人工呼吸の体勢に入ろうとして、ふと清美の視線に気付く。

　ここでもう一度人工呼吸をしたら、清美の追究はかわせないかもしれない。

　そんな不安に襲(おそ)われ、いっそ清美に任せようかとも思ったが、原理を説明している暇(ひま)はないと思い直し、ではリーナに託(たく)そうかとも考えたが、体力を消(しよう)耗(もう)している状態ではムリだろうと判断し、結局、人命救助を優先にして、あとはなるようになれと心を決めた。

「よし、行くぞ！」

　気合いを入れて、気道の確保。

　両手で穂香の顔を包み込み、顔を近づける。

　と……。

　いきなり、穂香の目が開いた。

　超(ちよう)至(し)近(きん)距(きよ)離(り)で、二人の視線が絡(から)まり合う。

　真吾はその瞳(ひとみ)に魅(み)入(い)られ、身動きがとれなくなった。

　そこにあったのは、ガラスのような、表情の読み取れない硬(こう)質(しつ)な輝きだった。

「……グラン、か？」

「そうだ」

　グランとは、グランディオーソという独(どく)立(りつ)思(し)念(ねん)体(たい)である。

　神様が穂香に「役にたつから」と与えたらしいのだが、この世界を守るために地球を滅(ほろ)ぼそうとしたこともある、物(ぶつ)騒(そう)な存在である。

「どうしたんだよ、急に」

「住(すみ)吉(よし)穂香が意(い)図(と)的(てき)に倒れたので、不(ふ)審(しん)に思ってな」

「は？」

「それより、そなたに伝えねばならんことがある」

「な、なんだよ」

「この奥から、世界の危機の波(は)動(どう)を感じるのだ」

　グランは目だけで、洞窟の奥の方を指し示した。真吾も慌てて顔を向ける。

「この、奥なのか？」

「うむ。住吉穂香は体力を消耗していたゆえ、気づく余裕がなかったのだろう。だが、これだけはそなたに伝えねばと思ったのでな」

「あ、ああ、ありがとう……」

「後は、そなたらに任せる。頼むぞ」

　ふと、穂香の瞳に感情の色が戻る。

　至近距離で、二人の視線がぶつかった。

「…………」

「…………」

「……穂香」

「……はい」

「……目、覚めた？」

「……はい」

　気まずくなって、慌てて離れる。

「そ、そういえば、グランがなんかおかしなこと言ってたけど……。意図的に倒れたとか、なんとか」

「い、いえ、そんなことはないです！　別になんでもないです！　ちょっと、頭がクラッとしたから横になっただけなんです！」

「え、でも、息をしてなかったような……」

「きき、気のせいですよ！　はい！　気のせいです！」

「そ、そっか、気のせいか……」

「は、はい……」

　顔を真(か)っ赤(か)にして、うなだれる。

「はぁ……」

　おまけに、力なく、ため息までついた。

「グランのバカ……」

「は？」

「い、いえ、なんでもないです！　すいません！　ありがとうございます！」

　感謝されるようなことは何もしてないのだが。

　真吾は気まずさから逃げるように立ちあがり、周囲を見回した。

　洞窟の幅(はば)は、両手を広げた真吾二人分くらい。高さは、真吾の身長よりもわずかに高い。奥行きは、よくわからないが、まだ先はありそうだった。

　穂香の脇(わき)には、マンホール大の水が溜(た)まっている。ただの水溜まりかと思ったら、覗(のぞ)き込(こ)むとかなり深いことがわかった。

「俺には記憶がないんだけど、ここまで運んでくれたのは、清美か？」

　清美は首を振る。穂香とリーナに目を向けると、二人とも疲れ切った表情で、それぞれ首を振った。

　とうことは、自分たちは自然にここまでたどり着いたということか。

　水たまりは波のようにゆらゆら揺れている。おそらく、外の海と繋(つな)がっているのだろう。ということは、これは通路か何かだろうか。そして自分たちは、この通路を通ってきた……？

　いや、偶然たどり着けるほど、しかも水から上がれるほどの海(かい)流(りゆう)はないように見える。ならば……。

　反対側の、奥からやってきたのか。そして、ここにいるということは、誰(だれ)かが自分たちをここまで運んできたということだ。

　真吾は意を決して、奥へと足を向けた。

　ろくに進まないうちに、あっさりと行き止まりになった。ということはやはり、自分たちはあの水たまりの奥からやってきたことになる。

　そこで視線を落とした真吾はギョッとなった。

　あるはずのないものを目にして、悲鳴を上げそうになった。

「な、なんで……」

　そこにあったのは人形だった。

　淳(じゆん)がなくなったと騒いでいた、薫(かおる)ちゃん人形だった。

「なんで、これが、こんなところに……！」

　さらに真吾は、信じられないものを目にする。

　人形の傍(かたわ)らに、一つの石が置かれていた。

　てっぺんはひび割れており、ちょっとした衝撃で二つに割れてしまいそうな石だった。

　そしてその石の表面には、何かの文字を崩(くず)したような、不思議な紋(もん)様(よう)が描(えが)かれていた。

　忘れもしない。

　これは、清美を操り、世界を滅ぼそうとした、魔(ま)神(じん)が使っていた紋様だ。
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　一カ月ほど前、真吾たちは魔神という世界の危機に立ち向かった。魔神は不思議な紋様が描かれた石に封(ふう)印(いん)されていたのだが、巧(こう)妙(みよう)な計画により真吾たちは復活を許してしまった。

　真吾の力をうまく使って撃(げき)退(たい)することに成功はしたが、できることなら、もうお目にかかりたくない代(しろ)物(もの)だった。だが、あのときにさんざん目にした紋様がいま、再び、目の前にある。

　しばらく立ちつくしていた真吾だったが、背後に気(け)配(はい)を感じて振り向いた。

「真吾、くん？」

「穂香か。大丈夫なのか？」

「は、はい。あの、どうしたんですか……？」

　真吾は穂香に薫ちゃん人形と、紋様の描かれた石を見せた。真吾同様、穂香も息を呑(の)んだ。

「この石から、世界の危機は感じるかい？」

「え、あ、はい。そうです、感じます」

　真吾は腕を組んで考え込んだ。

　これで、いくつかわかったことがある。

　この場所は、あの崖の真下辺りにある洞窟だということ。

　世界の危機には今回も魔神が絡んでいること。

　さらに。

「俺たちをここへ導いたのは、こいつかもな」

　紋様の描かれた石に目をやる。

　真吾は世界の危機を惹(ひ)きつける特(とく)殊(しゆ)な運命の持ち主らしい。それが今回は、世界の危機の方が、真吾をこの場所へ呼び寄せたのだ。そうでなくては、自分たちが無事でこの場にいる説明がつかない。

「どうやっても、俺にまとわりついてくる気か」

「真吾くん……」

「穂香、瞬(しゆん)間(かん)移(い)動(どう)石(せき)は持ってる？」

「いいえ」

　真吾も持ってきていない。これからはどんなときでも肌身離さず持ち歩こうと決め、真吾は穂香と向かい合って座り込んだ。

　魔神はまだ復活していない。だが、その力の一(いつ)端(たん)は、すでに外(がい)界(かい)に影響を及ぼしている。それが薫だ。この場で命を失い、蘇(よみがえ)った淳の妹。その彼女が大切にしていた人形が、ここにある。

　状況的に考えて、薫を助けたのは神様ではなく魔神だろう。魔神がなぜ薫を助けたのかはわからないが、これで、薫は無関係ではないということになる。だが、その薫に、世界を滅ぼすような兆(ちよう)候(こう)は見られないという。

「この魔神は、清美さんとも関係あるんでしょうか？」

　ある、と答えようとして、真吾は考え直した。よく見ればこの石に描かれた紋様は、清美のときとは少し形が違うようだった。

「つまり、ここには二人目の魔神が封(ふう)じ込(こ)められてるっていうことか」

　リーナたちの神様が言うには、魔神は数多く存在しているらしい。神になりそこねた人間のなれの果てとはいえ、神に近づこうとしたその強大な力は多くの災(わざわ)いをもたらした。リーナたちの祖先を滅(めつ)亡(ぼう)寸前にまで追い込んだのも魔神たちで、ここに封じられているのもそんな一人なのだろうが、こうポンポン出てこられたのではたまったもんじゃない。

　とはいえ、相手が魔神とわかって少し気が楽になった。魔神はリーナの魔(ま)剣(けん)があれば倒すことができるのだ。

「シンゴ」

　そのリーナの声に、真吾は振り返った。

　リーナは起きあがり、岩肌に背中を預(あず)け、足を投げ出して座り込んでいた。

「どうした。まだ疲れてるだろ。寒くないようだったら、眠ってもいいぞ」

「いや……、その……」

　リーナにしては珍(めずら)しく、言いたいことがうまく言えないようだった。

　一方的に売られたとはいえ、ケンカをした後だったので、真吾はいい機会だと辛(しん)抱(ぼう)強(づよ)く言葉を待った。

「……シンゴ」

「うん」

「その……」

「ああ」

　リーナは足を引き寄せ、体育座りの格(かつ)好(こう)になり、真吾から顔を隠すように膝(ひざ)の上に額(ひたい)を乗せた。

「……すまん」

　突然の謝罪に、真吾の思(し)考(こう)回(かい)路(ろ)は停止した。

「助けてもらったくせに、ぶん殴ってしまって……、悪かった」

「……い、いや……」

　かろうじて、それだけ口にする。

「そもそも、シンゴは何も悪くはない」

　表情を隠したまま、リーナは普段からは想像できないほど頼りない声で、言う。

「最近のわたくしは、どこかおかしい。変にイライラすることがある。そのイライラの捌(は)け口(くち)に、シンゴを使ってしまったのだ。本当にすまん。シンゴは、わたくしのとばっちりを受けただけだ。シンゴは悪くない。わたくしが悪い。それは、わかっている。わかっているのだが……」

　言葉が続かなくなる。

　リーナに何があったのかはわからない。けれど、こうして謝っている以上、真吾としては意地を張る理由は何もないのだった。

「なあ、リーナ」

「許せないというなら、わたくしをぶん殴ってもいい。それで真吾の気が済むなら……」

「誰も、そんなこと望んでないよ」

　真吾はリーナの側(そば)に行って、しゃがみ込んだ。

「それに俺がほしい言葉は、謝罪の言葉なんかじゃない」

　リーナは顔を上げた。その顔を見て、真吾は内心の動(どう)揺(よう)を悟(さと)られないようにするので必(ひつ)死(し)だった。

　見たこともないほど、リーナは憔(しよう)悴(すい)していた。不安に怯(おび)えるように、瞳が揺れていた。

　最初、真吾に許してもらえないのではと考えて不安になっているのかと思ったが、真吾一人に許されないくらいでここまで打ちのめされるリーナではないと思い直した。もっと別な理由で、おそらく、本人が言うように、自分でもよくわからない理由で、不安になっているのだろう。

　だから真吾は言った。少しでも、その不安が軽くなるように。

「こういうときはまず、『ありがとう』、だろ？」

　リーナは情けなく顔を歪めて、また顔を伏せた。

「貴様は……」

「俺が、どうしたよ」

「……いや、いい」

　見当違いに慰(なぐさ)めてしまったのかと自分の方が不安になり、真吾は穂香に助けを求めた。しかし穂香は首を振るだけだった。真吾でなくては、リーナの不安は解消できないと知っているかのような顔だった。

「……なあ、俺にはリーナがそんなに変だったとは思えないんだよ。今日は確かにちょっと変だったけどさ。その、最近変になったっていうのは、いつ頃からか、わかるか？」

「……わかる」

　思いもかけず断言されて、真吾は驚(おどろ)いた。

「それは、いつからだ？」

「貴様がムチャをやらかして、死にかけたときからだ」

　これまた絶(ぜつ)句(く)する。

　前回の戦いで、真吾は自分の中に入り込んできた魔神を倒すために、自らリーナの魔剣を胸に突き刺したのだ。

　それで魔神を倒すことには成功したが、おかげで真吾は生死の境(さかい)をさまようことになったのだ。グランのおかげで一命はとりとめ、奇跡的な回復をしたのだが……。

　まさかそれが絡んでくるとは思いもしなかった。いや、そもそも、自分が絡んでくることすら想像できなかったのだ。

「それで、どう変になってるんだ……？」

「わからん。うまく言葉にできないもやもやが胸の中にあって、それがまったくつかみどころがなくわだかまっているものだから、ちょっとしたことで苛(いら)ついたり頭に血が上ってしまうんだ」

「まさか、俺のせい……？」

「いや、貴様のせいではないだろう。おそらく、わたくしの心が弱いせいだ。どうすればこのもやもやが解消できるかは分からないが……、まあ、貴様が気にすることはない」

「そうか？」

「そうだ。まあ、わたくしの話はそれだけだ」

　気持ちを切り替えるように、リーナはわざとらしい明るい口(く)調(ちよう)で言って、顔を上げた。

「当面の問題は、わたくしのことよりも、ここからどう脱出するかだ」

　いつものリーナに戻ったようなので、真吾も頭を切り換えることにした。

　脱出するにしても、脱出路は一つしかない。

　おそらく自分たちが呼び寄せられただろう、マンホール大の水路だ。しかし、どれくらいの距離があるのかわからないのでは、試(ため)そうにも危なくて試しようがない。

「魔神は、いつ復活するんでしょうか」

　それも問題だ。

　できることならば、魔神が復活する前に、ここから脱出したいところである。

　真吾は考えた。

　現状では、何も起こらない。魔神が復活するのも、もう少し先かもしれない。だが、いずれ魔神は復活するだろう。

「……早いか遅いかの違いか」

「どうするんですか？」

「魔神を復活させる」

　復活するからには、魔神もここに閉じこめられたままということにはならないだろう。ならば、一(いち)縷(る)の望みをかけて、魔神が復活と共にこの洞窟を破壊し、地上と繋げてくれることを祈るしかない。

「またそんな一か八かの賭(かけ)をするのか」

　呆(あき)れたようにリーナが言うので、真吾も呆れた声で言い返した。

「俺だって、こんな賭はしたくないよ」

　だが、他に方法はない。

　真吾は紋様の描かれた石を手に取った。

「賭に勝つように、こういうときは何に祈ればいいんだろ」

「神様、じゃないですか？」

「あの神様には祈りたくないなぁ」

　ということで、誰にも祈らないことにした。

　真吾はその石を、思いきり地面に叩きつけた。

　鈍(にぶ)い音がして、石は砕(くだ)ける。

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

　だが、それだけだった。

　何も、起こらない。

「真吾くん……」

　穂香は呟(つぶや)いた。その顔には、戸(と)惑(まど)いと、緊(きん)張(ちよう)感(かん)が溢(あふ)れていた。

「世界の危機の波動が、消えました」

「はぁ!?　消えた!?」

　そのとき。

　地面が揺れた。いや、洞窟全体が激しく揺れた。

　今までの地震とは比(ひ)較(かく)にならないほどの、大きな揺れだった。

　天(てん)井(じよう)が崩れた。

　真吾たちは慌てて引き返す。このままでは生き埋めになってしまう。

「逃げろ！」

「どこへ！」

「逃げられるところへだ！」

　そんなやりとりをしつつ、まさに水(みず)際(ぎわ)にまで追いつめられた頃、揺れは収まり、崩(ほう)落(らく)も終(しゆう)息(そく)した。

「……みんな、無事か？」

「はい」

「ああ」

「……平気」

　危なかったが、結果オーライだ。

　真吾は崩れ落ちた土砂に手をつきながら、天井を見上げた。

　今の崩落により、地上へと続く穴が空(あ)いたらしい。

　うっすらと、夜の空が垣(かい)間(ま)見(み)えた。
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　激しい揺れに、光(みつ)夫(お)たちは為(な)す術(すべ)もなく床に伏せることしかできなかった。

　幸いにも、誰も怪(け)我(が)はなく、ペンションもさしたる被害を受けなかったようだ。

「みんな、大丈夫か？」

　光夫が声をかけると、口々に無事の声が上がった。

「ちょっと、あんたたち、大丈夫!?」

　女性陣の部屋から理(り)沙(さ)と柚(ゆず)子(こ)、薫が飛んでくる。

「こっちは平気だ。あんたたちも無事みたいだな」

「よかったです……」

　柚子は胸をなで下ろした。

「そういえば、宮(みや)田(た)くんは？」

「……穂香姉ちゃんは？」

「王女と清美殿もいないぞ」

　全員、顔を見合わせ、急いでペンションの中を走り回った。

　地震に驚いて部屋から出てきた他の客たちの間を縫(ぬ)って、真吾たちの姿を捜す。だが、どこにも見あたらなかった。

「あいつら、こんな時間にどこ行ったんだよ！」

　建物の中にいないということは外だろうか。

「そんな遠くには行かないと思うんですが……」

　真吾たちは初めて県(あがた)ヶ浜(はま)に来たのだ。こんな時間に、まったく知らない場所へ行くとは思えない。

　となれば、心当たりは限られてくる。

「兄(きよう)妹(だい)岬(みさき)か！」

　光夫たちは駆けだした。

「あ、お兄ちゃん待って！」

「か、薫はここで待ってるんだな！」

「ううん、私も行く！」

「だ、ダメなんだな！　あ、危ないんだな！」

　それでも、振り切ることができずに、淳は薫の手を握りしめた。

「ぜ、絶対に、は、離しちゃダメなんだな」

「うんっ」

「あ、ま、待ってください！」

　柚子も慌てて後を追うが、玄(げん)関(かん)の段差に足を取られて転倒してしまう。

「うぅ、ま、待ってください……」

　それでも頑(がん)張(ば)って、走り出す。

　残された理沙は、後を追う気配のない大(だい)輝(き)に目を向けた。

「あんたは、捜しに行かないの？」

「入れ違いということもあるからな。俺はここに残ってる。そういうあんたも、捜しに行かないのか？　大切な後(こう)輩(はい)なんだろ」

　理沙はビックリしたように目を見開いた。

「まあね、あの子は特別よ。よくわかったわね」

「見てればわかる。それに、俺にも大切な奴(やつ)がいるからな」

「真吾くん？」

「ノーコメント」

　理沙は笑って大輝の顔を見上げた。

「あんたとは一度、じっくり酒を酌(く)み交(か)わしたいわね」

「未成年に酒を勧(すす)めるのか？」

「私だって未成年よ」

　大輝は珍しく真剣に考える素(そ)振(ぶ)りを見せ、答えた。

「……そうだな、世界が平和になったら、考えてもいいぜ」

　キョトンとした後、理沙は声を上げて笑った。なにがそんなにおかしいのか、腹まで抱えて苦しそうに笑っている。

「くくく、気に入ったわ。やっぱりあんたとは一度、じっくり話す必要がありそうね」

「そりゃどうも。ならせいぜい、世界が平和になるのを願っててくれよ」

　それには答えずに、理沙は建物から出て行った。

　大輝はその背中が見えなくなるまで、ずっと見送った。







　外に出ると、低い唸(うな)りのようなものが絶えず響(ひび)いている。地震の名(な)残(ごり)だろうか。それとも、まだ小さな地震が続いているのか。

　その音に急(せ)きたてられるように、光夫たちの足はどんどん早くなっていった。

「お兄ちゃん」

　不意に、薫が立ち止まって淳を引き止めた。

「ど、どうしたんだな、薫。お、お兄ちゃんたちは、い、急いでいるんだな」

「わかってる。だから、引き止めるの」

「え？」

　薫は思い詰めた表情で、何かを訴(うった)えかけるように、淳の瞳をまっすぐ見(み)据(す)えた。

「もうすぐ、世界は滅びる。ううん。世界の滅亡が、一つずつ迫(せま)ってくる」

「か、薫……？」

　足を止めた二人に気付き、光夫とタロウが戻ってくる。

「おい、何やってるんだ！」

　光夫の怒鳴り声を意に介さず、薫は告げる。

「だから、お兄ちゃん……」

　握られた手に、力が込められ……。

「私と一緒に、この世界を捨てよう……？」

　瞬間。




　世界が、一変した。
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　柚子は光夫たちの後を追っていた。

　追っているはずだった。

　だが、かろうじて見えていた淳と薫の背中が、突(とつ)如(じよ)として消えた。暗(くら)闇(やみ)に紛(まぎ)れたのかと思ったが、そうではない。確かに、二人は、消えたのだ。

　二人がいたと思(おぼ)しき場所に立ってみる。

　何もおかしなところはない。

　柚子は淳たちの気配を探ってみる。だが、どこにもそれらしい気配はない。

「……これは？」

　その代わり、別な気配を感じた。そっと宙(ちゆう)を撫(な)でるように、腕を差し出す。

「なるほど、厄(やつ)介(かい)なことに……」

　そのとき、ペンションの方から理沙が歩いてきた。

　のんびりしたその様子は、とても後を追ってきたようには見えないし、真吾たちを捜しに来たようにも見えなかった。

「柚子先生、こんなところでなにやってるの？」

「え……？」

　なにもない空間に腕を差し出しているのだ。なにをやっているのかと言われるのも当然だろう。柚子は慌てて腕を引っ込め、その場を取(と)り繕(つくろ)った。

「い、いえ、なにも……。た、武(たけ)石(いし)さんも、宮田くんたちを捜しに？」

「うんにゃ、ちょっと様子を見に来ただけ」

「捜さなくて、いいんですか？」

「みんな捜しに行ったんでしょ？　それに、穂香たちだってちょっと散歩に出かけてるだけよ。心配しなくてもちゃんと帰ってくるって」

「……そうでしょうか？」

「先生、心配のしすぎよ。でもまあ、帰りが遅いのも本当だし、真吾くんたちはもしかしたら面(おも)白(しろ)いことになってるかもしれないし……。いいわ、私も捜しに行くから」

「……武石さん」

「ん？　なに？」

　柚子は一瞬だけためらうように二の足を踏(ふ)んでから、そっと、理沙の腕をつかんだ。

「……どうしたんですか、先生」

「……いえ」

　一つ首を振って、柚子はため息をついた。

「私は、リーナさんたちを捜しに行きます。武石さんは、他の人をお願いします」

「ほーい。ま、そうだよね。大切なお姫様にもしものことがあったら、たいへんだもんね」

　それには答えず、柚子は歩き出した。ほとんど走り出しそうな勢いで歩きながら、唇を嚙んだ。

「……なんという、ことかしら」

　足を動かしながら、言葉が思わず口をついて出る。

「リーナさん、どうか無事で……」







　柚子を見送った後で、理沙はつかまれた腕を一つさすり、忌(いま)々(いま)しげに舌打ちをした。

「あーあ、まさかこんなところでね……」

　天を仰(あお)いで、ペンションへ戻る道を歩き出す。

「ま、いいか。どうにかなるでしょ」

　投げやりに、しかしどこか不(ふ)敵(てき)に笑って、理沙は遠くから聞こえてくる不(ぶ)気(き)味(み)な重(じゆう)低(てい)音(おん)に、耳を澄(す)ますのだった。
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　夜の闇(やみ)は色が抜け落ちたモノクロ画像のような灰色に染(そ)まり、寄せ返す波の音も騒(そう)々(ぞう)しいカエルの合唱も、すべての音が遮(しや)断(だん)され、潮(しお)風(かぜ)も夏の蒸(む)し暑(あつ)さも何もかもが感じなくなる。

　突然の世界の変化に、淳(じゆん)に光(みつ)夫(お)、タロウは驚(おどろ)き、戸(と)惑(まど)った。

「な、なんだ!?」

「どうしたというのだ!?」

　口にする言葉が、やけに大きく聞こえる。地面を踏(ふ)みしめる音が、わずかな衣(きぬ)擦(ず)れが、自分の心臓の音さえもが、はっきりと耳を打つ。

　異(い)常(じよう)事(じ)態(たい)なのは明らかだった。

「さあ、お兄ちゃん」

　瞳(ひとみ)に強い意志の輝きを閃(ひらめ)かせて、薫(かおる)は繋(つな)がれていない、もう片方の手を淳に向かって差しのべた。

「この手を取って。そうすれば、私とお兄ちゃんは一つに繋がれる。もう一つの世界として構(こう)築(ちく)されて、この空間は元の世界と切り離される」

　淳はメガネがずり落ちているのにもかまわず、薫の言葉を呆(ほう)けたように聞くことしかできなかった。

「な、何を……、な、何を言ってるんだな、薫」

「これは、お兄ちゃんのためなんだよ」

　冗(じよう)談(だん)でも悪ふざけでもなく、教え諭(さと)すように薫は言葉を連ねていく。

「もうすぐ世界は滅(ほろ)びに向かって突き進む。そうなる前に、お兄ちゃんを助けたいの。だから、この手を取って」

「で、でも……」

「今はこんな世界だけど、時間がたつにつれて、ちゃんと元の色や感触が戻ってくるから、安心して」

「安心できるわけないだろ」

　光夫が薫の腕を摑(つか)む。

「やっぱり本物じゃなかったのか。こんな世界に放り込んだのはてめぇなんだな？　ごたくはいいから元の世界に戻せ」

「お兄ちゃんが死んじゃうような世界に、戻せるわけないでしょ？」

「決めつけるな。何が世界が滅ぶだ。俺(おれ)たちは何度も世界の危機を乗り越えてきてるんだ。勝手に殺すな」

　薫はため息をついた。

「そうかもしれない。だけど、いつまでも乗り越えられるとは限らない。どんなに頑(がん)張(ば)っても、世界は救えないかもしれない。世界を確実に救う方法を、お兄ちゃんたちは知ってる？」

　誰(だれ)も答えられなかった。

　それはまさに、淳たちが抱えている最大の問題なのだ。

「それにね……」

　薫の表情が、わずかに曇(くも)る。

「このままじゃ私、消えちゃうんだ」

「えっ？」

「だから、お兄ちゃんの力が必要なの。お兄ちゃんが私と一緒にいたいと願ってくれれば、それが力となって、私を助けてくれるの」

　すがるような瞳は、大きく見開かれている。淳を見上げる薫の姿は、重大な決断を迫(せま)りながらも、最後の選択を淳に委(ゆだ)ねている。

「お兄ちゃんが願ってくれれば、この世界を、ちゃんとしたものに作り替えられるの。そこでなら、私とお兄ちゃんはずっと一緒にいられるの。でも、お兄ちゃんが願わなければ、私、もうすぐ消えちゃうんだよ？」

　その言葉は淳をぐらつかせた。

　薫が死んでから、淳は何度も願ったのだ。

　もう一度、薫に会いたいと。

　薫に会って、手にした彼女の手を、今度こそ離すまいと。

　決して叶(かな)うことのない願いだとわかっていても、そう願わずにはいられなかった。

　もし願いが叶うのなら、誰かが奇(き)跡(せき)を起こしてくれるのなら、すべてを投げ出す覚(かく)悟(ご)すらあった。

　だから、どんな形であれ、薫に会えて嬉(うれ)しかった。もう絶対に、その手を離したくなかった。

　薫がもう一度いなくなってしまうことなど、耐(た)えられそうもなかった。

「おい淳！」

　ただでさえ声の響(ひび)く世界で、光夫は淳の耳元で怒(ど)鳴(な)りつけた。

「そいつの言うことなんか聞く必要ないだろ！　うまい話には必ず怪(あや)しいところがあるって、小学校で習わなかったのか!?」

「淳殿！　気持ちはわかる！」　

　タロウも光夫に加(か)勢(せい)する。

「だが惑(まど)わされるな！　我々は『選ばれし者』なのだ！　その本(ほん)分(ぶん)を思い出せ！」

「うるさいなぁ……」

　薫が腕を振るうと、光り輝くムチのようなものが地面を打ち付ける。その一撃で地面は砕(くだ)け、大きなクレーターを創(つく)り出(だ)す。

「みんなも助けてあげようとしてるんだから、ちょっと黙(だま)っててよ」

「救(きゆう)世(せい)主(しゆ)気取りかよ。じゃあ訊(き)くが、真(しん)吾(ご)や穂香(ほのか)姉ちゃんたちは助けてくれないのかよ」

「…………」

「俺の家族はどうなる？　いや、おまえと淳の家族は？　友人は？　まさかそいつら全員、見捨てるつもりか？」

「……そこまで助けるには、時間がないから」

「偉(えら)そうなこと言ってその程度かよ！　聞いただろ淳！　今ここにいる俺たち以外は助からないらしいぞ！　このメンツだけでずっと生きていくなんて、俺はまっぴらだからな！」

「あ、あうぅ……」

　光夫の言うことは、淳にもわかっている。

　自分たちだけが助かっても意味がない。自分たちだけで生きる世界では、面(おも)白(しろ)みも、驚きも、感動もないだろうというのも想像がつく。なにより、「選ばれし者」として、何度も世界を救ってきた淳に、誰かを犠(ぎ)牲(せい)にして生き延びるという選(せん)択(たく)肢(し)は最初から存在しないはずだった。

　そう、何を選択するかはわかっている。わかっているのだ。

　だけど……。

　だけど……！

　それでも、薫と一緒にいられるという一点だけが、繋がれた小さな手を振りほどく障(しよう)害(がい)となっていた。

「お兄ちゃんをたぶらかさないで」

「たぶらかす？　それはこっちのセリフだ！　いいかげん正体を現しやがれ！」

「正体？　私は薫だよ？　それ以外の誰でもないんだよ？」

「こんな世界を作りだしておいて、よくそんなことが言えるな！　いいから答えろ！　てめえは何者だ！」

　ここで初めて、薫の表情に苛(いら)立(だ)ちが混じった。

「時間が、ないんだよ……」

　同時に、怒りが全身から伝わってくる。

「それでも邪(じや)魔(ま)するようなら、この世界から追い出しちゃうんだから」

「やれるもんならやってみろよ」

　光夫とタロウは臨(りん)戦(せん)態(たい)勢(せい)に入る。

「おい、淳！　そろそろ決めろよな！」

「淳殿！　お主(ぬし)が決めないのであれば、我々は力ずくでもお主を元の世界へ連れ帰るぞ！」

「どうするの、お兄ちゃん」

「あ、あう、あぅぅぅぅ……」

　この世界で、薫と一緒に過ごすか。

　薫を見捨てて、危機が待つ元の世界へ戻るか。

　淳は決断を迫られた。







　真吾が地上に顔を出すと、案(あん)の定(じよう)、そこは「兄(きよう)妹(だい)岬(みさき)」だった。

　周囲に視線を走らせるが、魔(ま)神(じん)らしき姿はどこにもない。

　真吾は洞(どう)窟(くつ)から転がるように抜け出すと、もう一度だけ辺りを見回して、安全を確認してから穂香たちを呼び寄せた。

　まずは穂香に手を貸して救い出すと、続けて薫ちゃん人形を抱いた清(きよ)美(み)、そしてリーナを引っ張り上げようとした。

　ところが、最後のリーナが、差し出した真吾の手を握ろうとしない。

「おい、どうしたんだよ」

「い、いや……」

　真吾の顔と腕を二度ずつ見た後、リーナはおっかなびっくりな手つきで真吾の手を握った。

　引っ張り上げる力は、そんなには必要としなかった。穂香よりも清美の方が、清美よりもリーナの方が軽かった。

「ずいぶんと軽くて助かったよ」

「わ、わたくしの成長期はこれからなのだ！」

「はあ？」

　そこでなんで成長期の話が出てくるのかがわからない。

　首を捻(ひね)りつつ、真吾は海の方へと目を向けた。

　暗くて海の様子はよくわからない。だが、なにか違(い)和(わ)感(かん)を感じる。

「なんだか、静かじゃないですか？」

　穂香に言われてみると、そんな気がしなくもない。

「まあいいや。それより穂香、世界の危機は？」

「やっぱり、感じません」

「感じない？」

　先ほどまで、紋(もん)様(よう)が描(えが)かれた石から世界の危機の波(は)動(どう)が感じられた。ところが、石を砕いたとたん、その波動が消えてしまった。

　魔神が復活したなら、魔神から世界の危機を感じるはずだ。だが、いつまでたっても波動を感じる気(け)配(はい)はなく、それどころか、魔神の姿がどこにも見あたらないのだ。

　あの石に魔神は封(ふう)印(いん)されていなかったということか。しかし、それでは世界の危機の波動を感じた理由が説明できない。

「とにかく、松(まつ)川(かわ)さんたちと合流しよう」

「あ、待ってください！　その松川さんたちなんですけど……」

　穂香はキョロキョロと何かを探すように視線をさまよわせながら言った。

「すぐ側(そば)で、松川さんたちの波動を感じます」

「すぐ側だって？」

　真吾も辺りの様子を窺(うかが)うが、淳や光夫どころか、人っ子一人見あたらない。見通しがよく、民家もすぐ近くにはないので、誰かがいれば見逃すということはありえない。身を隠(かく)すような場所もないのだ。

「すぐ側って、どれくらいなんだ？」

「本当に近くです。五メートルも離れていないと思います」

　そんなバカな。

　真吾は叫(さけ)びだしたくなった。

　五メートルなら、夜の暗さでも月明かりで充分見通せる範(はん)囲(い)だ。なのに、その範囲には人の影がまるでない。

　穂香は暗闇で何かを手探りで見つけるように足を一歩一歩踏みだし、正面にかざした手で何もない空間を撫(な)でるように進んでいく。

　しばらくそうやって見えない何かを探していたが、不意に足を止めて真吾たちを振り返った。

「ここです！　ここに松川さんがいます！　すぐ横に光夫くんがいて、タロウさんもいます！」

　そう言われても、やはり姿はどこにも見えない。

　穂香の能力がおかしくなってしまったのか、それとも穂香自身がおかしくなってしまったのか。

　そんなことを疑ったとき、真吾に閃くものがあった。

「結(けつ)界(かい)か!?」

　魔神は紋様を使った結界を張ることによって、自分のテリトリーを生みだすことができる。

　このテリトリー内では、神様からもらった真吾たちの力を封(ふう)じたり、リーナの魔(ま)剣(けん)を自(みずか)らのものにしたりと、魔神にとって都(つ)合(ごう)のいい空間を作り出すことができるのだ。

　となれば、何も見えないように見える空間を作り出すこともできるのではないか？

　そしてそこに、淳たちを巻き込んで、潜(ひそ)んでいる可能性が高い。

「魔神か。ならば、わたくしの出番だな」

　それまでおとなしかったリーナが、パーカーの袖(そで)をまくり上げて魔剣を呼び出す。

　リーナの魔剣は、魔神を滅ぼすことができる、おそらく唯(ゆい)一(いつ)の武器なのだ。

「そこを斬(き)ればいいのだな？」

「い、いえ、ここを斬ったら松川さんたちを斬ってしまいますよ」

「そうか、それはまずいな。ならば……」

　少し下がってから、切っ先で宙(ちゆう)をつついてみせる。

「この辺りで、試(ため)してみるか」

　剣をかまえ、振り上げる。

　そして、気合い一(いつ)閃(せん)、剣を振り抜くと、まるで透(とう)明(めい)なガラスが割れるように甲(かん)高(だか)い音を発して、何かが砕け散った。
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　パリン！　という、ガラスというより薄(うす)い氷が砕けるような音がして、いきなり世界に音と色(しき)彩(さい)が戻ってきた。

「な、なんだ!?」

「なにが起こった!?」

　光夫とタロウは世界の突然の変化に動(どう)揺(よう)し、次いですぐ目の前に真吾と穂香がいることに仰(ぎよう)天(てん)した。

「し、真吾!?」

「穂香殿か!?」

「光夫くん、タロウさん！」

「やっぱり結界だったのか！」

　さらに、リーナと清美が駆(か)けつける。

「な、なんなんだな!?　な、なにが起こったんだな!?」

　混乱する淳たちに、真吾は洞窟での出来事を手早く説明した。

「そ、それじゃあ……」

「か、薫は、魔神なんだか!?」

　その薫は、愕(がく)然(ぜん)とした面(おも)持(も)ちで佇(たたず)んでいた。

「そ、そんな！　私の世界が、結界が破られるなんて！」

　怯(おび)えの色を浮かべて、真吾たちを見る。

「覚悟するんだな」

　リーナが魔剣を携(たずさ)えて、薫との距離を詰める。

「もはや貴様の出る幕はない」

「ま、待つんだな！」

　二人の間に、淳が割り込んだ。

「そ、そんな、い、いきなり斬りつけるような物(ぶつ)騒(そう)なマネは、や、やめるんだな！」

「バカか？　貴様は。こいつは貴様の妹ではない。魔神なのだ。放っておけば、いずれこの世界は滅ぼされる。生かしておく理由はないだろう」

「滅ぼす？」

　薫の顔に疑(ぎ)問(もん)符(ふ)が浮かぶ。

「ちょ、ちょっと待ってよリーナちゃん！　それ、どういうこと!?　私、世界を滅ぼすつもりなんか……！」

「黙れ！　見(み)え透(す)いた演技はもうやめろ！　貴様が魔神だという証(しよう)拠(こ)をわたくしたちは持っているのだぞ！」

　清美がスッと前に出てくる。その腕の中で、見覚えのある人形が抱きしめられていた。

「これを洞窟の中で見つけたのだ！　魔神の紋様が描かれた石と同じ場所にあったのだぞ!?　これをどう説明する！」

「し、知らないよ！　私は魔神なんて知らない！　私はただお兄ちゃんといたいだけ、お兄ちゃんと一緒にいたいだけなのに！　どうして邪魔をするの!?　どうして私からお兄ちゃんを奪(うば)おうとするの!?」

「そうやって人の感情につけ込むところが魔神たるゆえんだろう。ジュン、騙(だま)されるな！」

「お兄ちゃん、助けて！」

　薫は淳の背中にすがりついた。本当に怯えているのか、子猫のように体を縮(ちぢ)こまらせ、震(ふる)えている。

「お、おかしいよ。この人たち、私のこと、魔神だなんて言うんだよ！　私、魔神なんて知らないのに！　ねえ、お兄ちゃん。みんな変になっちゃったんだよ！　おかしくなっちゃったんだよ！　もういいでしょ？　この世界は危ないんだよ！　私の作った世界に行こうよ！　そこで私と、ずっと一緒に暮らそうよ！」

「わかっているのか？　貴様」

　じりじりと近づきつつ、リーナは問(と)い質(ただ)す。

「世界を作るだと？　そんなことをできるやつが、人間のはずがないだろう。貴様は自分で自分を人間でないと認めているのだぞ」

「ち、違うよ！　これはもらったんだもん！　神様にもらった力なんだもん！」

「見苦しいぜ、魔神さんよ」

　光夫もリーナの横に並んで、薫を追いつめる。

「その力を神様からもらったと言い張るならおかしな矛(む)盾(じゆん)が出てくる。神様は俺たちに世界を救えと言った。そのために力も与えてくれた。その神様が、なんで世界を救えないことを前(ぜん)提(てい)にして、おまえに新しい世界を作る力なんか与えるんだ？」

「…………」

「答えは簡単だ。おまえに力を授(さず)けたのは神様なんかじゃない。魔神だ。もしくはおまえ自身が魔神なんだ」

　薫は唇(くちびる)を嚙(か)んで俯(うつむ)いている。淳の背中に隠れて、シャツの裾(すそ)を強く握りしめているが、反(はん)論(ろん)しようとはしなかった。その態度は、光夫の言葉を半(なか)ば認めているようなものだった。

　それでも、淳は薫をかばったまま動かなかった。動けなかったのかもしれない。

　責められる妹と、それをかばう兄。

　事情を知らない人間が見れば、美しい兄妹愛を感じることができるだろう。たとえ妹が人殺しであったとしても、それでも妹をかばう兄の姿は、多くの人の心を揺(ゆ)り動(うご)かすに違いない。

　だが、真吾たちは、その兄妹愛に騙されるわけにはいかないのだ。

「あの……」

　見かねた穂香が、たまらずに声をかけた。

「薫さんは、世界を滅ぼすつもりはないんですか？」

「……ないわよ」

　拗(す)ねたような、くぐもった声で薫は即(そく)答(とう)した。

「じゃあ、新しい世界を作ろうとするのは何でですか？」

「さっきから言ってるじゃない。この世界はもうすぐ滅びる。だから新しい世界を作って、そこへ逃げるのよ」

　声色に、イライラしたものが混じり始める。

「だったら、一人で逃げてもいいんじゃないですか？」

「それができないから、お兄ちゃんが必要なんじゃない！」

　叫んでから、薫はハッとして顔を上げた。おそるおそる、淳の顔を覗(のぞ)き込(こ)む。

「お、お兄ちゃん……？」

　淳の表情は、外見上は変わらなかった。ただ、分(ぶ)厚(あつ)いメガネの奥にある瞳は、悲しげに薫を見つめていた。

　反対に、光夫は口元を緩(ゆる)めた。

「本(ほん)音(ね)が出たな。聞いただろ、淳。そいつはおまえと一緒にいたいんじゃない。新しい世界を作るのにおまえが必要だから、一緒にいるだけなんだ。おまえの妹がそんなことをするか？　そんな妹と、おまえは一緒にいても平気なのか？　どっちにしても、おまえをたぶらかすために、そいつは妹の格(かつ)好(こう)をしてるんだろうよ」

「ち、違う！　違うよ、お兄ちゃん！」

　必(ひつ)死(し)に弁(べん)解(かい)しようとするが、言い訳が出てこない。そんな薫を、淳はただひたすら、見つめることしかできないでいた。

　一方で、光夫たちは大はしゃぎだった。

「へっ、さすが穂香姉ちゃんだな。見事な誘(ゆう)導(どう)尋(じん)問(もん)だったぜ」

「え、いえ、私はそんなつもりじゃ……」

「どんなつもりでも、あやつの魂(こん)胆(たん)はわかったわけだ」

　タロウが姿勢を低くして、いつでも飛びかかれる態勢に入る。

「今度こそ、終わりのようだな」

　リーナもまた、魔剣を握り直して切っ先を薫に向ける。

「やべえ、俺の出る幕がちっともない」

　真吾は焦(あせ)りつつも、邪魔にならないように、光夫たちから一歩下がった。

　そんな真吾たちの姿に、薫は動揺を隠せないでいた。

「ま、待って……、ちょっと待って！　いいの!?　私の力はみんなを助けることができるんだよ!?　このままだとみんな、世界の滅(めつ)亡(ぼう)に巻き込まれちゃうんだよ!?」

「さっきから世界の終わりとかなんとか言ってるが、その信(しん)憑(ぴよう)性(せい)だって怪しいだろ」

「あ、怪しくないもん！　本当に世界の危機は迫ってるんだから！　その前触れはもう始まってるんだよ！　ほら！」

　薫は海を指さした。

　月明かりがうっすらと描き出す海の輪(りん)郭(かく)。だが、その輪郭がおかしかった。遙(はる)か先にある水平線が見えない。いや、水平線の位置が、やけに高い。不自然なほどに、月に近い。

「な、なんだ、ありゃあ？」

「まさか、津(つ)波(なみ)ですか!?」

「そうだよ」

　嘲(あざけ)るように、薫は答えた。

「高さは二〇メートル以上になるかな？　ここはもちろん、県(あがた)ヶ浜(はま)一帯は全部巻き込まれると思うよ」

「なんだって!?」

　こうしている間にも、津波はこちらに近づいてくる。

　お腹の底に響くような地(じ)鳴(な)りが、はっきりと聞こえてくる。

「そうか……」穂香が呟(つぶや)く。

「さっき、静かだなって思ったのは、波が一度、引いていたせいだったんですね……」

　光夫は薫に食ってかかった。

「て、てめぇ、どうにかできないのかよ！」

「できないよ。私が呼び寄せたわけじゃないんだから」

「淳！　おまえの瞬(しゆん)間(かん)移(い)動(どう)で……」

「だ、ダメなんだな！　ぼ、僕たちはよくても、こ、この辺に住んでる人たちが！」

　光夫は舌(した)打(う)ちした。

　自分たちだけが逃げることは簡単だ。だが、理(り)沙(さ)や柚(ゆず)子(こ)、大(だい)輝(き)やこの町の人々はどうする。

「光夫くんのバリアで跳(は)ね返(かえ)せませんか？」

「ムリだ。範囲が広すぎる。どれくらいをカバーすればいいのかわからないし、俺のバリアは男を守らない」

　大自然の脅(きよう)威(い)の前に、選ばれし者たちの力は効果を発(はつ)揮(き)できない。

　焦る光夫たちを眺(なが)めながら、薫は淳の袖を引いて、ねだるような上(うわ)目(め)遣(づか)いになった。

「ねえ、お兄ちゃん、大変でしょ？　これでさえ世界が滅ぶ前(ぜん)兆(ちよう)なんだよ？　これがまだ、始まりでしかないんだよ？　これからもっと酷(ひど)いことが起こるんだよ？　そんな危険な世界にいる必要はないよ。今なら間に合うから。今ならまだお兄ちゃんを助けることができるから。お願いだからお兄ちゃん、私と一緒に行こう？　私と一緒に暮らそう？」

　光夫は唾(つば)を飛ばして、薫の言葉を遮(さえぎ)る。

「ふざけんな！　そりゃお願いじゃなくて脅(きよう)迫(はく)まがいの取引だ！　そんなものに耳を貸すんじゃないぞ、淳！」

　淳は迷っていた。

　薫は、どこまで淳のことを想っているのかがわからない。そもそも、薫が本物の薫であるのかもわからない。けれど、薫が自分を必要としていることはわかる。利用するだけだとしても、薫が本物であれば、その想いには応(こた)えたいと思う。

　だが、想いに応えるということは、この世界を見捨てるということだ。妹がいない世界。けれど、妹が生きてきた世界。その世界を、自分たちが助かるために見捨てられるわけがない。

　淳は悩んだ。

　町一つを飲みこむような津波が、単なる前兆に過ぎないという。さらなる脅威が、世界を襲(おそ)うのだという。津波から町一つ救えない自分たちが、それ以上の脅威から世界を救えるのだろうか。

「お兄ちゃん」

　薫が腕に力を込める。

「もう、時間がないんだよ」

　津波はすぐそこに迫っていた。その巨大さがハッキリとわかるところまで、押し寄せている。

　異変を察(さつ)知(ち)したのか、遠くから人の叫び声が聞こえる。「津波だ！」「逃げろ！」という声が飛ぶ。だが、もう間に合わないだろう。

「お兄ちゃん！」

　薫の声はほとんど聞こえていなかった。

　みんな死んでしまう。

　助けようと努力しても、全員を助けられるわけではない。その先に待っているのは、無(む)力(りよく)感(かん)と徒(と)労(ろう)感(かん)。そして彼らを見捨てていけば、罪(ざい)悪(あく)感(かん)に苛(さいな)まれて、ずっと生きていくことになるだろう。

　ムリだ。

　どちらを選んでも、結果はほとんど変わらない。

「わたくしの魔剣で、どうにかできないか？」

「できないだろ」

　半分諦(あきら)めが入ったのか、リーナと光夫の声は淡(たん)々(たん)としていた。

「まあ、やってみるのを止めはしないがな」

「それよりも、早くここから立ち去ろう」

　タロウはすでに逃げる算(さん)段(だん)をしているようだ。

「この津波は防ぎようがない。だが、これ以上の被害を出さないよう努力するのが我々の使命になるはずだ」

　それは、県ヶ浜の人々を見捨てていくという選択に他ならない。自分たちが生き延びるということは、そう決断するということなのだ。

「でも、被害は広がっていくんだよ。そのたびにみんなは傷ついて、悲しんで、打ちのめされていくんだ」

　清美はじっと、津波の様子を眺めている。津波がどの程度の被害を及(およ)ぼすのか、わかっていないのかもしれない。

「だからお兄ちゃん。こんな世界にしがみついている必要はない。行こう？　私の世界へ。世界が滅ぶのを、じっと見つめる必要はないんだから」

「バカを言うな」

　その声は、別(べつ)段(だん)大きくもなければ強い語気で放たれたものでもなかった。

　だがその声は、津波の轟(ごう)音(おん)がさらに迫る中でも、奇妙なほど鮮(せん)明(めい)に光夫たちの耳を打った。

　全員の視線が、声の主である真吾に向けられた。

　真吾はこの状況でも落ち着いていた。

　光夫のように諦めているわけでも、淳のように混乱して思考が停止しているわけでもない。確固たる強い意志のもと、真吾はゆっくりとした足取りで、津波に向かって歩き出した。

「いいか、おまえら」

　歩きながら、真吾は言う。

「俺たちは最後まで諦めない。どんな困難にも諦めずに立ち向かう。そう誓(ちか)っただろ。そうやって世界を救ってきただろ。それなのに、ここで簡単に諦めてどうするんだよ」

「じゃあ、どうしろっていうんだよ！」

　光夫が食ってかかると、真吾は振り向き、ニカリと笑ってみせた。この状況では不(ふ)謹(きん)慎(しん)なほど、清(すが)々(すが)しい笑顔だった。

「俺たちはどんな危機にも屈(くつ)しない。絶対に乗り越えてみせる。それをいまから見せてやる」

「できるわけないよ」

　薫は断言した。

　そう、できるわけがない。

　自分がどうあがいても逃れられない運命に囚(とら)われているように、この世界は確実に、滅びへと向かっている。その第一段階である津波をどうにかできるのだとすれば、それは奇跡だ。そう簡単に奇跡が起こせるのならば、自分はこんな運命に囚われたままでいるはずがない。

　戯(ざ)れ言(ごと)だと、薫は思った。

　負けを認めたくない強がりだと、真吾を嘲った。

　だが、真吾は信じていた。

　世界は救えるということを。この津波から、人々を守れるということを。

「奇跡は起こる」

　崖(がけ)の突(とつ)端(たん)で足を止めた真吾は、背を向けたまま、まるで薫の胸(きよう)中(ちゆう)を読んだかのように言った。

「奇跡は待つものじゃない。起こすものなんだ。諦めずに、世界を救えると信じていれば、必ず奇跡は起こる」

　真吾は海を睨(にら)みつけた。

　津波はすでに、目前にまで迫っている。

　だが真吾は臆(おく)することなく、凄(すさ)まじい轟音を伴(ともな)って、この崖すら一飲みにしてしまいそうなほどの高波と対(たい)峙(じ)する。

　そして、大きく息を吸い、思いきり腕を振り上げ、叫んだ。




「めくれろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」



















　すると。

　目前にまで迫っていた津波の動きが、ピタリと、止まった！

「なにぃ!?」

　止まっただけではない。愕然とする薫たちの前で、波の巨大な壁は、やがて、押し返されるように、反対側へと、あっさり、めくり返された。

　凄まじい轟音と共に、津波は月を覆(おお)い隠(かく)すほどに跳ね上がって、沖の方へと雪崩(なだれ)をうって崩(くず)れ去(さ)った。

　――津波は、やってこなかった。

　真吾の力によって、本当に、津波が押し返されてしまった。

「ふふふ……、あはは」

　真吾は笑った。

「あはははは、あーっはっはっはっはっはっはっは！」

　どうだと言わんばかりに、自分の力を見せつけるように、高らかに笑った。

　津波が押し返されるという異常すぎる光景を、まだ荒れてはいるが、すっかり平(へい)穏(おん)を取り戻した海を、全員が唖(あ)然(ぜん)とした表情で見守っていた。




３




「そ、そんな……」

　薫は呆(ぼう)然(ぜん)として呟いた。

「そんなバカな！」

「見たろ？」

　得(とく)意(い)満(まん)面(めん)の表情で、真吾は胸を張る。

　だがその心(しん)中(ちゆう)は、冷や汗ものの綱(つな)渡(わた)り状態だった。

　露(ろ)天(てん)風(ぶ)呂(ろ)での自分の力をヒントにやってみたものの、本当に波を押し返すことができるとは思っていなかった。大(おお)見(み)得(え)を切ったものの、ふてぶてしい態度とは裏(うら)腹(はら)に、足や声の震えを抑えるので必死だった。正直、この結果に一番驚いたのは真吾自身かもしれない。

　危機を脱したことで、真吾の腰は砕けそうだった。いますぐにでも、その場に崩れ落ちたかった。

　けれど、まだ終わっていない。

　ここからさらに、余(よ)裕(ゆう)たっぷりに、自信満々の態度でいることが、真吾には要求されていた。ここで力を抜いては、せっかく起こした奇跡が台(だい)無(な)しだ。

「これが俺の、俺たちの力だ」

　真吾は声が上ずらないように、一音一音を確かめながら口にした。

「奇跡は起きる。俺たちの手で起こすことができる。最後まで諦めなければ、どんな危機も、絶対に乗り越えることができるんだ！」

「……むちゃくちゃだ」

　そんな真吾を頼もしく思いつつも、どこか呆(あき)れながら、光夫は呟いた。

「でも、さすが真吾くんですよ」

「それはちょっと、あいつを美化しすぎじゃないか？」

「どちらにせよ、危機は去った」

　驚(きよう)愕(がく)に見開かれていたタロウの目は、何度目かの深呼吸の後で、薫へと向けられた。

　薫は淳の体にもたれかかっていた。あまりに予想外な事態に、茫(ぼう)然(ぜん)自(じ)失(しつ)の体(てい)で足下が不安定になっているらしい。腕をつかんだまま、倒れそうになる体を懸(けん)命(めい)に支えている。

「う、噓(うそ)だよ……、こんなの、噓だよ……」

　信じられないのはムリもない。なにしろ、張(ちよう)本(ほん)人(にん)の真吾ですら、信じられないのだから。

「薫……」

　淳の呟きに、薫は青ざめた表情で顔を上げた。そこでようやく、自分の置かれている状況を把(は)握(あく)した。

　津波は防がれた。薫の言うとおりにはならなかった。つまり、今後も大きな危機が発生するということも、世界は滅びに向かっているということも、どれもが信憑性を失ってしまったのだ。

　それは、つまり、自分の行き場が、もうどこにもないのだということを示していた。

「み、認めない……。こんなこと、絶対に認めない！」

　叫んで、淳を睨みつける。

「どうしてよ、お兄ちゃん！　私、消えちゃうんだよ!?　もうすぐ消えてなくなっちゃうんだよ!?　お兄ちゃんが頷(うなず)いてくれればそれで済んだのに！　どうして、どうして頷いてくれなかったのよ！」

　それは悲痛な叫びだった。追いつめられ、絶望し、後がなくなった者だけが口にできる、耳を塞(ふさ)ぎたくなるような訴えだった。

「死にたくない……」

　小さく、だが凄(せい)絶(ぜつ)な感情を詰め込んだ声で、呟く。

「死にたくないよ、お兄ちゃん……！」

　心の底から絞(しぼ)り出(だ)すような、懇(こん)願(がん)。そしてほんのわずかに含まれる、恨(うら)み。

「助けてくれないの？」

　血走った目で、淳を見上げる。

「どうして助けてくれないの!?」

　淳は答えられない。強い感情をぶちまける薫に圧(あつ)倒(とう)され、呼吸もまともにできない。

「助けてくれないなら……」

　薫の瞳が揺れる。体も揺れて、そっと、淳の腕を離す。

「せめて、あなたたちだけでも、道連れに……！」

　薫の手に、光り輝く刃(やいば)のようなものが生み出される。

　まずい、と真吾は思った。逃げろと叫ぼうとしたが、声が喉(のど)に絡(から)んで果たせない。

　咄(とつ)嗟(さ)に動いたのは光夫だった。

　素早く淳の横に駆け寄り、腕をつかみ、思いきり引き寄せる。

　薫が振るった光の刃が淳がいた空間を切り裂くのと、光夫と淳が一緒に倒れ込むのは同時だった。

「か、薫……」

「バカ野郎！　死にてぇのか、てめぇは！」

　光夫は起きあがると、なおも呆然としている淳の両脇に腕を差し込み、薫から距離をとろうとする。そんな二人に、薫はゆらりと近づいてくる。

「逃げないでよ、お兄ちゃん……」

「させるか！」

　分身したタロウが行く手を遮る。だが、光の刃の一振りで、ほとんどの分身がかき消されてしまう。

　続けてリーナが突進してくるが、薫が淳と光夫の背後に回り込むことで、攻撃を牽(けん)制(せい)されてしまう。

「お兄ちゃん……」

　薫は悲しげな、だが焦(しよう)点(てん)の合わない暗い瞳で、淳を見下ろす。

「バイバイ」

「っバリアァァァァァァ！」

　光夫のバリアが薫を弾(はじ)く。しかし、ダメージはほとんど与えられないようだった。薫は少し驚いたように目を見開いたが、すぐに口元に酷(こく)薄(はく)な笑(え)みを浮かべた。

「そんな程度じゃ……」

　光の刃を振るう。光夫のバリアがそれを受け止めるが、ヒビが入り、すぐにでも破られそうだった。

「おい、淳！　いいかげん目を覚ませ！」

　歯を食いしばってバリアの維(い)持(じ)に努める光夫は、淳を叱(しつ)咤(た)する。

「こいつを倒すにはおまえの力が必要なんだ！　こいつはおまえの妹じゃない！　吹っ切れ！」

「で、でも、でも……！」

　彼女は妹そっくりで、一緒にいるときに感じていたのは、確かな絆(きずな)だった。彼女が妹でなかったとしても、淳は簡単に吹っ切ることができなかった。命を狙(ねら)われているこの状況でも、彼女を倒すことなど、すぐに決断できるはずがなかった。

「この、バカ野郎……！」

　バリアが、破られた。

　光の刃は光夫の腕をかすめ、地面を大きく抉(えぐ)る。

　薫は光夫を蹴(け)りでのけると、正面から淳に相(あい)対(たい)した。

「お兄ちゃん……」

「か、薫……」

「今度こそ、さよなら」

　淳は反応できなかった。動揺と混乱と懊(おう)悩(のう)の渦(か)中(ちゆう)にあって、どうすればいいのかがわからなかった。

　薫が一歩踏みだし、光の刃を淳の胸めがけて突き立てる。

　薫に殺されるのなら、いいかもしれない。

　そんなことを考えながら、淳は光の刃が自分の胸に向かってくるのを、いっそ冷(れい)静(せい)に観察していた。

　そして……。

　ドスン、という、刃物が肉に刺さり、突き破る音がした。

　けれど、淳に痛みはやってこなかった。

　誰かが二人の間に入り込み、淳をかばったのだ。

「え……？」

　その誰かの姿を目にとめて、淳は息が止まった。淳を刺そうとした薫も、息を呑(の)んでいた。

　そこにいたのは薫だった。薫が薫と、対峙していた。

「え、え……？」

　薫の胸には、光る刃が突き刺さっていた。刃が引き抜かれると、彼女はよろめき、背中から淳に倒れかかってきた。

　顔を覗き込む。その姿は間違いなく薫だった。

「な、なんで……」

　光る刃を手にした薫は愕然としていた。

「なんであなたがいるの!?　どうやって出てきたの!?」

「諦めなかっただけ……」

　苦しげに、淳に体を預けた薫は喘(あえ)ぎながら、言う。

「あなたに支配されていても、心までは……、完全に、支配されたわけじゃない……。真吾さんが、みせてくれた……。諦めなければ、奇跡は、起こるって……。だから、私は……、お兄ちゃんを守るために、出てきた」

　薫はゆっくりと、淳を振り返った。

「お兄ちゃん……」

「か、薫……？　き、きみは、ほ、本物の、か、薫なんだか？」

　血の気を失った顔でにっこり笑って、彼女は頷いた。

「私が薫じゃなかったら、誰もお兄ちゃんを、守ったりはしなかったよ……」

「か、薫……！」

　間違いない。この憎まれ口。けれど、確かな愛情を感じさせるこの物言い。

「じゃあ、あっちの薫ちゃんは？」

「魔神だよ」

　穂香の問いに、薫は即答する。

「私はここにいる……」

　決(けつ)然(ぜん)たる口(く)調(ちよう)で、薫は淳に言った。

「私はここにいるから、お兄ちゃん……、戦って」

　淳の心に燃え上がるものがあった。もう、迷う必要はなかった。

「戦って！」

　ぐらりとよろめく薫の体を支え、清美に任せると、淳はもう一人の薫を見やった。

　その薫は――魔神は、半(はん)狂(きよう)乱(らん)になって、髪を振り乱していた。

「どうして……？　どうしてみんなでよってたかって、私の邪魔をするの……？」

　呪(じゆ)詛(そ)の念をまき散らし、叫ぶ。

「許せない……！　私の邪魔をするやつは、許さない！　みんな死んじゃえばいい！　死んじゃえ！　死んじゃえ！　死んじゃえぇぇぇぇぇぇぇ!!」

　魔神は再び、光の刃を手に襲いかかってきた。

　だが、今の淳はやるべきことがわかっていた。守るべきものを、手にしていた。

「フォーメーション・Ｗ（ウィング）！」

　淳の声に、全員の意識が引き戻される。

　光の刃が淳を襲う直前、淳は瞬間移動で魔神を空中に強制移動させた。

　そこへ、同じく瞬間移動させられた光夫が現れる。

「バリアァァァァァァァァァァ!!」

　なんでも防ぐバリアは、生物が触れると凄まじい衝(しよう)撃(げき)が襲う。それは魔神も例外ではない。

　その衝撃に弾かれ、地面に落下した魔神に、間(かん)髪(はつ)入(い)れずに分身したタロウが波(は)状(じよう)攻(こう)撃(げき)をかけ、その波が途切れた瞬間に、剣を振りかぶったリーナが突っ込んだ。

「くそぉ！」

　魔神は悪(あく)態(たい)をつきながら、長い髪を犠牲にしつつ、リーナの攻撃をかわす。だが、足がもつれてバランスを崩し、転倒する。

「もらった！」

　すかさずリーナは追い打ちをかけるが、直前で慌(あわ)てて剣を引いた。

　倒れた魔神の前に淳が瞬間移動で現れ、立ちはだかったのだ。

「貴様、なにをする!?」

「ちょ、ちょっと待つんだな」

「なにを待てというのだ！」

「こ、この子はもう、た、戦う気力がないんだな」

「なんだと!?」

　見れば、魔神は倒れたまま動かない。立ち上がる気配もない。どうやら本当に、戦意を失っているようだった。

「しかし、このままにしておくわけにもいくまい」

「う、うん……」

　なにか考えがあってリーナを止めたわけではないらしい。

　呆れつつも、「好きにするがいい」と、リーナは剣を引いた。

「……どうして」

　ふいに、地面に突っ伏したまま、魔神は呟いた。

「どうして、みんなで私の邪魔をするの？」

　真吾たちは顔を見合わせた。

　様子がおかしかった。

　上体は起こしたが、へたり込んだまま、うわごとのように「どうして」を繰り返す。

　口をへの字に歪(ゆが)め、盛んに鼻をすする姿は、ただのか弱い女の子にしか見えなかった。

「私はただ、お兄ちゃんと一緒にいたかっただけなのに……」

　ついには、涙がこぼれた。流れ落ちる涙が、ぽたぽたと薫の腿(もも)に染みを作っていく。

「もう一度、お兄ちゃんに会いたかっただけなのに……」

「…………」

「私がいない間に、お兄ちゃんは死んじゃった……」

　ギョッとして、真吾は淳を見た。淳も驚いて魔神を見下ろした。

「会いたかったから、この力をもらったのに……。ずっと閉じこめられて、やっと外に出ることができたと思ったら、もう何百年も過ぎてたなんて……。ずっと昔に、お兄ちゃんも死んじゃってたなんて……」

「まさか……」

　真吾は気がついた。

「『兄妹岬』の、妹なのか？」

　兄妹岬という名称の元となった事故。崖から転落して亡くなった妹と、その死を悼(いた)んで毎日花を手(た)向(む)けた兄の話。

　魔神の意外な正体が判明した。

　彼女は言い伝えにある兄妹の妹だったのだ。

　魔神は、泣きじゃくりながらぽつりぽつりと語り始めた。

　何百年も前、彼女は崖から転落して瀕(ひん)死(し)の重傷を負った。薄れゆく意識の中、何かが彼女に語りかけてきた。

　――生きたいか？

　彼女は答えた。生きたい、と。もう一度、兄に会いたいと。

　声は不思議な力で彼女を取り込んだ。彼女の肉体は滅んだが、魂(たましい)はその力によって生きながらえた。

　だが、声の主は力を使い果たしていた。もう、いつ消滅してもおかしくないほどに弱り果てていた。声の主はその力を彼女に与えて、消滅した。

　おかげで、彼女の魂は生き延びた。だが、洞窟に封印されていた声の主の力を得たため、彼女もまた封印されてしまったのだ。

　封印されたまま、長い時間が過ぎた。

　その間に、彼女は声の主の残(ざん)滓(し)から、様々な情報を得た。声の主の正体を。世界にちりばめられた封印を。そして、世界の危機を。

　世界は滅ぶという。なんとしても、それまでにここを抜け出して、兄と再会し、新しい世界に逃げ込まなくてはならなかった。

　そんなあるとき、一人の少女が洞窟の中に流れ着いた。薫だった。彼女は薫の「生きたい」という強い想いを利用することを思い立った。

　自分の魂の一部を切り離し、薫の魂と同(どう)化(か)させ、取り込み、持っていた人形の中へと送り込んだ。そうして薫と一緒に海へ戻し、人の手に渡るようにしむけた。

　ところが、人形と共に外の世界へ出た彼女の魂は、衝撃的な事実を知る。

　世界はすでに数百年の歳(さい)月(げつ)が流れ、彼女の兄はとっくの昔に死んでいたのだ。

　悲しみ、途(と)方(ほう)に暮れた彼女だったが、ならば、せめて自分が生きながらえようと、作戦を続行した。変更すべき点はなかった。

　人形は、持ち主である薫の兄の手に渡った。後は、自分の封印を解(と)いてくれる者が現れ、それを洞窟まで導(みちび)けば復活できる。ある程度の力を蓄(たくわ)えた彼女は、そのために、薫の記憶や情報を使って薫の複製(ふくせい)を作りだし、彼女の意のままに動く操(あやつ)り人形として真吾たちの元へと送り込んだのだ。

　ここまでは思(おも)惑(わく)通りに事が進んだ。淳が薫と一緒にいたいと願えば、新しい別の世界を作ることができるはずだった。

　新しい世界は、彼女一人では作り出せない。作り出せたとしても、維持することができない。その世界を強(きよう)固(こ)にするには、もう一人、彼女と世界を共有できる存在が必要だったのだ。

　清美を操っていた魔神よりも、ずっと人間味を残しているのだろう。魔神の力を手に入れたのも、兄に会いたいという、ささやかな願いを叶えるためだったらしい。

　たまらずに、穂香は薫に近づき、視線を合わせるように膝(ひざ)をついた。

「あの……、あなたのお名前を、教えてくれますか？」

　魔神はポツリと、その名を口にした。

「……カオル」

　真吾たちの間に、深いため息が漏(も)れた。

「カオルさん、一つ提案があるんですけど」

　聞こえていないわけでもないだろうが、カオルはしゃくり上げるだけで、穂香を見ようともしなかった。かまわずに、穂香は続けた。

「お兄さんとはもう会えないかもしれません。でも、お兄さんが生きていた、この世界を守る方法を、一緒に探してみませんか？」

「穂香!?」

　それはとんでもない提案だった。もとは人間とはいえ、魔神と一緒に世界を救うというのだ。光夫などは「んなことできるか」と言わんばかりに詰(つ)め寄(よ)りかけたが、カオルがぐしゃぐしゃになった顔を上げ、すがりつくように穂香と目を合わせると、何も言わずに口を閉ざした。

「お兄ちゃんの、いた世界を？」

「そうです。大好きだったお兄さんのためにも、私たちと一緒に世界を守りましょう」

「でも、私……、もうすぐ消えちゃうし……」

「大丈夫です。あなたが消えない方法を、私たちが探してみます。諦めなければきっと、消えないで済む方法がわかるに違いありません。ね、真吾くん？」

「え？　あ、そ、そうかもな……」

　咄嗟に返事をしてしまったが、よく考えればそれは悪いことではないような気がする。そもそも、この魔神には世界を滅ぼすだとか、危害を加えるといった悪意があったわけではない。ならば、世界を救い、彼女を救うという選択肢も、あっていいのではないだろうか。

「穂香、お姉ちゃん……？」

「私たちを信じてください」

　穂香はハンカチを取り出して、涙で濡(ぬ)れたカオルの頰(ほお)を拭(ぬぐ)ってやった。目元は真(ま)っ赤(か)に腫(は)れ上(あ)がり、嗚(お)咽(えつ)をこらえる口元は細かく震えていた。

「か、薫……、ううん、か、カオルちゃん」

　淳も膝をつき、正面から顔をつきあわせる。

「い、いろいろあったけど、ぼ、僕は、き、キミに、か、感謝しているんだな」

「か、感謝……？」

「ど、どんな形でも、き、キミは、か、薫を助けてくれたんだな。も、もう一度、ぼ、僕と薫を、ひ、引き合わせてくれたんだな」

　カオルは淳と薫の顔を見回した。淳は頷き、横たえられ、清美に支えられた薫も頷く。

「あ、ありがとう。き、きみは、お、恩人、なんだな」

　まさか、感謝されるとは思っていなかったに違いない。

　カオルの目に、涙が溢(あふ)れた。

　先ほどとはまったく意味の異なる、温かい涙だった。

「一緒にいて、いいの……？」

「はい」

「私も、助けてくれるの？」

「もちろんです」

　カオルは、穂香に向かって、ゆっくりと手を差し出した。

　まるで、暗闇の中で一(ひと)筋(すじ)の光(こう)明(みよう)を見いだしたように。

　まるで、地(じ)獄(ごく)の底で、天へと続く蜘(く)蛛(も)の糸を見つけたように。

　わずかな希望に望みを託(たく)して、カオルは穂香に手をさしのべた。穂香は笑顔で、その手を取ろうとした。握りしめ、体を引き寄せ、抱きしめようとした。

　その光景に、真吾は素晴らしいハッピーエンドを期待した。誰も傷つかず、誰も悲しまず、誰も犠牲にすることなく、今回の危機は乗り越えることができそうだった。

　だが。

　希望を見つけたはずの、救いを求めたはずのカオルの表情が一変した。

　凍(こお)りついたように体を硬(こう)直(ちよく)させ、限界まで目を見開き、驚愕のまなざしで穂香を見(み)据(す)え、何かを避けるようにして、穂香を突き飛ばした。

「なっ!?」

　真吾は驚き、リーナは剣をかまえる。だが、カオルは戦意をみせなかった。それどころか、尻(しり)餅(もち)をつき、息を荒げ、その体勢のまま距離を置くようにずり下がった。

「そんな……、そんな……！」

　顔を青ざめさせ、声も体も震わせて、繰り返し、叫ぶ。

　カオルはなにかを探すようにキョロキョロと周辺を窺い、はたとリーナに目をとめて、いきなり襲いかかった。

「なっ!?」

　リーナは反射的に剣を振るった。力のない、咄嗟に身をかばうだけの行動だった。

　しかし。

　イヤな手応えがあった。

　反射的に振るった剣の切っ先に、カオルの体が突き刺さっていた。

「なん、だと……」

　カオルは笑った。体から魔剣を引き抜くと、よろめきながら崖に向かって歩き出した。

「最初から、こうしていればよかった……」

　最後の力を振り絞るように、歩を進める。

「お兄ちゃんがいないってわかった時点で、こうしてればよかったんだ……」

　崖の突端にたどり着く。

「待っててね、お兄ちゃん。いま、行くから……」

　そこで彼女は振り返り、焦点の合わない目で淳を見た。

「少しの間だけど、本当のお兄ちゃんと一緒にいられたみたいで、楽しかったよ……」

　止める間もなかった。

　カオルの体は、後ろに向かって倒れた。

「バイバイ、お兄ちゃん……」

　そして、吸い込まれるように、崖下へと落下していった。




４




　あまりに唐(とう)突(とつ)な出来事に、真吾たちは唖然とすることしかできなかった。

「そんな……」

　穂香は、差し伸べたままの手を震わせ、嘆(なげ)いた。

「そ、そんな……！」

　光夫とタロウが慌てて突端へ駆け寄り、下を覗き込む。だが、どこにもカオルの姿はなかった。波に呑まれたか、それとも、跡(あと)形(かた)もなく消滅してしまったか。いずれにせよ、カオルは自らの意思で、命を絶ったようだった。

「お兄、ちゃん……」

　消え入りそうな薫の声に、淳は我に返った。急いで駆けつけ、清美に代わって薫を支えてやる。

「残念だけど、もう、お別れだね……」

「え……」

「私はあの子の力があったから、生きながらえることができた……。でも、あの子がいなくなったら、私は、この世界で生き続けることはできない……」

　そうだった。薫は、魔神の力でこの世に魂を繋ぎ止めていたのだ。その力が消滅したいま、彼女を繋ぎ止めるものはなにもない。

「本当は、あの子を助けられたらよかったんだけど……。でも、あの子が望んだことなら、しかたないよね……」

「か、薫……」

「あの子も今頃、お兄さんと会えてるよね……」

　横抱きにされた薫の体が、光を放つ。体が透けて、手の先、足の先から細かな粒(りゆう)子(し)となって消えていく。

「か、薫、ま、待つんだな！　ま、待ってくれなんだな！」

「お兄ちゃん……、もう、私がいなくても、大丈夫、だよね……」

「だ、ダメなんだな！　ぼ、僕は、僕は薫がいないとなにもできない、だ、ダメなやつなんだな！」

「お兄ちゃん」

　薫は叱(しか)りつけるように、淳を睨みつけた。

「そんな、情けないことを言うお兄ちゃんなんか、見たくない……」

「あ、あぅ……」

「お兄ちゃんが、情けないことは、よく、知ってるよ……。私がいないと、ダメで、寝起きが悪くて……、だらしなくて……、すぐ弱気になって……。でも、いざというときは、頼りになる……。それも、ちゃんと……、私は、知ってるんだから……」

「で、でも、僕は、ぼ、僕は、一人じゃなにもできないんだな！　薫がいないと、な、なにもできないんだな！」

「一人じゃない」

　弱々しい口調の中にも、確たる力を込めて。

「お兄ちゃんは、一人じゃないよ……。私の代わりに、お兄ちゃんを見守ってくれる……、仲間がいるんだから」

　淳は振り返った。

　二人を見守るように、仲間たちがいる。

「お兄ちゃんを、一人、残していくのが、心配だった……。でも、みんながいれば、私は安心できる……。もう、思い残すことも、ない……。だから、約束して、お兄ちゃん……」

　薫は最後の力を振り絞るように、言葉に力を込めた。

「守って……。この世界を……。私の大好きなお兄ちゃんが生きる、この世界を、守って……」

「う、うん」

　淳は頷いた。

「わ、わかったんだな。や、約束するんだな！」

「……よかった」

　心の底から安(あん)堵(ど)したように、微笑(ほほえ)む。

「皆さん……」

　その微笑みを、真吾たちにも向ける。

「お兄ちゃんのこと、よろしくお願いします……」

「まかせとけ」

　代表するかのように光夫が答え、薫は小さく頷いた。

「お兄ちゃん……」

「か、薫……」

「最後に、もう一度だけ会えて、よかった……」
















　薫の体は輝きを増した。一気に、腕と足が消え、体までが光の粒子となって消えていく。

　そして……。

　ふと、淳の腕から重みが消えた。

　確かに感じていたはずの温(ぬく)もりが失われた。

　腕の中には誰もいない。今まで抱き留めていたはずの、大切な人の姿がどこにもない。

「か、薫……」

　呆然と、薫を抱いていた自分の腕を眺め、ぎこちない動きで空を見上げる。

　そこには、満天の星空と、煌(こう)々(こう)と淳たちを白く照らし出す、大きな月が輝いていた。

　そこに、薫ちゃん人形を抱いた清美がやってくる。

「……これ」

　清美が人形を差し出すと、淳は震える手でそれを受け取り、汚れてしまった顔を撫でてやる。

　人形の薫は笑っていた。そして、消える間際の薫もまた、笑っていた。

　そう、笑っていたのだ。

　死んだ妹に会えるなどということは、本来ならありえない。しかし、奇跡が起こって淳は薫と再会することができた。そこには喜びがあるだけで、たとえ再び別れることになろうとも、悲しみは存在しないはずだった。ありえないことが起こったのだから。それで充分なはずなのだから。

　だから、薫は笑ったのだ。

　悲しい別れではないから。

　新しく刻(きざ)むことができた、大切な思い出となる出来事だったのだから。

　淳は人形を抱きしめた。

　そして泣いてなるものかと、歯を食いしばった。

　ここで泣いてしまったら、笑って旅立った薫に顔向けできない。

　淳は薫との思い出を強く抱きしめ、「ありがとう」と、何度も何度も口の中で繰り返し呟いた。
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　翌日、真(しん)吾(ご)たちは花を買い求め、兄(きよう)妹(だい)岬(みさき)から海に向かって手(た)向(む)けの花を投げ込んだ。

　安らかに眠って欲しい。

　そんな想いが込められた、二人の「妹」への、捧(ささ)げものだった。







　その後、真吾たちはまた海水浴へと出かけることになった。

　寝たのが遅かったこともあり、疲れは抜けきらなかったのだが、光(みつ)夫(お)とタロウが「二人の『かおる』の供(く)養(よう)になる」という、よくわからない方(ほう)程(てい)式(しき)のもとで泳ぎに行くことを提案したのだ。

　そんな方程式を、穂香(ほのか)は見事に解(と)いてしまったらしく、彼女はむしろ率(そつ)先(せん)して、海へ繰(く)り出(だ)すことを勧(すす)めたのである。

　となれば、真吾も行かないわけにはいかなかった。

　それに、昨日の出来事をうまく心の内に収めるには、思いきり遊ぶことが必要なようにも思えたし、そうすることが淳(じゆん)を慰(なぐさ)め、同時に薫(かおる)を安心させることにも繋(つな)がるのだろうと、なんとなくだが穂香たちの想いが理解できたので、後(あと)先(さき)考えずに遊び倒そうと心に決めたのだった。

　海は昨日の大(おお)津(つ)波(なみ)が噓(うそ)のように穏(おだ)やかで、天気もよく、二日続けて絶好の海水浴日和(びより)となった。

　被害がほとんどなかったとはいえ、地震と津波の影響か、人出はまばらだった。おかげでのびのびと、縦(じゆう)横(おう)無(む)尽(じん)に県(あがた)ヶ浜(はま)で遊びつくすことができた。

　女性陣はゴムボートに乗って悠(ゆう)々(ゆう)自(じ)適(てき)に時間を過ごし、男連中はそのボートに群(むら)がって大騒ぎし、ボートを転(てん)覆(ぷく)させてあわよくば女の子に抱きついてもらおうという魂(こん)胆(たん)でいたのだが、なぜか抜き身の魔(ま)剣(けん)を脇に置いたリーナの無言の圧力に屈(くつ)してすごすごと退(たい)散(さん)するハメになった。

　ビーチバレーをやろうということになり、男女混合チームで試合を行ったのだが、バレーを純粋に楽しむ女性陣に対して、ここでも男連中はエロ心を発(はつ)揮(き)して、わざと女の子にぶつかってあわよくば胸やらお尻(しり)やらを触ってやろうと目(もく)論(ろ)んだのだが、砂に足を取られてうまく行動できず、転んだところに顔面を蹴(け)り上(あ)げられたり踏(ふ)みつけられたりと散(さん)々(ざん)な結果に終わることとなった。

　そんな光景を、大(だい)輝(き)は飽(あ)きもせずにカメラのファインダー越しに眺(なが)めつつ第六感に訴(うつた)えかける場面があればすかさずシャッターを切っており、「もう体力の限界です～」という柚(ゆず)子(こ)は早々にシートの上に寝転がってしまった。

　理(り)沙(さ)は相変わらずはしゃいで真吾たちよりずっとうまく、大(だい)胆(たん)に、穂香と接触という名の抱(ほう)擁(よう)を繰り返して男共をうらやましがらせ、さらに新しい方面にでも目覚めたのか、「ちっちゃくて胸がないのもたまらないわぁ」と清(きよ)美(み)にも触手を伸ばし、リーナもその毒(どく)牙(が)にかけようとしたが、こちらはうまく牽(けん)制(せい)されて欲望を満たすことはできなかったようだ。

　光夫は生(なま)意(い)気(き)でむっつりスケベだし、タロウもいつにも増してエロドッグだ。そして淳も、意(い)図(と)的(てき)にしろなんにしろ、明るく振舞っている。昨日の今日でそのセクハラ行動はどうよ、という危険な行為もちらほら見えたが、ムリをしていると考えれば少しくらいは黙(もく)認(にん)しようかという気にもなる。

　そんな様子を見ていると、真吾には世界を救ったのだという実感が、改(あらた)めて湧(わ)いてくるのだった。

　こんな日々を、自分は守っていきたいし、二人の「かおる」も、それを願っているのではないか。そんな気がしてくるのだ。

　ただ、気がかりなことがいくつかある。

　魔(ま)神(じん)の力を宿した「カオル」は、どうして救いの手をさしのべた穂香を振り払ったのか。彼女が言う、さらなる世界の危機とはいったいなんなのか。

　今回の事件は、さらなる危機の前(ぜん)兆(ちよう)に過ぎないという。

　津波の被害はなんとか回避できたが、正直なところ、それは「回避した」ではなく「回避できてしまった」と言う方が正しいかもしれない。ほとんど偶然の結果である。

　なにが来るかは分からないが、津波以上のとんでもない危機がやってきたら、今度こそ自分たちでは防ぎきれないかもしれない。

　そして、なによりも……。

　カオルは言っていた。

「自分の封(ふう)印(いん)を解いてくれる者」と。

　それは間違いなく、真吾のことだろう。

　真吾はこれまで、世界の危機を引きつける運命に悩まされてきた。

　世界の危機が自分なんかと関わってたまるかと、半分逃げ出したい思いでいたのだが、どうやらそれは考え直さなくてはならないようだ。

　真吾は魔神の封印を解くことができる。

　つまり。

　真吾には、魔神を封印した者と同程度の力があるということだろうか？

　魔神を封印した者。それがそんなに大勢いるとは思えない。そして真吾が知っている人物の中で、そんなことができそうな心当たりは一人しかいない。

　あの、いいかげんな神様だ。リーナの世界の神様も含めてもいいだろう。

　どちらにせよ、神である。そうなると、真吾には神に相当する何らかの力があるということになるのだろうか。

　…………そんなバカな。

　真吾は自分の考えに笑ってしまった。

　いくらなんでも、飛(ひ)躍(やく)しすぎだろう。

　魔神が絡(から)むとあまりシャレにならない展開になるが、それ以外は、基本的にシャレというかいいかげんな設定で真吾は巻き込まれているのだ。きっと、真吾の素質に関しても、聞いてみれば「そんなことか」と拍(ひよう)子(し)抜(ぬ)けしたり、「そんな理由でか!?」と驚き、呆(あき)れる程度のものに違いない。むしろ、そっちのほうがありえそうではないか。

　だから真吾は、それ以上深く考えることはしなかった。どのみち、なるようにしかならない。どんな秘密が明かされようと、それでどんな苦(く)境(きよう)に立たされようと、最後まで諦(あきら)めなければどうにかなるはずだし、どうにかしなくてはならないのだ。

　もとから頭を使うことが得意ではない真吾は、考えるのをやめた。今は考えるときではない。さらなる危機が訪(おとず)れるまでの、充(じゆう)電(でん)期(き)間(かん)なのだ。

　少し頭痛がし始めた真吾は海から上がって、適当なところで休もうとした。そこへ、光夫から声をかけられる。見れば淳とタロウも、なにやら期待のこもった目で真吾を見つめているではないか。

「真吾、おまえに頼みがある」

「な、なんだよ、改まって」

　光夫のこういう態度は珍(めずら)しかったので、真吾は警(けい)戒(かい)した。

「穂香姉ちゃんたちの水着をめくってくれ」

「はぁ!?」

　何を言い出すんだ、この小学生は。

「おまえ、自分がなにを言ってるかわかってるか？」

「分かってる。これはチャンスなんだ」

「だからなにが」

「海で水着だぞ？　波に水着が流されてイヤンなハプニングがつきものだろ！　それが何事もなく終わったら大問題じゃないか！」

　小学生ではなくオヤジの発想だ、それは。

「今回、おいしい目を見たのはお主(ぬし)だけだからな」

　正(しよう)真(しん)正(しよう)銘(めい)のオヤジ犬が真吾を責める。露(ろ)天(てん)風(ぶ)呂(ろ)でのことを言ってるのだろうが、じっくり拝(おが)む余(よ)裕(ゆう)などなかったから、おいしいというより酷(ひど)い目にあったという方が適切ではないだろうか。

「し、真吾くん、ぼ、僕からも、お、お願いなんだな。か、薫のことを吹っ切るためにも、ぜ、ぜひとも水着を脱がしてほしいんだな！」

　そんなんで吹っ切られたら、薫ちゃんも泣いて悲しむんじゃないだろうか。

「あのなぁ、そんなん、できるわけないだろ」

「なんでだよ！」

「なぜだ！」

「なんでなんだな！」

　一斉に怒られる。なんだか自分が間違ったことをしているような気になってくるではないか。

「落ち着けって。だいたい、海の中で水着を脱がしたって、あんまり楽しめないだろ」

　せいぜい、水着が脱げたところへ近づいて、恥ずかしがって来ないでと止められたところに水着が浮いていて、それを返してやろうとするがやっぱり近寄ってほしくないから投げるように言われ、投げてやったらコントロールミスして遠くに投げてしまい、それをキャッチしようと思わず飛び上がったら全部見えてしまったというハプニングが起こって、気まずいながらも桃色な沈(ちん)黙(もく)の後に顔を真(ま)っ赤(か)にして「み、見ました？」と尋(たず)ねられるくらいだろう。

「……よし、やろう！」

　真吾の意志はあっさり覆(くつがえ)った。

　幸い、女性陣は少し離れたところでバラバラに泳いでいる。

　真吾は狙(ねら)いを定め、意識を集中し、右腕に真っ赤な炎を燃やして振り上げ、叫(さけ)んだ。

「めっくれろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」
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　穂香たちの水着が脱げ、それがどうやら真吾の仕(し)業(わざ)らしいと判明した瞬(しゆん)間(かん)に、リーナは真吾を追いかけて引っ捕らえ、今後はバカなことをしでかさないよう、痛みを体に刻(きざ)み込(こ)んでやった。魔剣を使わなかったのは、真吾たちが近寄る前にみんなが水着を捕まえることに成功したからで、せめてもの温情だった。

「ひ、ひでぇ……、なんで俺(おれ)だけが……」

　ぶちのめされた真吾が息も絶(た)え絶(だ)えに非(ひ)難(なん)する。

　確かに、実行者は真吾だが、真吾をそそのかしたのは他の連中である。

　真吾は犯罪的行為をやらかしている回数は多いが、妙(みよう)なところで常識人なので、自分から率先してスカートをまくったり服を脱がしたりしたことはほとんどない。このメンバーでいるときは、たいがい、他の連中に焚(た)きつけられて実行に移すことの方が多いのだ。

　リーナは首を捻(ひね)った。

　ならば、光夫やタロウ、淳も同じ目にあわさなければならない。真吾の訴えはあながち間違いではないのだ。

　ではなぜ、自分は真吾ばかりを責めるのか。

　考えて、他の男連中にはさほど腹が立っていない自分に気がついた。

　真吾と同罪なのに、真吾には怒りを覚えて、他の連中には怒るというより呆れてものが言えないという感覚になるのだ。

　実際、光夫たちを目にしてもなんともないが、真吾はその姿を見るだけで、ふつふつと怒りがこみ上げてくる。この差はいったい、どこから来るのだろう。

　真吾がリーナのスカートをめくったために、リーナは真吾の婚約者にされてしまったという経(けい)緯(い)はある。しかし、それはもう吹っ切ったはずだし、そのことでもうイライラしたりむしゃくしゃすることもない。ならば他に、どんな理由があるというのか。

　それに……。

　リーナはぐいっと口元を拭(ぬぐ)って、倒れている真吾を見下ろした。

　こんな男のことで悩む自分にむかつくし、自分を悩ませるこの男が憎たらしかった。いっそのことこの世から消し去ってしまいたかったが、そこまで憎めないのはなぜだろう。

「シンゴ」

「う、うん？」

「死ね」

「なんでっ!?」

　真吾の頭を踏んで顔面を砂の中にめり込ませると、少しだけ気持ちが晴れて、少しだけ気分が憂(ゆう)鬱(うつ)になった。

　おかしい。

　最近の自分は、おかしすぎる。

　特に昨日から、胸の内にもやもやしたものがわだかまっている。そこに真吾が関係しているらしいのが、余計に腹立たしかった。

　ただ、もやもやする理由は、それだけではないことが、リーナにはわかっていた。

　もやもやの中で、ある程度ハッキリした形でわだかまっているのが、昨日の出来事だった。もっと詰めていえば、カオルの奇妙な行動だった。

　真吾たちは、カオルが急に意(い)趣(しゆ)返(がえ)しして、リーナに襲(おそ)いかかってきたと思っているようだ。

　しかし、リーナはまったく違う見方をしていた。カオルがどうして考えを変えたのかはわからない。しかし、カオルは襲いかかってきたのではない。死にに来たのだ。

　そう、カオルは、わざと、リーナの魔剣に貫(つらぬ)かれたのだ。

　あのとき、リーナは剣をかまえるのが間に合わなかった。中(ちゆう)途(と)半(はん)端(ぱ)な体(たい)勢(せい)で、カオルを待ち受けることになった。そんな体勢で襲ってきたならば、カオルは余裕を持ってリーナの懐(ふところ)に飛び込み、体を貫くことができただろう。

　だが、カオルはそれをしなかった。自分から魔剣に飛び込み、自らの意思で、貫かれたのだ。

　どうしてそんなことをしたのか、正確なところはわからない。ただ、彼女が死にたがっていたのだということだけは、なんとなく理解した。そうでなければ、亡(な)き兄に向かって「いま行くから」などという言葉を口にする理由がない。

　なぜ、彼女は死を選んだのか。死を選ぶことが、彼女自身の救いになると信じたのか。

　わからない。

　もしかしたら、自分の気のせいなのかもしれない。

　自分がわからなくなってきているリーナにとって、どんな考えも自信を持つことができないのだった。

「おい、シンゴ」

「ば、ばんだびょ」

　口の中の砂を吐(は)きだしながら、真吾は砂まみれの顔を上げた。

「カオルは……、あの魔神は、最後はどういう心(しん)境(きよう)で消えていったんだろうな」

　知るか。

　そんな答えが帰ってくるものとばかり思っていた。

　だから、真吾が神(しん)妙(みよう)な顔つきで、「幸せだったんじゃないか」と言うのには驚(おどろ)かされた。

「どうして、そう言える？」

「全体的に見れば、不幸だったとも思うよ。不(ふ)慮(りよ)の事故で死んじゃったわけだし、魔神の力を借りてまで生き延びたのに、復活してみたら一番会いたかったお兄さんはとっくの昔に死んじゃってたり。でも……」

　うまく言葉にできないのか、四(し)苦(く)八(はつ)苦(く)しながら（半分は口の中の砂を苦(にが)々(にが)しく思いながら）、真吾は言った。

「最後に、松(まつ)川(かわ)さんに会えたのは幸せだったと思う。松川さんを利用しようとしてたみたいだけど、あの二人は本当の兄妹みたいだっただろ？」

「あ、ああ」

「演技であそこまで違(い)和(わ)感(かん)なく兄妹ごっこができるか？　松川さんはほとんど疑問を持たなかったんだぞ？　そんなの、本当に、心の底から松川さんを慕(した)ってなくちゃ、絶対にできない芸当だと思うんだ」

　そう言われると、そうなのかもしれない。

「だからあの魔神は……、カオルちゃんは、松川さんを本当のお兄さんのように思っていたんじゃないか？　だから最後に、『楽しかった』って言ったんじゃないか？　想像するしかないけど、カオルちゃんのお兄さんは、松川さんにそっくりだったのかもしれない。もしかしたら、名前も……」

　そんなことがあり得るのだろうか。いや、できるのならば、あり得てほしいとリーナは思った。そのほうが、悲しくはあっても温かい気持ちでいられるのだから。

「だけど、最後の最後で気付いたんだろうな。松川さんは本当のお兄さんじゃないって。自分がもう、この世界にいる必要はないんだって。薫ちゃんが魔神の中から抜け出すのを見て、思い知らされたのかもしれないし」

　少しタイミングがおかしいような気もするが、それならば納(なつ)得(とく)がいくのも確かだった。いや、そうであってほしかった。でなければ、あまりにも悲しすぎる。

「ま、どんなに推(すい)測(そく)したって、本当のことはわからないけどさ」

　そのとおりだ。

　リーナは砂を払う真吾の横顔を見つめた。

　やはりこいつは、前向きというか、後ろを向いたり後ろに引っ張られたりすることのない考え方をするようだ。強い意志で、信じたものに突き進んでいく性格のようだ。そうでなくては、何度もこの世界を救ったりはできなかっただろう。

　情けなくて、ハレンチで、男らしい部分などどこにも見あたらないし、自分の好みとはまったくかけ離れているのだが、そこだけは、その性格だけは、婚約者として認めてやってもいいと思った。

　ついうっかりそんなことを思ってしまったものだから、リーナはカッと頭に血が上り、一気に苛(いら)立(だ)った。

　なんで自分が、真吾を認めなくてはならないのか。　

　どうしてそこまで、認める必要があるのか。

「おい、シンゴ」

「な、なんだよ」

「やっぱり死ね」

「だからなんでっ!?」

　照(て)れ隠(かく)しなのだとは、口が裂(さ)けても言えなかった。

　そして、照れているということを自覚して、リーナは妙な焦(あせ)りを覚えるのだった。
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　水着が波に流されたとき、穂香は猛(もう)烈(れつ)に焦ったが、すぐに手元に戻ってきたので一安心だった。

　周囲に男性がいないのを確認していると、砂浜の方で、逃げ回る光夫たちと、リーナにボコボコにされている真吾の姿が見えた。どうやら、真吾たちが何か企(たくら)んで失敗したらしい。

　いつもの、ちょっとだけ（いや、かなりか？）、貞(てい)操(そう)の危機を感じる毎日が戻ってきたようだ。淳も、薫を再び失ったショックからは、表面上は立ち直ったようである。ならば、世界の危機が迫(せま)っていないときくらい、こうしたバカバカしいくらいの日常を送っておきたいものである。

　穂香は一人、微笑(ほほえ)みながら水着を身につけようとした。だが。

「ほ～のか！」

「きゃんっ」

　いきなり、背後から胸をつかまれた。さらに、なにか重くて柔(やわ)らかいものが背中にのしかかってくる。

「ちょ、せ、先(せん)輩(ぱい)ですか!?」

「げ、なんでわかったの？」

「こんなことするの、先輩くらいですよ！」

　柔らかいものが背中から離れた。確認するまでもなく、それは理沙の胸だったのだが、確認して驚いたのは理沙は上半身になにも身に着けていないということだった。

「な、なんでなにも着けてないんですか!?」

「ん？　ああ、なんか脱げちゃって、そのままどっかいっちゃったから」

「だ、だったら探してくださいよ！」

「だって見つかんないんだもーん」

　甘えた声で、穂香にじゃれついてくる。

「それはそうと穂香」

「な、なんですか」

「せっかく遊んでるのに、あんまり暗い顔するのはよくないよ」

　穂香は反射的に、頰(ほお)に両手を当ててしまった。

「……ど、どうして、わかったんですか？」

「見てればわかるって。ま、でも半分くらいは勘(かん)かな？　どっちでもいいけど、図(ず)星(ぼし)みたいね」

「…………」

「ほらほら、沈(しず)まない。そんな思い詰めたような顔してちゃ、真吾くんに嫌(きら)われちゃうよ？」

「し、真吾くんは関係ないです！」

　思わず否定するが、その頃には理沙は、浜辺に向かって泳ぎだしていた。手にはちゃんと水着を持っている。海から上がる前に身に着けてくれればいいのだが。

「住(すみ)吉(よし)さん」

「ひゃうっ」

　いきなり背後から肩を叩(たた)かれて、穂香は飛び上がった。そしてまだ水着を身に着けていないことに気がついて、慌てて前(まえ)屈(かが)みになって振り向いた。そこにいたのは柚子だった。

「あ、梓(あずさ)川(がわ)先生」

「ごめんなさい、驚かせちゃいましたか？」

　理沙と違ってちゃんと謝った上で気(き)遣(づか)ってくれる。やはり対応が大人である。いや、理沙がおかしいだけなのかもしれないが。

　柚子には、薫のことは「やっぱり人違いだった」と伝えてある。

　どこまで信じたのかは分からないが、「そうですか」と、これといった感(かん)慨(がい)を受けた様子もなく、穂香たちの言葉を受け入れたようだった。

　柚子は心配そうに穂香の顔を覗(のぞ)き込(こ)んできたが、ふと、穂香が水着を着ていないことに気づいたらしい。苦笑して、肩を震(ふる)わせた。

「住吉さんもやられましたか。私も、さっき流されて焦りました」

　それはたぶん、真吾の仕業である。世の中には知らない方が幸せなことも、きっとたくさんあるのだろう。

「タオル、持ってきましょうか？」

「あ、いえ、見つかりましたから！　これから着ようとしてたんです！」

「ああ、そこを武(たけ)石(いし)さんに狙われたんですね」

　この先生は、たった一日で理沙の性格を把(は)握(あく)したらしい。

「ところで住吉さんは、武石さんとなにを話していたんですか？」

「え？　いえ、特に……」

　思い悩んでいることを見抜かれた、などと言えば、柚子にも心配をかけてしまうだろう。

「そうですか……」

　柚子は頰に手をあてて、海から上がった理沙をじっと見つめていた。

「彼女から、なにか聞いてますか？」

「なにかって、なんですか？」

「その……、宮(みや)田(た)くんのこととか」

「真吾くんの？」

　真吾の名前が出てきて穂香は驚いた。どうしてこの流れでその名前が出てくるのかがわからなかった。

　柚子もそれは感じたのだろう。慌てて手を振った。

「いえ、なんでもないです。武石さんが思わせぶりなことを言ってたので、ちょっと気になって……」

　明らかに、自分の意図をはぐらかした物言いだ。

「なにも聞いてないならいいんです。それじゃ」

　退(たい)散(さん)とばかりに、そそくさと行ってしまう。

　変に突っ込むと、校則を持ちだされてまずいことになりそうなので、穂香は黙(だま)って柚子を見送った。

　何かが、おかしい。

　柚子のこともそうだが、それ以上に、自分たちのことに対する不安があった。

　穂香たちは、いままで何度も世界を救ってきた。だが、この次も救えるとは限らない。

　カオルが口にした言葉が、頭から離れなかった。

「大津波はさらなる危機の前兆でしかない」

　その言葉を信じるなら、世界は、より大きな危機に向かっているのだろう。

　だが、魔神の力を得たカオルが恐れるほどの危機とはどんなものなのか。

　当然、穂香には見当もつかなかった。

　だが、その危機が、どこからやってくるのか、もしかしたら見当がつくかもしれなかった。

　カオルが最後にみせた、不(ふ)可(か)解(かい)な行動。

　手をさしのべた穂香を振り払うほどの、衝(しよう)撃(げき)。

　それは、目にした本人だから断言できることだった。間違いない。

　カオルは、穂香を見て、態度を急変させたのだ。

　正確に言うならば、穂香の中にいる、独(どく)立(りつ)思(し)念(ねん)体(たい)・グランディオーソの存在を感じて、なんらかの衝撃を受けたのだ。

　あの反応からするに、カオルはグランが何者なのか、どういった存在なのかわかっているようだった。そうでなければ、あれほど驚(きよう)愕(がく)し、尻(しり)餅(もち)までついて穂香から離れようとするはずがない。

　おそらく、カオルはグランの正体を知っていて、それで絶望に打ちのめされ、自ら命を絶つことを選んだのだろう。

　穂香はごくりと、唾(つば)を飲みこんだ。

　つまり――




　自分は、世界の危機に匹(ひつ)敵(てき)する、なんらかの力を秘めているということになるのではないか。




　それは、清美を救い出した後にも感じた恐怖であり、不安でもあった。

　もしこの仮定が正しければ、神はなぜ、グランのようなものを穂香に授(さず)けたのか。なぜ、目的を語ってくれないのか。

　グランに問(と)い質(ただ)したが、相変わらず、納得のいく答えは返ってこなかった。

　真吾たちに相談することも考えたが、きっと「どうなろうが、どうにかしてみせる」というような答えしか返ってこないだろう。それはそれで真吾たちらしいし、実際にどうにかなるのだったら、それに越したことはない。

　いつも通りの仲間たちを見ていると、羨(うらや)ましいくらいに微笑ましくもあり、またその楽(らつ)観(かん)さに苛立ちもする。自分がこんなに悩んでいるのにと思う反面、悩みすぎだったり心配しすぎなのかもしれないと感じる自分もいる。

　とりあえず、少しの間だけ、ゆっくり休もう。

　きっと、疲れているから悪い方へ考えが進んでしまうのだ。

　ゆっくり休んで、英(えい)気(き)を養(やしな)って、そのあとで、自分ができることをしよう。

　みんなに相談するのもいいし、調べられることがあれば調べてみるのもいい。

　そのとっかかりは、一つある。

　穂香はそっと、兄妹岬を振(ふ)り仰(あお)いだ。

　穂香が住む「県(あがた)町(ちよう)」。

　清美が住む清(せい)内(ない)路(じ)村(むら)を含む、「県(あがた)郡(ぐん)」。

　そして、今回の舞台となった「県(あがた)ヶ浜(はま)」。

　そう。

「県」という地名の謎(なぞ)を、探(さぐ)るのだ。




４




　梓川柚子は、海から上がると周囲を見回して、目的の人物を捜(さが)し当(あ)てた。

　彼女は清内路清美を抱きしめ、「可愛(かわい)いー。お人形さんみたいー」と絶(ぜつ)賛(さん)しながら、セクハラまがいの行為に及(およ)んでいた。

　清美は、嫌がる素(そ)振(ぶ)りもなく、されるがままだ。なにをされているのか、いまいちわかっていないのかもしれない。

「……なにやってるんですか」

　柚子が叱(しか)ると、清美をいじっていた武石理沙は露(ろ)骨(こつ)にイヤな顔をした。

「やっぱり来たか」

　清美を離すと、理沙は視線を泳がせた。

「逃げようとしても、ムダですよ」

「う……、まあ、いつまでも逃げ回ってられないか。話せることは多くないけど、いいわ、こっちも訊(き)きたいことがあるしね」

　不穏な空気でも感じたのだろうか。清美は二人の顔を見回していたが、理沙が「ほら、早く真吾くんのところにでも行ってきたら」と促(うなが)してやると、二人を気にしつつも言われたとおりに真吾の元へと向かっていった。

　それを見送って、柚子は言った。

「ずいぶん、お気に入りみたいですね。住吉さんから乗り換えたんですか？」

「いやいやいや、清美ちゃんも好きだけど、穂香も好きよ？　できることならリーナちゃんも含めて、みんなお持ち帰りしたいくらい。って、そんな怖い顔しないでよ。冗(じよう)談(だん)よ、冗談」

「……あなたの冗談は、冗談に見えて本気のときがありますからね」

「そうかな？　まあ、そうかもね」

　お互いに牽制し合うように、睨(にら)みあう。

「なんで、あなたがこんなところにいるんですか？」

「それはこっちのセリフよ、って、昨日言わなかったっけ？」

「宮田真吾くんですか？」

　理沙はピクリとも反応しなかった。それでも、返答はあった。

「それは、あんたも同じでしょ？」

「否定はしません。が、あなたには腑(ふ)に落(お)ちないことがあります」

「なによ」

「自分がなにをしているのか、わかっていますか？」

「だから、なにが」

「今回の騒(そう)動(どう)、あなたが仕(し)組(く)んだんじゃないですか？」

　理沙は答えない。かまわずに柚子は続けた。

「魔神の復活も、津波も、全部あなたが仕組んだんですよね？」

「……まあね」

「薫さんを一時的に魔神から切り離し、生き返らせたのも、あなたですか？」

「宮田真吾たちがやる気を失ってもらっちゃ困るからね。ちょっとしたご褒(ほう)美(び)だよ」

「本当に、それだけの理由ですか？」

「薫ちゃんに関してはね」

「そういうことにしておきましょう。では、清内路清美さんのことは？」

「ご想像にお任せするわ」

「リーナさんのことはどうなんですか？」

「リーナちゃんは、関係ないわよ」

「本当ですか？」

「リーナちゃんは、ね」

　思わせぶりに、横目で柚子を見る。

「逆にあんたはわかりやすいわよね。リーナちゃんか……。まだまだ子供よねぇ」

　挑(ちよう)発(はつ)気(ぎ)味(み)のセリフを、柚子は平(へい)然(ぜん)と無視した。
















「宮田くんが絡むのはいいです」

「あれ、いいんだ」

「リーナさんが関係するのも、想像はつきます。けど……、そこに、住吉さんがどう絡んでくるのかがわかりません」

「わかるはずないじゃない」

　理沙はバカにしたように笑った。

「あんたは知らないし、教えたこともないんだから」

「そうですね」

　柚子は大まじめに言葉を受け、答えた。

「けれど、あなたの企みを手をこまねいて見守るほど、私も甘くはないですよ――、ラメント」

「そう言うと思ったわ。まあ、できるもんならやってみなさいよ――、トランクィロ」

　お互い、その名を口にしても、動じなかった。それ以上の言葉を必要としなかった。

　真吾やリーナの、楽しそうにはしゃぐ声が聞こえてくる。

　危機を乗り越えた、戦士たちの休息である。

　だが、それが一時の休息であることを、二人は知っていた。この平和で穏やかな光景が、仮(かり)初(そ)めのものでしかないことを知っていた。

　そして――。




　世界は、着実に滅(ほろ)びへ向かって突き進んでいるのだということも、二人は知っているのだった。




世界の危機はめくるめく！３　完　







　あとがき







　こんにちは、佐(さ)藤(とう)了(りよう)です。




　いきなりですが、海、いいですねぇ。

　海と言えば水着。これもいいですねぇ。

　とか言いつつ、自分は海へ泳ぎに行ったことは二度しかありません。いまから二〇年以上前と、一〇年ほど前の高校の修学旅行で沖(おき)縄(なわ)へ行ったときだけです。げ、そんなに昔なのか。

　ちなみに、自分がいま住んでいるところは、海へ出るのに真(しん)吾(ご)たち以上に時間がかかりますし、車で三、四〇分行ったところには、日本で一番海から遠い場所があったりします。そりゃ海なんか行かないわ。

　そんな中で唯(ゆい)一(いつ)に近い海の思い出は、大学生らしいお姉さんたちと知り合いになって、一緒にボートに乗ったり離れ小島に行ってキャッキャと砂遊びをしたことですかね。残念ながら当時の自分はわずか五歳！　大学生のお姉さんと海で知り合うということがどれほどの意味を持つのか、まだ分からない年頃でした。

　あとは焼きそばパン食べて、離れ小島にある木に登ったら落ちて傷だらけになったとか、そんな思い出しかありません。あれ？　修学旅行の思い出は？

　……そういえば、修学旅行では泳いでいませんでした。一人で釣りをしていたような……。な、なにをやってたんだ、当時の自分！　高校生だぞ！　修学旅行だぞ！　そこで個人の趣味に走ってどうする！

　そんな思い出しかないので、真吾たちにはまあ、いろいろとおいしい目に遭(あ)ってもらっているわけです。……酷(ひど)い目にも遭っていますが。




　というわけで、ここで恒(こう)例(れい)のお礼コーナーに移りたいと思います。

　まずは担当のＫ笠さん。二年連続で会社も終わった年末に引っ張り出してすいません。調べたら二年ともまったく同じ日付でした。二度あることは三度あるので、今年もよろしくお願いします（おい）。

　続いて、イラストの藤(ふじ)真(ま)拓(たく)哉(や)さん。お忙しい中、素晴らしいイラストを本当にありがとうございます。表紙のリーナにノックダウンです。次回の舞台は宇宙になる予定なので、宇宙服姿のヒロインたちをお願いします。もちろん、超萌える感じで！（大(おお)噓(うそ)です）

　恩師のＨ先生、デビュー三〇周年、おめでとうございます。これからも頑(がん)張(ば)ってください。早く先生に楽をさせてあげられるよう、自分も頑張ります。

　他、本作の出版に携(たずさ)わってくださった方々、支えてくださった方々に感謝を。

　そして、この本を読んでくださった読者の皆様に、ただひたすら「ありがとう」を捧(ささ)げたいと思います。




　最後に。

　今回はいろいろと新事実が判明したり、様々な伏(ふく)線(せん)が見(み)え隠(かく)れするようになってきました。これからそれらを一つずつ回収していく事になるわけですが、他にもまだ、あれやこれやと表に出ていない（けれど、実はすでに一巻から言われてきている）伏線があります。これをまとめていくのはなかなか大変なのですが、こういうのを考えてるときが一番楽しかったりします。傍(はた)目(め)には二十四時間、布(ふ)団(とん)の上でゴロゴロしているようにしか見えなくてもね！

　そんなわけで、これからもよろしくお願いします。

　四巻でまた、お会いしましょう。




二〇〇九年三月末日　佐藤 了
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